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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１　ペアが決め手の才能テスト














「音魔女フクネ見参ですぅ～☆」


　フリフリのミニスカートを着た小柄な女の子が、クラリネットを手にポーズを決めている。


「出ましたわね、悪絵師ボタン！　その稀有な絵力でオタク様やマニア様から金銀小判をザックザクと巻き上げ私腹を肥やす悪代官め！　将軍様や御家老が見過ごしても、この音魔女フクネが許さないですぅ～♪」


　音魔女フクネちゃんは目の前にいる赤いレオタードの女にクラリネットを向けていた。その女こそ悪絵師ボタン。萌え萌えイラストから劇画調の成年コミックまで手がける、言語道断のカリスマ絵師だ。


「あたしはみんなの幸せのために描いてるの☆　みんなあたしの絵に恋してるの[image: ]　あたしがいなくなったら大失恋して超困っちゃうオタク様やマニア様なんてごまんといるんだからね☆」


　悪絵師ボタンが余裕の笑みで指を鳴らすと、周りに全身黒タイツの者どもが現れた。


「やっておしまい[image: ]」


　その言葉とともに黒タイツの者どもが音魔女フクネちゃんに襲いかかる。悪絵師ボタンに借金してまで愛しき絵を購入した、一途で純粋すぎるオタク様やマニア様たちの成れの果……。


　今は魂すら担保にとられ、悪絵師ボタンの言いなりになっていた。


「聞くがいいですぅ～。フクネ・フォルテ・ハーモニー♪」


　その瞬間、超絶大音量のハーモニーが半径約五キロメートルに響き渡り、草の根一本残さぬ破壊の限りを尽くした。もしかしたら罪のない住人の皆さんも、罪のないオタク様やマニア様も巻きこまれたかもしれない。だが、そんなことは古より何万回と繰り返されてきた正義の味方のお約束に過ぎないだろう。


　──愛。純粋なる愛を守るため、音魔女フクネちゃんは涙をのんで戦っているのだ。


「フクネはみんなの萌え萌えイラストを守るため、フォルティッシモでがんばりますぅ～♪」












「な……なんじゃこりゃぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　思わず上げた大声に、教室でテスト勉強をしていたクラスメートたちが一いつ斉せいに睨にらんでくる。


「ご、ごめん！　なんでもないから!!」


　慌あわててごまかすと、原げん稿こうをくしゃくしゃに丸めて机へ押しこんだ。閃ひらめき学園は今テスト期間中で、今日がその最終日である。最後の追いこみとあってみんな神経質になっていた。


　そんな中、ぼくはテストそっちのけでポルノ小説を執しつ筆ぴつしていた……はずだった。この間開かい催さいされたオリエンテーション大会の三回戦で、時じ間かん稼かせぎをするため仕方なく書くことになってしまった紅べに牡ぼ丹たん先せん輩ぱいと鳴なる唐から吹ふく音ねさんの百合ゆりポルノ……のはずだったが……。


「どうしたっていうんだ……。レズポルノなら前にも書いたことあったのに……」


　世間では三十五歳になる謎なぞのカリスマポルノ作家の芥あくた川がわ竹たけ人ととして通っているぼくは、仕事でそういう原稿を書くこともある。そんなカリスマ作家の正体たるや実は一見するとどこにでもいそうな高校一年生の芥川丈たけ途と少年だったりするのだが──。


「それにしても、ぼくが今書いたものってなんだったんだ……」


　ぼくはうなだれ、窓まど際ぎわにある鳴唐さんの席へと目をやった。彼女は寝ねぐせのついた赤あか髪がみを風に揺ゆらせ、一いつ所しよ懸けん命めいにテスト勉強をしている。テストなど最初から真面目まじめに受けるつもりのないぼくとは大おお違ちがいだ。


「鳴唐さんと牡丹先輩の百合ポルノ……か」


　──はっ！　もしかして百合とレズは実は違うもので、ぼくが百合ポルノだけ書けないということはないだろうか？　あり得そうな話ではある。あり得そうな話ではあるが──。


「よく考えたらもうひとつ心当りがあったな。さっき書いたＢＬボーイズ・ラブポルノ……。あれのせいでスランプに陥おちいった可能性も高いな」


　ぼくは机の中から一枚の原稿を取り出す。












「恋愛の方程式？　先輩の場合〝僕の体〟って解が欲しいだけでしょ？」


　僕は眼鏡に手をやると、そのフレームを指で押してレンズの位置を整える。


「俺も見くびられたもんだな。お前の全部が欲しいって言ってるんだ。体だけじゃないさ」


　先輩は体育会系らしい締まった腕で僕を抱き寄せ、不敵に微笑んだ。


　ここは放課後の教室。夕陽が差しこむ中、僕は教室のホワイトボードに複雑な定理を思いきり書き殴っていた。すでに証明された命題など過去のものにすぎない。だが僕はこの美しい定理を記すことで知の遍歴を感じる喜びを得ていた。


「もうお勉強の時間は終わりだ」


　先輩は厚い胸板に僕を寄せ、あごの先を指で触り顔を上げさせる。──強引な人だ。僕の気持なんてお構いなしにすべてを思いのままにしようとする。


「まだ定理は書き終わってませんよ。僕、中途半端は嫌いですから」


「一見すると華奢なインテリだが、中々に意地っ張りだ。だがそういうところがお前の才能をより輝かせている。わかるか？」


「先輩が講義だなんて斬新ですね。論理なんて関係ない人かと思ってましたよ」


「恋愛の方程式さ。誰でも興味あることだ。俺はお前の才能に惚れたんじゃない。その才能に身を捧げる姿に惚れたんだ。そしてその身が──」


　先輩は言いながら僕のシャツに手をやると、そのボタンを一気に外す。


「──欲しい」


　力強い瞳。力強い腕、胸板、脚……。もう、逆らえる気がしなかった。


「やっぱり……先輩が欲しい解は始めから決まってるんだ」


　僕が思わず目を伏せると、先輩はふっと笑って優しく抱きしめてきた。












　──鉄てつ坊ぼう廻めぐる先輩と円えん修しゆう律りつのＢＬポルノ……。ＢＬ書いたの初めてなんだけど、本当にこれでいいのかな……。ね、念のため普ふ段だん書いてるポルノみたいなきわどい描びよう写しやも入れておこうかな……。それにしたって廻先輩、強引さの中に繊せん細さいな恋こい模様が隠かくれているのを書いてくれって、注文難しすぎだよ。あぁ……なんか、友達の律をモチーフにＢＬ書いちゃった自分が嫌いやになってきたな……。っていうか絶対にこれがスランプの原因だよ。


「へぇ、今回の主人公は眼鏡男子かい？」


　淡あわい栗くり色いろの髪がぼくの右横でさらさらと揺れていた。今、突とつ然ぜんのスランプで悩なやんでいるというのに邪じや魔まするなんて誰だろう？　眉み間けんにしわを寄せつつ顔を上げると、ぼくの原稿を眺ながめる律が目に入った。


「ひぃぃっ！」


「どうしたんだい？　そんなに驚おどろいてさ」


　ぼくは原稿をわしづかみにすると、慌てて机の中に隠した。


「よ、読んじゃった!?」


「最初だけちょっとね」


「ただの眼鏡男子だからね！　数学とかべつに得意じゃないし、相手の人も体操が得意だったりしないから!!」


「へぇ。今回は女性がスポーツ選手なんだね。数学のことなら僕になんでも聞いてくれよ」


　律はこちらに笑え顔がおを向けると、右みぎ隣どなりにある自分の席に座った。


　……かなりきわどいところまで読まれていたらしい。やばかった。あのＢＬポルノを読まれたら友情が一発で粉ふん砕さいされかねない。モチーフにした本人から笑顔であんな台詞せりふを言われるとさすがに胸が痛んでしょうがなかったが……ごめん。これはみんなの力で優勝したあのオリエンテーション大会の代だい償しようなんだ。わかってくれるよね？　許してくれるよね？


　ぼくは自分自身を納なつ得とくさせるように何度も頷うなずく。


「……とりあえず、トイレにでも行って頭を冷やすか」


　面めん倒どうなテストに加えて慣れない原げん稿こうの連発で頭がパンクしてしまった。こういうときは一度全部忘れるに限る。ぼくは休み時間が終わるまでまだ時間があることを確かく認にんして教室を出た。


　二組の前を通り過ぎ、一組の前を通り過ぎてもさきほどの変な百合ゆりポルノが頭から離はなれない。


「なんでだろう……こんなこと、今まで一度もなかったのにな……」


　まるで、言い知れぬなにかに振ふり回されて筆が暴走してしまったかのようだった。本当に、なにが起こったというのだろう……。


　唸うなりながらトイレに入ろうとすると、いきなり横合いから引っ張られてしまう。突然のことで抵てい抗こうすらできず、そのまま近くの物置に押しこまれてしまった。


「た、助け──！」


「違うのっ！」


　物置の中に女の子の声が響ひびく。それを聞いて、いくらか安心した。少なくともいきなり暴漢に絡からまれてしまったわけではないらしい。とはいえ物置には窓がないため暗くてなにひとつ見えず、依い然ぜん状じよう況きようがわからないままだ。


「えと……スイッチはどこなの？」


　女の子は慌あわてて辺りを探さぐっているようだった。しばらく待っていると電気がつき、やっと女の子の姿が露あらわになる。


　腰こしに巻かれた華はなやかな飾かざりベルト。首から下げたハートのペンダント。そしてアイドルと見まがう美び貌ぼうと、きらきらした瞳……。


「なんで……なんで園その声こえさんが？」


　明かりのもとに照らし出されたのは園声謡うた江え──さんだった。


　……今まで心の中でさんざん謡江謡江と呼び捨てにしてきたが、いざ本人の前で言うとなると思わず名字にさん付けしてしまった……。我ながら、少し情けない感じがしなくもない。


「丈途くん、私のお願いを聞いて欲しいの」


　物置は狭せまくぼくと謡江以外に人がいないことは明らかなのに、彼女はしきりに周りの様子をうかがっていた。


「お願い？　しかも園声さんがぼくに？」


「あの……みんなの前じゃ恥はずかしくって……」


「どういうことなの？」


　園声さ……じゃなくて謡江は顔を赤くすると、思いきったように一冊の本を取り出した。その表紙に描えがかれていたのは、ナースが白い服を淫みだらに着き崩くずし艶えん然ぜんと注射器を舐なめ上げる姿……。


「な、なんで園声さんがこんな本を!?」


「だってずっと気になってたし……それで、勇気を出して買っちゃったの！」


　買っちゃったのって……えぇ!?　しかも、物置だなんて密室にぼくを連れこんでなにかお願いがあるって……ま、まさか──。





　ナースプレイのお願い!?





「お、おぉ……ついに、ついにぼくの時代がきたぁぁぁ!!」


　ぼくは思わず拳こぶしを握にぎりしめて叫んでいた。


「園声さん、ぼくに任せてくれ！　そういうのって妄もう想そうでたくさんやってきたし、多分、きっと得意だと思うから──まずはふたりで道具を買いに行こう!!」


「道具ならちゃんと持ってきたわ」


「──早っっ!!」


「だって私がお願いしてるわけだし……丈途くんはただしてくれるだけでいいの」


　謡江はナースの表紙を見つめ、恥じらうようにうつむいてしまった。


　……ただしてくれるだけでいいのって……見た目によらず結構大だい胆たんだな……。


[image: ]


　しかし、トイレに向かっていただけなのにいきなりとんでもない展開になってしまった。まさか休み時間中にナースプレイを頼たのまれようとは、どこの男子高校生が想像できよう。テストが始まる前にプレイが終わるとは到とう底てい思えないが……だが……だが……こんな人生最大のチャンスを逃のがしていいはずがない!!　ここは零れい点てん覚かく悟ごのテスト放置で──。


「じゃあ、私のお願いを聞いてくれるのね？」


　謡江がそのきらきらした瞳ひとみでぼくをじっと見つめてくる。


「も、もちろんだよ！　園声さんのためならテストなんていくらでもさぼるさ!!」


　ぼくは生なま唾つばを呑のみ、震える手を彼女の制服へと伸のばす。邪じや魔まな制服を脱ぬがして天使のように清らかなるナース服を着せんと、ぼくの手が今まさに彼女へ届こうとしたそのとき──。


「……なんでテストをさぼることになるの？」


　謡江は心底不思議そうに言い、ぼくの眼前に淫らなナースの表紙の本と──サインペンを差し出してきた。


「サインペン……プレイ？」


「プレイ？　プレイと言えばプレイかもしれないけど……とにかくサイン、お願いします！」


　謡江は本とサインペンを差し出したまま、ぺこりと頭を下げてきた。


　……今、一体ぼくになにが起こっているんだ？　というか、これはなにプレイの話なんだ？


　ぼくは目の前に差し出された淫らなナースの表紙を見つめ、考えこんでしまった。謡江がずっと気になっていた本らしいが……しかしエロい表紙だ。謡江の性格を考えると、これがずっと気になっていたというだけでびっくりだ。ぼくは仕し事ごと柄がらこういった表紙を見慣れているがそれはぼくの仕事がちょっとエロ系だからであって普ふ通つうの高校生は──って、あれ？


「これ、ぼくの小説だ」


「なんで今さらそんなこと言うの？　だからサインをお願いしてるんでしょ？」


　……なんだ、そういうことか。


　ぼくは全力で肩かたを落としてしまった。


　なんか……暴走した自分の妄想に恐おそろしく振ふり回されてしまったな……。


　肩を落としたまま本を手に取ると、サインをして謡江に返す。


「ありがとう。丈途くんの小説、大人すぎて私にはまだちょっと早いけど……凄すごく情熱的で、そういうのを芯しんに持ってるって、その……好きかも」


「すっ、好き!?」


　謡江はぼくの言葉に答えず、物置を一直線に駆かけ出てしまった。止める間もなかった。


　今の……ぼくの作品を好きって意味……だよな？


　ナースプレイがぬか喜びとあって思いきりへこんでいたが、よく考えたら女の人から──しかも同世代の子からサインを頼まれるなんて、中々あり得ない一大事のような気がしてきた。そのうえ情熱的な小説だと誉ほめられるなんて……かなりあり得ないしかなり嬉うれしい。


「しかしナースプレイのドキドキ……いまだにおさまらないな」


　もはやテストに集中することなど不可能だろう。まぁ、はじめからやる気はないのだが……。








　一日が終わり、もうすぐ帰りのホームルームが始まる。今日でテストがすべて終しゆう了りようしたので本来なら解放感でウキウキのはずだが──。


「結局、百合ゆりポルノが書けなかった……」


　廻先輩から頼まれた律とのＢＬポルノはすでに完成していたが、牡丹先輩から頼まれた鳴唐さんとの百合ポルノはいまだに完成のめどがたたない。この学園は全ぜん寮りよう制せいのため逃にげ場もないので、原げん稿こうが完成しなかったら脱寮リタイアするしか道はないだろう。


「本業の締しめ切きりよりスリリングだな……。せっかくみんなにぼくの仕事を受け入れてもらえたっていうのに……」


　他ほかの学校に入ってまた変態扱あつかいされる地じ獄ごくの日々に戻もどるのかと思うと泣けてきた。


「……いや、変態扱いならこの学園でもされてるな」


　というか、基本的な扱いは中学時代と変わっていない気がしてきた。


「もしかしてぼく……どこに行っても同じなんじゃ……？」


　意外と衝しよう撃げき的な事実が頭をかすめたそのとき、唐とう突とつに校内放送が流れてくる。


「──一年生の皆みなさんへ。閃学園では卒業する際に映像アルバムが配られます。本日は手始めに皆さんが一番大切にしている物を映したいと思いますので、一時間後にそれを持って体育館に集合してください。ただし、才能に関かかわる物は除きます。繰くり返します──」


「へぇ、映像アルバムか。この学園も粋いきなことをするね」


　隣となりに座る律はそう言いながらポケットに手を入れ、マイフォークやマイナイフといったカトラリー食器セツトを取り出していた。


「律……お前の大切な物はそれなのか……」


「当然さ。グランマおばあさまからプレゼントされた物だからね」


「グランマって……」


「グランマは素す晴ばらしい数学者だったんだ。グランマが亡なくなった後もグランマが発見した定理は当然永遠の真であり続けて──」


　……なんだか話がいきなり重い方向に進んでいる！　ただでさえ百合ポルノのせいで追いつめられているぼくに、これ以上の重荷を背負わせないでくれっっっ!!


「その話はまた今度詳くわしく聞くから!!　ほら、ぼくも大切な物を用意しないといけないし!!」


「──だから僕はグランマから数学の──って、え？　そうかい？」


　律はさらりと言うと、そのままなにかを思い出すようにしてカトラリーに見入っていた。


「……それにしてもぼく、律みたいに大切な物なんてないんだけど……」


　一応作家だし、自分のポルノ小説でも持って行けばいいだろうか。


　寮に小説を取りに行こうと席を立つと、鳴唐さんと目が合った。彼女は窓まど際ぎわの席に座り、一枚の音楽アルバムを手にしている。彼女が尊敬するクラリネット奏者のアルバム。ぼくたちがオリエンテーション大会に本気で挑いどむきっかけになった思い出の品……。


「市し販はんされてるけど、吹音にとっては大切な物なの」


　鳴唐さんはぼくを見つめ、恥はずかしそうにつぶやいていた。


「この前のウィーン旅行、楽しかったね。吹音、小さい頃からあの街に憧あこがれてたから……ドキドキしちゃった」


　──オリエンテーション大会の優勝賞品、ウィーンへの三泊五日クラス旅行。この間、ぼくたちはそれに行ってきたのだ。鳴唐さんの尊敬するクラリネット奏者が生まれ育った芸術の都。鳴唐さんの憧れの街……。


「でもちょっと……みんな好き放題しすぎだったかもね……。数ある教会を巡めぐって『旅行中に解げ脱だつする！』だなんて宗教が無む茶ちや苦く茶ちやになってること言ってたクラスメートとか、老舗しにせのクリスタルガラス工房に道場破りならぬ工房破りを仕掛けて『あたしの歳より長い年月修行してその程度？　おほほ』だなんて酷ひどいこと言って地元の職人さんたちをいじめてたクラスメートとか、王家の財宝が展示されてる所で怪かい盗とうごっこをして思いっきり日本語で『捕まえてみろぃ。とっつぁん～』とか言って国際的な大問題を起こしかけたクラスメートとか──」


「でも吹音、とっても楽しかったよ。宮殿とか教会とかの中世みたいな雰囲気や、街中に音楽が溢あふれてる感じ……。吹音が尊敬してる奏者さんの育った街って、吹音が想像してたよりもずっとずっと素す敵てきな所で、なんだか嬉うれしくなっちゃった」


「そっか。ぼくたち、あの大会で優勝してウィーン旅行ができて、よかったね」


「うんっ！　だからあの大会の思い出がいっぱいつまったこの音楽アルバムは、吹音の一番大切な物なの。あなたの大切な物は、やっぱり自分の恋愛小説？」


「そうだね。自分のポル──って、ごふっ、げふっ、べふっっっ!!」


　言葉の先を思いっきりせきこんでごまかした。


　──ポ、ポルノ小説なんて言えない！　よく考えたら鳴唐さんはぼくのことを恋愛作家だと思ってるんだ!!


「しょ、小説も大切だけど、今回はやめておこうかな！」


「なんで？　もっと大切な物があるの??」


「そりゃぼくにだって大切な物のひとつやふたつ……」


「一体なにを持って行くの？」


「……え？」


「あなたの大切な物って、なんなの？」


　……ん？　ぼくの大切な物??


　…………………………………………………………………………………………………………。


　……まったく思い浮うかばなかった。とりあえず辺りを探さぐってみると、制服のポケットに手を入れたとき、携けい帯たい電でん話わが指先に触ふれる。ぼくはそれを取り出すと考えるようにして見入った。


「これ……とか？」


「そっか。あなた、お友達多いものね。きっと大切なデータ、たくさん入ってるものね」


　鳴唐さんは無む垢くな瞳ひとみのままこちらに微笑ほほえみかけてくる。


　友達が多いかどうかは微び妙みようだが……とりあえず、これでいいだろう。








　体育館に行くとちらほら生徒が集まり始めていた。少し待っていると残りの生徒も集合し、体育館内には綺き麗れいな列ができる。


「それでは黒くろ樹き水すい墨ぼく校長、よろしくお願いします！」


　スピーカーから女の人の声が流れた。それと同時にステージの袖そでから紋もん付つき袴はかまを着た初老の男性が現れる。水墨校長だ。がっしりとした体に長い白はく髪はつと立派な白髭ひげを揺ゆらせ、身の丈たけほどもある大きな筆を担かついで颯さつ爽そうとステージの中央を目指している。


　この学園に入学してすでに見慣れた光景。だがどこかおかしかった。水墨校長が、ではない。司会がだ。司会の姿がどこにも見あたらなかった。今の放送はどこから流したのだろうか？


　そうこう考えているうちに水墨校長はステージの床ゆかに敷しかれていた大きな白紙になにかを書きつける。それがワイヤーで持ち上げられると──。





『忍しのぶ』





「これより、才能テストを開始する！」


　校長はそう言うと筆を肩かたに担ぎ、ステージ上から去ろうとする。


「さっきやっとテストが終わったばっかりなのに、またなにかやるのか……」


　ぼくがうんざりしたようにつぶやくと、校長は大筆を片手で持ち上げ、その先端をこちらへ向けてくる。


「丈途くん、忍しのびたまえ！　過去の栄光はもはや通じぬ!!」


　うっ……聞こえていたのか。それにしても「過去の栄光は～」って、なにをする気なんだ？


　他ほかの生徒たちは〝才能テスト〟という言葉に反応したのか、挑ちよう戦せん的な笑えみを浮かべる者も少なくなかった。よほど自信があるのだろう。ぼくなどは普ふ通つうのテストでうんざりしていたうえに小説がスランプに陥おちいり、しかも才能テストときてすでに帰りたい気分だった。


「それでは才能テストの前に、映像アルバムの撮さつ影えいをすませます。皆さん、お持ちの大切な物を掲かかげてください」


　また、姿の見えない司会がアナウンスを流してくる。どうやらこの場で撮影をするらしいが、司会が現れないのは映像アルバムに自分が映らないよう気を遣つかってのことだろうか。ぼくらは言われるがままに自分の持ってきた大切な物を掲げる。


　その瞬しゆん間かん、体育館の照明が一いつ斉せいに消えた。


　複数の人ひと影かげが現れてすべてのカーテンを一気に閉め、ほんの数秒で辺りはすっかり暗くら闇やみに包まれてしまう。


「──ちょっ、きゃぁ！」


「──痛っ。なにするんだよ!?」


「──待て！　返せ!!」


　暗くて見えないが、なにかが起こっているようだ。ぼくは身の危険を感じて体育館を出ようとした。しかし出口へ向かって駆かけ出したとき、何者かに突つき飛ばされて倒たおれてしまう。


「あ、あれ!?　ぼくの携けい帯たいが……」


　辺りを探っても携帯電話が見つからない。そうこうしている間に体育館に明かりが戻もどった。


「はいはい、馬ば鹿かな一年生があっさりだまされましたよっ……と」


　女の人の声が聞こえたので目を向けると、いつの間にか黒装しよう束ぞくの集団がステージ上にいた。顔も黒の覆ふく面めんで隠かくしているためだいたいの体型以外はなにもわからない。


「あたいら試験委員会だから。顔を隠してるのは……そうねぇ、この試験って裏で色々あるから、顔が割れると困る人もいるわけよ。で、まぁ、面めん倒どうだから全員隠してるわけ」


　裏でって……。


「あの、映像アルバムの撮影は……？」


　ぼくが質問すると、ステージ上にいた覆面の先せん輩ぱいは面倒そうにこちらへ顔を向ける。


「あぁ、噓うそ。っていうかこの流れで気づきなさいよ。あんた馬鹿？　閃学園に馬鹿はいらないんだけど？」


「うっ……」


　相変わらずここの先輩たちの毒は凄すごいな……。


「じゃあ大切な物を預かったところで、さっそく才能テストを始めるわよ」


　その言葉と同時に、ステージ上に身の丈ほどの電光掲けい示じ板ばんが運ばれてくる。


「この機械の中に全員の名前がインプットされてるわけよ。で、ランダムにペアが決まるんで、決まったら相手の才能に関かかわる内容の試験を大人しく受けなさい」


　電光掲示板に明かりがつくと、一いつ対ついのペア名が表示された。次いでそのペア名は別のペア名へとかわり、以降、電光掲示板には同じようにして次々とペア名が表示されてゆく。ペア名の切きり替かえ速度は次し第だいに上がってゆき、最後にはほとんど名前が確かく認にんできないほどのスピードになってしまった。どうやらこれが止まるとペアが決定するようだ。


「あ、ちなみに言い忘れてたけど、試験に落ちたら今日頂いた大切な物は破は壊かいするから」


「は……破壊!?」


　突とつ然ぜんの宣告に、ぼくは思わず驚おどろきの声を漏もらした。辺りからも一斉に抗こう議ぎの声が噴ふん出しゆつする。


「何様だよ！　顔まで隠しやがって！」


「やり方が汚きたないわ！　なんの権利があって人の大切な物を壊こわすのよ！」


「だいたい、自分の才能でテストされるならまだしも、なんで他人の才能でやるんだよ！」


　みんな、自分の大切な物を取り戻そうと試験委員会のもとへ必死に駆け出した。


　それを見て試験委員会の何人かがステージからおり、力任せに一年生たちを止めに入る。黒装束に身を包んでいても、その体格や動きから明らかに体育会系の人たちであるとわかった。


「そうか……才能と関係のある物を壊しちゃったら、才能磨みがきができなくなる生徒も出ちゃうから持ってこさせなかったんだ」


　ここは天才が集つどう学園だ。才能を磨くことこそ至上の目的である。その点に関しては気を遣って壊さないよう配はい慮りよできるのに、大切な物は平気で壊せるところが先輩たちも屈くつ折せつしていた。


「携帯のデータ、バックアップなんてしてないんだけど……」


　もしあの携帯を壊されたら、新しく携帯を買って実家にある昔の携帯のデータをうつすしかない。データに連れん絡らく先さきが入っていない友達もいるが、人づてに聞けばなんとかなるだろう。試験で取られた携帯に入っているメールや写真のデータは……まぁ、消えても構わない。


「ここの先輩がやる試験なんて、内容を聞く前から合格できる気がしないし……。いっそすっぱりあきらめてさっさと新しい携帯でも買おうかな」


　廻先輩や牡丹先輩もそうだが、ここの先輩たちは無む茶ちや苦く茶ちやなことを本気でやらせようとする。自分の身を大事に思うならあきらめも肝かん心じんだろう。


　ぼくが力なく首を振ふっていると、泣きじゃくる鳴唐さんが目に入った。


「吹音の思い出……取られちゃった。大切な大切な思い出……取られちゃった……」


　──そうか。彼女はあの思い出の音楽アルバムを持ってきていたのだ。


　……なぜだろう。そのときぼくは、試験委員会のやり方に心の底から腹が立ってきた。ぼくの携けい帯たい電でん話わなどお金を出せばまた買える物だが、鳴唐さんの音楽アルバムは違ちがう。替かえのきかない思い出の品なのだ。


「ちょっと今回は……やりすぎだよな」


　腹が立って当然だと思った。だが、今さら怒いかりを覚えるのはどこかおかしいとも思った。思い出の品と言うならほとんどの生徒がそういった物のはずだ。なにか、うまく説明できない感情がぼくの中で渦うず巻まいている気がした。そうでなければ泣きじゃくる鳴唐さんを見て今さらのように腹が立つはずがない。鳴唐さんと一いつ緒しよで、自分の取られた物が思い出のいっぱいつまった品だというならすぐにでも怒おこっただろう。鳴唐さんと一緒で──。


「って、桜の記念写真!!」


　気がつくとぼくは叫さけんでいた。大勢の生徒が上げる抗議の声の中でもぼくの声は響ひびいたらしく、鳴唐さんが驚いたように涙なみだを止めてこちらを見つめてくる。


「……どうしたの？　あなたの大切な物、桜だったの？」


「違うよ！　取られたのは携帯だけど、中に桜の記念写真のデータが入ってたんだ!!」


「……桜の記念写真？」


「オリエンテーションの決戦前に鳴唐さんと一緒に街へ行ったとき撮とった、あれだよ!!」


「あっ……吹音、ちゃんと覚えてるよ。確か吹音は寝ねぐせが──」


　そこまで言うと、鳴唐さんは再び涙ぐんでしまった。あの記念写真、彼女は寝ぐせがついたまま撮られるのが嫌いやだったらしく、半泣きしてしまった状態で写っていたのだ。おおかたそれを思い出したのだろう。


「あの……鳴唐さん。寝ぐせのことは思い出してまで泣くようなことじゃないと思うよ……。っていうか記念写真のデータ、あの携けい帯たいにしか入ってなかったんだよ」


「そういえば吹音……まだもらってない……」


「だって鳴唐さん、携帯の番号もアドレスも教えてくれなかったじゃないか！」


「そうだったの？」


「そうだったよ!!　っていうか聞いてたら教えてくれたの!?」


「えっ……？」


　鳴唐さんは頰ほおを赤く染め、困こん惑わくしたように顔を伏ふせてしまった。


　……しまった。勢いとはいえ、なんか今、凄くがっついた感じで聞いてしまった。客観的に考えると、女の子に飢うえている感じのかなり恥はずかしい姿だったかもしれない……。


　慌あわてて言訳しようとすると、試験委員会に抗議する大勢の生徒たちが目に入った。


「──そうだ！　ぼくも大切な物、取り返さなきゃ!!」


　ぼくは鳴唐さんに「ちょっと待っててね!!」と言ってその場を駆かけ出し、ステージ前で揉もめるみんなに割りこもうとする。しかしあまりに人の密度が高く前に進むことができなかった。なにか方法はないものかと周りを見ると、ステージの端はしに人ひと垣がきの隙すき間まを見つける。


　ぼくは全力疾しつ走そうでその隙間から一気にステージまで駆け上がると、取られた大切な物がどこに隠かくされているのか視線を巡めぐらせて探した。


「どこにも……ない!?」


「大人しく試験を受けろ!!」


　ステージ上にいた先せん輩ぱいがぼくを突つき飛ばして下に落とそうとした。必死に抵てい抗こうするとぼくの腕うでがなにかにぶつかり、そのなにかが倒たおれる音がする。


「……痛ったぁ」


　見ると、ペアを決めるための電光掲けい示じ板ばんが倒れていた。


「ちっ……。どこの馬ば鹿か一年よ。今さらわめいても遅おそいからね。あんたらの大切な物、とっくにこの場から運び出してるから」


　その言葉を聞いて、ステージ前で騒さわいでいた生徒たちが声を失っていた。天才ばかり集まる学園の中で試験委員になった先輩たちが仕組んだことなのだ。ぬかりはないだろう。みんながみんな、怨うらみがましい視線をステージへと向けている。


「ほっほっほっ。その意気で才能テストを合格してちょうだいな」


　女の試験委員は小気味よく笑うと、そばにいた試験委員会のメンバーと一緒に電光掲示板を立て、再びペアの選定を開始する。しばらく待っていると電光掲示板からファンファーレが流れ、ペアの名が高速で切り替わるのをやめた。どうやらペアが決まったらしい。まずは第一組目のペア名が数秒間表示され、次いで別のペア名に切り替わるとそれが数秒間表示され、以降も同じようにして次々とペアが発表されてゆく。ぼくは自分の名前が表示されるまで待ち──。


『芥川丈途＆鉄坊廻』


「な、なんでぼくが廻先輩とペアに!?　先輩って二年生──」


「ちょっと待ってくださいよ先輩!!」


　唐とう突とつに、ステージの袖そでからタンクトップを着た筋肉質な男の人が飛び出してきた。


「め……廻先輩!?　どうしてこんな所に!?」


「うるさい！　お前は黙だまってろ!!」


「……おい、廻ぅ。あんたこそうっさいわねぇ。あたいらちゃんと仕込んでやったでしょうが。結果が狂くるったのはそこの馬鹿一年が暴れて電光掲示板を倒したからよ。もう面めん倒どう臭くさいからこのまま才能テストを進めちゃうから。以上」


「先輩、でもこれじゃあ話が違ちが──」


「やっぱり普ふ段だんのおこないかしらねぇ～。イカサマを失敗するだなんておバカね♪」


　今度はステージの袖から、絵具で極ごく彩さい色しきに汚よごれきったエプロンを着た女の人が現れた。制服用のスカーフで束ねた長い髪かみを揺ゆらし、上じよう機き嫌げんに歩みを進めている。


　……牡丹先輩だ。どうしてこんな所に……っていうかイカサマって……。


　ふと電光掲示板へ目をやると『鳴唐吹音＆紅牡丹』の文字が光っていた。


「そういうことか……」


　廻先輩は多分、律と組めるように仕組んでいたのだ。それがぼくのせいで狂ったのだろう。


「丈途……貴様、よくも俺の邪じや魔まをしてくれたな！」


「違うんです！　大切な物を取られちゃって……取り戻もどそうとしただけなんです!!」


「才能テストに合格すりゃいいだけの話だろうが！　正々堂々戦え!!」


「先輩だってイカサマ──」


「[image: ]ぁん!?」


　廻先輩から鬼おにの形相で睨にらまれ、それ以上言葉を続けられなくなってしまった。


　……律と組めなかったからって、ぼくに当たらなくても……。


　さきほどから主に喋しやべっている女の試験委員が、腰こしに手を当てて面めん倒どうそうに辺りを見ていた。


「じゃあ一年ども、一時間待ちなさい。金とかコネとか才能とかつかいまくって色々手を回して、さっさと試験方法を決めちゃうから。ここからが試験委員会の本領発揮ってところよ」


　金とかコネとか才能とかって……。


　あっさり言われた内容の黒さに引いていると、いきなり廻先輩に胸むなぐらをつかまれる。


「テメェ、俺と組んだからには覚かく悟ごしておけよ!!」


　その後ぼくは廻先輩から胸ぐらをつかまれたまま延々と罵ば倒とうされ続け、一時間が経たつ頃ころにはグロッキー状態になっていた。


「──はいよ。根回し終しゆう了りようだから」


　試験委員会の女の人がため息まじりにつぶやく。それと同時に試験委員の中でも一番体格のいい人がステージからおり、ペアの名前を呼んで紙を配り始めた。しばらく待っているとぼくと廻先輩の名前も呼ばれたので紙を取りに行くと──。





『芥川丈途……ドラグレスクによる仕し掛かけ部屋の攻こう略りやく。


　鉄坊廻……　』





「……多分これ、試験内容ですよね。廻先輩のを書き忘れてるみたいですけど……」


「はぁ？　これは一年生の試験だろうが。俺、二年だし」


「じゃあなんでここにいるんですか!?」


「わかってんだろ？　テメェのせいで全部台無しになったけどなぁ」


　廻先輩は律と組めなかった怒いかりがぶり返したのか、タンクトップからのぞく腕の筋肉を隆りゆう起きさせ始めた。


「ご、ごめんなさいっっ!!」


　先輩はぼくの言葉を無視すると、こちらに背を向けて遠くを眺ながめる。


「ドラグレスクで試験とは、先輩方も粋いきなことをしてくださる。丈途、明日から色々と楽しみだなぁ？」


　低い声で笑う先輩からは、明らかに危険なオーラが漂ただよっていた。


　ド、ドラグレスクって一体……。


　試験委員会から配られた紙には仕掛け部屋へ行くための地図も描かかれていた。どうやら特別棟とうの一室に設けられているようだ。


「──あたし、こんなことできません！」


　体育館内がざわつく中、一ひと際きわ大きな声で抗こう議ぎする女の子がいた。人ひと混ごみの合間から声の元を眺めると、ステージ下につめよるポニーテールの子──霧む線せん蘭らんが見える。


「他校の演劇部のヒロインって……いや、それが問題じゃなくて『公演当日にヒロインが急きゆう遽きよ病欠になるので、代役として出演して公演を成功させる』って、どういう意味ですか!?」


　ヒロインが病欠に……なる？


「そのままの意味よ。がんばってちょうだいね」


「これじゃあヒロイン役の子がかわいそうじゃないですか！　あたしみたいに演劇なんてどうでもいい女にせっかくの役をとられて……」


「あぁ、そんなこと気にしてたの。そのヒロイン役の子とはすでに盟約を結んでいるわ。彼女は小さな小さな公演を捨てることで、より大きな舞ぶ台たいへと飛ひ躍やくするの。彼女にとってはむしろチャンスなのよ？」


　……黒い。この先せん輩ぱいたち……黒すぎる。金とかコネとか才能とか──つかい過ぎだろ!!


「ふははっ、さすが閃学園。やはり演劇界に大きなコネを持つ生徒がおったか！　入学したかいがあったわ!!」


　いきなり真横で声を張り上げられ、驚おどろいて目を向ける。そこには大きな瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせた男がおり、ウェーブがかった茶ちや髪ぱつを高笑いで揺ゆらしていた。


「な、成なる樹き……。一体どうしたの？」


　ぼくの真横で高笑いをしていたのは、一組の主しゆ屋や久く成樹だった。彼はぼくの声を聞くと爛々と輝かせた目を一いつ瞬しゆんにして伏ふせ、次の瞬間にはいかにも薄はつ幸こうそうな顔をしてこちらを見ていた。


「やぁ丈途さん。僕は蘭さんと組むことになってしまってね。プログラムを作って五百円で売れだなんて……今どきフリーソフトでもかなりの性能を持ってるのに、お金をとれるレベルとなるとかなりきついんだよね……」


　成樹は世の中に嫌いや気けがさしたかのような皮肉っぽい笑えみを浮うかべると「ははっ」と笑った。


　……相変わらず変り身が早いな。というか「入学したかいがあったわ!!」って……。そういえば前に、ぼくの作品が映像化されたときのために自分を猛もう烈れつアピールしてたな……。役者、本当にあきらめてないんだ……。


「そうだ、ぼく、鳴唐さんに謝らなきゃ……」


　ぼくは結局、彼女の音楽アルバムも自分の携けい帯たい電でん話わも取り戻せなかった。みんなの話を聞く限りではテストの難易度も等しく高めなので、試験に挑ちよう戦せんしても合格できるか微び妙みようだろう。


　ぼくは鳴唐さんのそばまで行ったが、どう声をかけるべきかわからず立ち止まってしまった。


「──吹音、ちゃんと試験に合格して、あのアルバムを返してもらう」


「……え？」


「あのアルバムのおかげだもん。あなたが吹音の気持に気づいてくれたのも、あなたがウィーン旅行のためにがんばってくれたのも、あのアルバムのおかげだもん」


　鳴唐さんは「そうでしょ？」と言いながらぼくを見つめてくる。その瞳にはまだ涙なみだの跡あとが残っていたものの、決意に満ちた強い意志が宿っていた。


「ぼくは自分の試験、合格できるかどうかちょっと不安なんだけど……」


「あなたなら大だい丈じよう夫ぶよ。吹音なんかより絶対に合格しちゃうもん」


「そんなとんでもなく信じられちゃっても……」


「あなた、あのウィーン旅行だってなんとかしちゃったじゃない。吹音もがんばらなきゃ」


　すでに才能テストに対して弱気になっていたぼくは、その言葉に曖あい昧まいな頷うなずきを返した。携帯電話は取り返したいが、このテストはさすがに──。


「大丈夫よっ♪　吹音ちゃんにはあたしが色々教えてア・ゲ・ル[image: ]」


　──ドンッ!!


　舌っ足らずな女の人の声とともにぼくは突つき飛ばされ、思いっきり転がってしまう。


「な、なにするんだよ!?」


　打ちつけた体の痛みに耐たえつつ顔を向けると、微笑ほほえみながらぼくを見おろす牡丹先輩がいた。


「……丈途ちゃん。今の乱暴な台詞せりふって、まさかあたしに向かって言ったの？」


　牡丹先輩は微笑みつつも、瞳の奥に冷たいものを宿してこちらを見み据すえていた。


「そ、そんなわけございません！　全然違ちがう人へ向けて言わせて頂きましてございます!!」


「そうよねぇ。だって丈途ちゃん、いまだに私の依い頼らいしたポルノを書いてきてくれないんだものねぇ。この期ごに及およんでまさか失礼な口なんてきくわけないものねぇ」


「はっ！　もちろんでございます!!」


「でも、今日はすっごく機き嫌げんがいいから許してあげるわ」


「……へ？」


「だってもう、そんな物なんていらなくなるものっ♪」


「それってどういう──」


「おい、丈途!!」


　ぼくを怒ど鳴なるようにして呼ぶ声。見ると、廻先輩がこちらを向いて仁に王おう立ちしていた。


「な、なんでしょうか!?」


「明日から覚かく悟ごしておけよ」


　怒鳴り声から一転、低い声で言われたその台詞は、ぼくに死の予感を与あたえるに充じゆう分ぶんだった。


　……運動って超ちよう苦手だけど、大丈夫かな……。というか、生きて学園を卒業できるかな……。


　試験内容が発表されて騒そう然ぜんとなっていた体育館だが、生徒たちは納なつ得とくいかないながらもこれ以上の抗こう議ぎは無む駄だと悟さとり、やがて帰り始める。ぼくも、抗議をあきらめて寮りように帰ることにした。


　部屋に戻もどると机に向かい、原げん稿こう用紙を取り出した。才能テストのための練習は明日からなのだ。今はまず、本業のスランプをどうにかしないとまずい。


　スランプに陥おちいった原因と思われる理由を、考えられる限り原稿用紙に書きつけてみた。





　①ＢＬポルノのせいでスランプに陥った。


　②実は百合ゆりポルノだけ書けない。


　③モチーフに難があったせいで書けなかった。


　④その他ほか、想像もつかない神がかった理由で書けなくなった。





　……④だったら、想像もつかないからどうしようもないな。面めん倒どうだが何パターンかポルノを書いて検証するしかなさそうだ。まずは──。












「まだ歌を続けたいんでしょ☆　だったら大人しくナース服を着なさい♪」


「でも先生、病気を治すのとナースをやるのとは違うと思うんですけど……」


「これも治療なのよぉ～。病気を治す側に回れば、色々と見えてくるものもあるのっ☆」


　目の前に座る女子高生はアイドルのようにかわいい顔を曇らせ、首から下げたハートのペンダントを不安そうに触っている。歌の天才らしく、のどの調子が悪いのを酷く気にしてあたしの診察を受けに来たのだが……あんまりかわいいからもてあそぶことに決めた。女医の立場をフルに使って、あたし色に染め上げよう。


「ほら、勇気を出しなさい。あたしだってあなたを治したいから言ってるのよぉ」


　あたしは彼女に抱きつくと、一気に服を脱がしにかかった。


「な、なにするんですか!?」


「ち・りょ・う☆」


　露になった彼女の肢体は本当にプロポーションがよく、ブラジャーとショーツは淡いブルーでそろえられていた。本当ならこのまますべてを脱がしたいが──。


「今日はナース服で愉しむって決めたものね[image: ]」


　あたしは近くの棚からナース服を持ってくると、あらがう女の子に強引に着せ、次いでわざと胸元を大きくはだけさせた。


「な、なにするんですか!?　それにナース服で愉しむって……どういうことですか!?」


「あら、そんなこと言ったかしらねぇ？　それにしても、あなたが着ると本当に白衣の天使って感じがしていいわぁ♪」


　あたしは彼女の形のいい胸に聴診器を当て、鼓動を聞いてみた。


「きゃっ……冷たいです……」


「あら、鼓動が異常に早いわよ？　すぐに治療しなきゃね☆」


「先生がこんなことするから……は、恥ずかしいんですっ！」


「そんな言訳はダメ♪　あたしはお医者さんだからわかるの。これは絶対に病気よぉ～」


　あたしは包帯で女の子の手足を縛り、暴れて治療の邪魔をしないようにした。


「あらあら、せっかくナースになったのに、これじゃあ患者さんにご奉仕できないわねぇ」


　あたしは女の子の大きくはだけた胸元から手を入れ、ブラジャーの上から胸を触る。


「ん……先生……や……やめて」


「治療ついでにいろんな医療器具で責めてあげるから、ちゃんと使い方を覚えなさいね☆」


「責めるって……」


　ごくり、と女の子が生唾を呑む音が聞こえた。あたしは彼女のきれいな足の合間から手を差し入れ、ショーツに手をかける。


「あなたのここ、集中的に治療してア・ゲ・ル[image: ]」


　あたしは微笑むと、呆然とこちらを見つめる彼女のショーツを脱がしにかかった。












　ぽたりぽたりと原げん稿こうを濡ぬらす紅あかい滴しずく……。


「紅の聖書レツド・バイブルじゃん！　ぼく、ノリノリで書けるじゃん!!」


　スランプかと思ってへこんでいたので、嬉うれしさでいつもより原稿を汚よごしてしまった。


「あ、まずい……。文字が読めなくなっちゃった……」


　とりあえずティッシュで鼻の穴をふさぐと、忘れないうちに紅の聖書レツド・バイブルを清書する。


「……しまった。これじゃ見た目が紅の聖書レツド・バイブルじゃないな……。編集者に普ふ通つうの原稿って思われたら嫌いやだし、もう一度汚しておこうかな？」


　鼻につめたティッシュを取ろうと手を伸のばしかけ、己おのれの行動の馬ば鹿かさ加減に気づいてやめた。


「それにしても……牡丹先輩をモチーフにした百合ポルノ、書けたな」


　ぼくがスランプじゃないことはわかったが、だとしたら鳴唐さんと牡丹先輩のポルノを書けなかった原因を突つきとめておく必要があった。


「次は鳴唐さんでなにか書いてみるか」


　ぼくは新しい原稿用紙を取り出すと、シャープペンシルを握にぎって集中する。


　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ん？


「あれっ……どう……書けば……いいんだ……？」


　ちょっと頭がパンクしそうになった。


「ＢＬポルノの後も原稿は書けたし、牡丹先輩をモチーフに女同士のポルノも書けたし──」


　まさか……鳴唐さんが問題？




２　鬼のスポコン！　五輪養成ギプス







　次の日の昼休み。学食に行くと律と謡江が一いつ緒しよにご飯を食べていた。ふたりは中学校が近く顔見知りだったらしいが、一緒に昼食をとるほど仲がいいわけではなかったはずだ。校内で堂々と男と女が昼ご飯……これはまさか──。


「律、いつから園声さんとつき合ってたの？　ぼくに黙だまってこっそり……水みず臭くさいなぁ」


「「違ちがう！」」


　律と謡江が同時に立ち上がり、ふたりしてぼくの言葉を否定する。


「そ、それはごめん……」


　思わず謝る中、律が珍めずらしく箸はしを使って食事していることに気づいた。お皿には白身魚のソテーが盛られている。普ふ段だんなら絶対にマイナイフやマイフォークを使いそうなものだが──。


「ふっ……こんな僕を笑うがいいさ」


　律は怒いかりをこらえるように低い声でつぶやく。


　──そうか。試験委員会にカトラリー食器セツトを取られたんだ。


　箸を使う律の手は屈くつ辱じよくに耐たえるかのように震ふるえていた。


「律くん、大だい丈じよう夫ぶよ。私がちゃんと歌を教えるから……ね？」


　心配そうに言う謡江を見て、ふたりが才能テストのペアだと気づいた。いかにもお似合いのふたりだったのでつき合っているのかと勘かん違ちがいしてしまった。


「律の試験内容ってなんなの？」


「麓ふもと街まちのカラオケ大会で優勝さ。それはまぁ、いいよ。やってやろうじゃないか。問題は……僕のグランマのカトラリーが副賞だってことだ！　どうして正賞が温泉旅行なんだ！　なんでグランマのカトラリーが温泉旅行より格下なんだ!!」


　──バキッ！


　律の握る箸が真っ二つに折れていた。話すうちに怒りが増し、手に力が入りすぎたらしい。


　律……そこまで……。


「安心して。私も全力でサポートするわ。最近ちょうど男性アーティストでお気に入りの曲があって、ちょっと激しいテンポなんだけど──」


「「アップテンポはやめてくれ！」」


　今度は律とぼくの声が重なった。謡江はぼくらの急な反応に驚おどろいていたが、律が慌あわてて「僕はバラードが得意だからさ」とフォローを入れる。


　謡江……アップテンポを歌うと自分が超ちよう越えつ的音おん痴ちになるって気づいてないんだな……。やたらかわいいせいでいまだに誰だれも言えないんだな……。


　ぼくが苦笑いしたままその場を離はなれようとすると、謡江が急に声を上げてきた。


「丈途くん、ごめん！　私、あの本を取られちゃったの……」


「あの本？」


　謡江に目をやると、彼女は瞳ひとみを潤うるませてなにかを訴うつたえるかのようにこちらを見つめている。


「丈途も知ってる本なのかい？　謡江が取られたのはレア物らしいけど」


　律の言葉で余計に話が見えなくなる。レア物と言われてもぼくにはまったく心当りがない。


「園声さん、そもそもどうしてぼくに謝って──」


「昨日見せた、あの本!!」


　謡江はなぜか遠回しな言い方ばかり続ける。必死になにかを伝えようとしていることだけはわかるのだが、伝えたいならストレートに言ってくれた方が助かるのだが……。


「ん？　昨日ぼくが見た本？」


　ぼくは昨日の出来事を思い返してみる。確か──廻先輩に「覚かく悟ごしておけよ」と言われたり、才能テストで大切な物を取られたり、才能テストの前に普ふ通つうのテストが全部終しゆう了りようしていたり、テストの休み時間中に謡江がぼくを物置に連れこんで──。


「って、あれか！　ぼくの──」


　そこまで言って、謡江から急に口をふさがれてしまった。


「丈途くんも好きな文学系の作品なのよ！　律くんの趣しゆ味みじゃないかも!!」


　謡江は瞳を潤ませたまま、全力で非難するかのようにぼくを見つめてくる。そしてこちらに向けてそっと「あのとき私、すっごく勇気を出したんだからね」とささやいてきた。


「ご、ごめん。ぼくの本のことは──」


「だからそれは言わないの！」


「あ、ごめん。やっぱりぼくの本なんて恥はずかしくて──」


「情熱的でいい本でしょ！　恥ずかしいのは、普段私があんなことをしないからなのっ!!」


「あんなこと？　それってああいう表紙の本を持ち歩かないってこと？　それともああいう表紙の本を見せるために物置に──」


「丈途くんっっ!!」


　……なんだか謡江から怒ど鳴なられまくってしまった……。


　ただ、ひとつ、それを気にすることすらできないほどにぼくの頭を占しめている驚きがある。


　……謡江が、ぼくのサイン本を大切な物に……？


「謡江は本当に小説が好きなんだね。丈途も好きなレア物なら──」


　それからの律や謡江の会話は、ほとんどぼくの耳に入ってこなかった。








　律たちとの昼食を終えると、ぼくは考えごとをしたくてひとりで校内の散歩をしていた。


「園声さん……どうしてぼくのサイン本なんかを大切な物に選んだんだろ……」


　作家としての芥川竹人のファンだからだろうか。それとも、まさか、ぼく自身のことを──。


「いや、まさかねぇ……」


　否定しつつもどこかで期待をふくらませている自分がいる。こんな気持、久しく忘れていた。


「しかし……わからない。恋れん愛あいに縁えんがなかったせいか、なにがどんな状じよう況きようなのか、そもそもぼくがなにをどうしたいのかすらよくわからない……」


　はっきりしていることは、自分の作品を大切にされて嬉うれしくないはずがないということだ。


「単純に、園声さんのことが気になっちゃってるんだよなぁ……」


　心ここにあらずといった感じで中庭まで来ると、流れてくるクラリネットの音に気づいた。──鳴唐さんだ。食べるスピードの遅おそい彼女が昼休みのこんな時間から練習しているなんておかしい。まさか、昼ご飯を抜ぬいてまで練習しているというのだろうか。


「そうか……才能テストのせいだ」


　才能テストのせいでクラリネットの練習時間が減るから、昼休みも練習しているのだ。


「体、大丈夫なのかな……」


　音の元を探さぐると、遠くの木こ陰かげに立つ鳴唐さんが見えた。彼女は集中すると倒たおれるまで練習してしまうことがある。不安だったが、人に言われて練習をやめはしないだろう。


「真面目まじめだよなぁ……」


　ぼくはぼくで才能テストがあったし小説も書かなければいけなかったりしたが、そんなことはすっかり頭の隅すみに追いやってつぶやいていた。


　才能テストがみんなに与あたえた動どう揺ようは大きく、今日は誰しもが落ち着かない。大切な物がかかっているせいもあるだろう。試験内容も期日もバラバラだったが、得意分野で全力を尽つくして戦えない口くち惜おしさだけはみんな同じように感じていた。


　午後の授業が終わり、ホームルームの時間になった。担任の与よ謝さ野の亜あ希き先生は教室に来るや否いなやみんなに活を入れる。


「ほらほら、みんなそんなに暗い顔をしないの。才能テストくらいで動じてたら、ここで三年間なんて過ごせないわよ」


　……才能テストくらいでって、先生も軽く言ってくれるよなぁ……。


　ぼくがうんざりした顔をしていると、亜希先生はこちらを向いて「丈途くんはこういうイベント好きだものね。当然やる気満々よね」と不自然なほどの素す敵てきな笑えみを見せてくる。


「……いえ、むしろやる気全然です」


「イベント好きな子がクラスにいると、色々盛り上げてくれて先生助かるわ～」


「……いえ、なんだったら才能テストのおかげでイベント大だい嫌きらいになりました」


「皆さんも丈途くんみたいに、本業そっちのけでイベントを楽しんでみるのもたまにはいいものですよ～」


「──って、まるでぼくが本業そっちのけでイベントを楽しんでるみたいに言わないでください!!」


　みんなから「余計なことしやがって」と言わんばかりの刺とげ々とげしい視線が集まってきた。


　……ぼくだって才能テスト、嫌いやでしょうがないのに……。


　どうもオリエンテーション大会以降、ぼくにイベント好きのイメージが定着していた。おかげで今日はみんなの刺々しい視線を受けつつホームルームを過ごすはめになってしまった……。


　放課後になると、ぼくは試験委員会から渡わたされた紙を見て仕し掛かけ部屋へと向かう。廻先輩とそこで落ち合い、試験内容を詳くわしく確かく認にんすることになっていた。


「──遅い！　腕うで立たて伏ふせ百回！」


　仕掛け部屋の前に着くなり、先に到とう着ちやくしていた廻先輩が青筋を立てて言い放つ。


「ちょっと待ってくださいよ！　ぼく、ホームルームが終わってすぐに来たんですけど!?」


「俺だってそうだ！　後こう輩はいのお前が先輩の俺より遅おくれてどうする！　お前は俺の何倍も練習しないとドラグレスクを体得できないんだぞ！　全力で走ってくるのが筋というものだ!!」


　うわぁ……まさに体育会系の論理……。


　頭の中には様々な抗こう議ぎが渦うず巻まいていたが、廻先輩にはなにを言っても通じないだろう。ぼくはあきらめて半泣きで腕立て伏せを始め、これから試験が終わるまでずっとこのノリにつき合わなければならない己おのれの不幸を嚙かみしめていた。


　やっと地じ獄ごくの腕立て伏せが終わると、ぼくはその場に倒れこんで廻先輩を見上げる。


「あの……ドラグレスクだなんてなにかの必ひつ殺さつ技わざみたいな名前の技、どうやるんですかね？」


「そうだなぁ。俺が仕掛け部屋を攻こう略りやくするわけにもいかないし……ちょっと待て」


　先輩はそう言って別の部屋へと入り、机を一台持ってくる。それをぼくに渡して机の脚あしをがっちり持たせると、助走するための距きよ離りをとった。


「跳ちよう躍やく板はないが、まぁいいだろう。歯ぁ食いしばって見ておけよ！」


　そう言うと駆かけ出し、前転して飛びつつ机に手をつくと、まさに天に駆け上がる龍りゆうがごとく唸うなるように高速三回転をおこなう。


「げっ……」


　ぼくの驚おどろきの声が終わるか否かのうち、先輩は着地前に体をひねり、こちらを向いて廊ろう下かに降り立った。


「まっ、こんなもんだな」


「できるわけないでしょうが！」


「確かに。三回宙返りだけならまだしも、最後に半ひねりが入っているのが心こころ憎にくい」


「むしろ宙返りからできないですから！」


「おいおい、気合入れてやってくれよ？　回転系の技だから当然、失敗して打ちどころが悪かったらお前……なぁ？　俺も寝ね覚ざめが悪くなるような事故はさすがに心が痛むし──」


　これ……やばいだろ……。っていうか失敗したらまさか……。


　ぼくは一いつ瞬しゆん、空そら恐おそろしい想像をしてしまい身み震ぶるいする。


「まぁそう深く考えるなって。人間、死ぬときは死ぬし」


　廻先輩はぼくの背中を叩たたいて豪ごう快かいに笑っていた。


「言わないでくださいよ！　今、微び妙みように考えちゃったけど必死に打ち消してたんですから!!」


　廻先輩はぼくの言葉を聞きもせず、さっさと仕掛け部屋の扉とびらを開けて中をのぞいていた。


「……意外と単純な造りだぜ。これ、楽勝だろ」


　先輩が拍ひよう子し抜ぬけしたように言うので、ぼくは期待に胸をふくらませつつ中をのぞく。


「確かに普ふ通つうの部屋ですね」


　薄うす暗ぐらい部屋の中でまず目についたのは、跳とび箱が上のマット部分だけになり縦長になったような脚あし付つきの台だ。高さはぼくの胸くらいまであり、足元には跳躍板が置いてあった。仕掛け部屋というから恐おそろしい所を想像していたが、あまりの普通さに心の中でガッツポーズを作る。


「……しかし変だな。なんでわざわざ旧型の跳ちよう馬ばを置いてるんだ」


「旧型の跳馬？」


「跳び箱が変化したみたいなあの台のことさ。今は少し形が違ちがうんだが……まぁいいか」


　先輩の今の言葉に、なにか引っかかるものがあった。念のためもう少しよく中を確認してみると、所々に監かん視しカメラが仕掛けてあることに気づく。ドラグレスクで仕掛け部屋を攻略するという試験内容だったので、監視でもしているのだろうか。さらによく中を確認すると、奥に台が見え、その上になにかが置かれているのがわかった。


「──あっ、ぼくの携けい帯たい電でん話わ！」


　思わず取りに走ろうとすると、後ろから思いっきり引っ張られてしまう。


「待て！　貼はり紙があるぞ!!」


　廻先輩の視線を追うと、入口のすぐ横に貼られた紙に目がとまった。


『試験期間はテスト開始日より一ヶ月間。その間にドラグレスクで携帯電話の向こう側にある着地ポイントまでたどり着けない場合、携帯電話は自動的に破は壊かいされます。尚なお、監視カメラにより室内での動きを自動検知しているため、ドラグレスク以外の方法で奥へ進むと……』


　貼り紙にはそれ以上のことが書かれていなかった。


「『奥へ進むと……』どうなるんだよ!?」


　ぼくの突つっこみが薄暗い仕掛け部屋に虚むなしく反はん響きようする。


　……恐こわい。ここの先輩たちのすることだから、想像もつかないだけに恐い……。


「ぼくひとりの試験にここまでするなんて……やりすぎですよ」


「コネと才能は先輩たちのものだが、金は水墨校長がいくらでも出してくれるからなぁ」


「……なんか、あまり聞こえの良い言い方じゃないですね」


「閃学園だからな。才能のために出し惜おしみはしないんだよ」


　でもこの試験、自分の才能と全然関係ないんですけど……。


　ぼくは内心の突っこみを押し隠かくし、仕し掛かけ部屋を去ろうとする。


「ちょっと待て。なに逃にげてんだよ」


「え？　だってぼく、ドラグレスクってまだできませんし、挑ちよう戦せんのしようがないですから」


「はぁ？　小こ賢ざかしいこと言ってんじゃねぇぞテメェ。ごちゃごちゃ言わずにやれ」


「……へっ？」


「や・れ！」


　──だから、できませんから!!


　喉のど元もとまで言葉が出かけたが、なんとか呑のみこんだ。言ったらまた理り不ふ尽じんに怒おこられるだろう。


　でも……無理だろ？


　仕掛け部屋の前に立ち、生なま唾つばを呑んだ。


　下手へたに真面目まじめに飛んで頭を打つような失敗をするより、はじめからほどほどの失敗を狙ねらって生きのびようと思った。跳び箱を飛ぶように手をついてまたげば挑戦したようには見えるだろう。とはいえ跳馬は高さがあるので気合を入れて助走しないとまたぐのも難しそうだ。


　ぼくはため息をつくと、部屋の入口から一いつ旦たん距きよ離りをとり、跳馬へ向かって全力疾しつ走そうを始める。


　スピードがのって今まさに踏ふみ切ろうとした瞬しゆん間かん、ぼくはほんの少しだけ足を踏み外はずしてしまった。それが命取りとなる。ジャンプがうまくいかず、勢いそのまま跳馬に激げき突とつしてしまう。


「ごぉふぐぅぅぅ!!」


「おぉ、レントゲンか」


　跳馬の下に倒たおれ伏ふしたぼくは、先せん輩ぱいの言葉の意味もわからずうずくまっていた。跳馬にしたたか胸をぶつけた痛みでまともに呼吸すらできない。


　そのとき、部屋の上の方で物音がする。不思議に思い痛む体をおして顔を向けると、いつの間にか天てん井じようから機き関かん銃じゆうのような物が何丁も現れていた。そして一いつ拍ぱくの間をおき、ぼくに向かって一いつ斉せい射しや撃げきを始める。


「うおぉぉぉ!!」


　痛みも忘れるほど慌あわてて部屋を転がり出ると、銃の連射がピタリと止まった。辺りには大量のプラスチック弾だんが転がっており、ぼくの体中にはアザができている。


「……げふっ……ちゃんと……ふぐぅ……跳馬したのに……」


「ドラグレスクじゃなかったからだろ」


「そんな……うぐっ……技わざを失敗しただけで……」


「普通に喋しやべれよ。って、そうか。レントゲンをやった後じゃ無理か」


　ぼくが息もたえだえに言葉の意味を視線で問うと、廻先輩は仕方なさそうに口を開いた。


「旧型の跳馬だとたまにあるんだよ。ド下手が跳馬すると、跳ちよう躍やく板を踏み外してダッシュの勢いそのままに胸から跳馬にぶつかるんだ。レントゲン写真を撮とるときと同じような恰かつ好こうでぶつかるからそう呼ばれてんのさ。馬ば鹿かにして言ってんだよ。お前みたいな下手くそのことをな」


「いや……ふぐっ……っていうかぼく、跳ちよう馬ばなんて知らないですから……」


「跳馬なんて──だと？」


　廻先輩は額に青筋を立て、タンクトップからのぞく腕うでの筋肉を隆りゆう起きさせ始めた。


「貴様。俺がどれだけの血と汗あせを注いで跳馬をやってるか、知ってて言ってんだろうな？」


「ちょっ、跳馬なんて高度で硬こう派はな競技……うぐぅ……ぼくみたいなひ弱な男が知るところでは……ふぐっ……ないんですぅ！」


「ほう、高度で硬派か。ふん。たまにはいいことを言うじゃないか。体操競技の他ほかの種目には技の組合せがあるが、跳馬にはない。ただひとつの技をおこない、それに対してのみ得点が出るという超ちよう絶ぜつ硬派な競技。言うなれば漢おとこの競技だ!!」


「そ……ふぐっ……そうなんですか。女子には……ぐふっ……跳馬ってないんですね」


「ある！　だが、漢おとこの競技だ!!」


「は、はぁ……」


「しかしお前、レントゲンで試験に落ちるなんて運動音おん痴ちもいいところだな。相応のトレーニングを用意する必要がありそうだぜ」


　廻先輩はそう言いつつ、指の骨をバキバキと鳴らして微笑ほほえんでいた。








　……ぼくは今、なぜか体育館裏にいる。廻先輩と仕掛け部屋に行った後、ここで待っているように言われたのだ。待合せは構わないのだが、よりによってこういう場所を選ぶところが廻先輩らしい。というか、先輩から体育館裏に呼び出されたというシチュエーションのせいか、さきほどから危険な香かおりがしてしょうがない。きっと、ぼくの気のせいだとは思うのだが……。


「よっ、待たせたな。体育倉庫をひっくり返してたもんでな」


　先輩の手には大きなバネの束が握にぎられていた。


「そのバネはなんですか？」


「これはなぁ──」


　先輩は含ふくみのある笑えみを浮うかべると、一挙にバネを広げてみせる。ただの束かと思っていたが各所にベルトがつけられており、どこかに固定できるようになっていた。そのバネの形状は、まるで人の形に合わせて作られているように見えなくもない。


「……すみません。そのバネについて、ちょっと説明して頂いてもよろしいでしょうか？」


「これはなぁ……五輪養成ギプスだ！」


「五輪養成ギプス？」


「このギプスと寝しん食しよくをともにし、このギプスをつけてトレーニングを積み、このギプスを空気抵てい抗こうと同じ程度にしか感じなくなったとき、お前は金メダルを手にするという優すぐれ物だ！」


「メダルは目指してないですから!!」


「まっ、お前ごときでは夢のまた夢だろうがな。このギプスのもうひとつの利点はな、つけているだけでトレーニングになるということだ。これがなにを意味するかわかるか？」


「四六時中ずっと地じ獄ごくを見られるということでしょうか？」


「四六時中ずっとお前を放置していても自動的にトレーニングさせられるということだ」


　……それ、さぼりじゃん!!


　先輩は嬉うれしそうにギプスのベルトをいじり始めると、ぼくを手招きして呼んだ。


　……このまま背を向けて全力疾しつ走そうするって選せん択たく肢し、ないよなぁ……。


　どう考えても即そつ行こうで追いつかれそうだった。というか速そつ攻こうで猛もう烈れつにしごかれそうだった。


　ぼくは断頭台にのぼるような気持で足を進め、されるがままに五輪養成ギプスをつけられる。一ヵ所、また一ヵ所とベルトをつけられ、強きよう烈れつなバネの力で次し第だいに体が曲がってゆく……。


「先輩！　これ、ちょっとバネがきつすぎませんか!?　このまま全部のベルトをつけられたら、色々な関節が色々とあり得ない方向に曲がったまま身動きできなくなりそうなんですけど!!」


「そうだな」


「そうだなって……え!?」


「死ぬなよ」


「はぁ!?」


「ドラグレスクを失敗して打ちどころ悪く死ぬか、五輪養成ギプスとともに金メダルの夢を見て死ぬか……。分かれ目が一いつ瞬しゆんじゃないだけギプスの方が人道的だよなぁ？」


「どっちにしても死ぬんじゃないですか！」


「ギプスならお前が根こん性じよう見せれば死ぬことはない」


「根性でどうにかなる問題ですか！」


「なる!!　火事場の馬ば鹿か力ぢからというやつがあるだろ。あれは極限状態で人間の真の力が解放され発現されるものだ。お前は五輪養成ギプスにより、その力を自在に操あやつる能力を手にすることができるんだ!!」


　先せん輩ぱいは力強く握った拳こぶしを掲かかげた後、ぼそりとこぼす。


「……多分」


「そんな曖あい昧まいな理由でぼくを殺さないでください！」


「おっ。そうこう言ってる間に──」


　先輩は最後のベルトをぼくにつける。その瞬間、体中の関節という関節があと一歩で全部折れるんじゃないかと思えるほどすべてがあり得ない方向へと曲がりまくった。


「うごぉぐげぇぇ!!」


「変な声出すなよ」


「これ、少しでも力を抜ぬいたらいきなり全治一年くらいの複雑骨折をしそうなんですけど!!」


「それですめばいいけどな」


「えぇ!?」


　先輩はさっと立ち上がると、爽さわやかに笑って手をあげる。


「俺はこれから最新の科学トレーニングで健全に五輪を目指すから。じゃあな」


「ぼくもそっちにしてください！」


「はぁ？　お前なんぞにそんな予算でねぇよ。テメェの実力考えてものを言え。お前は旧世代の遺物で充じゆう分ぶんだ」


　……だから、その体育会系論理はやめてください！　普ふ通つうに考えたら、初心者のぼくにこそ最新のトレーニングをさせてちゃんと試験をクリアさせるべきでしょ!!


「あ、丈途。ちなみに小説だが、どうやったらさっさと上達できるんだ？」


「え？　なんでそんなこと聞くんですか？」


「一応、才能テストで作家のお前とペアになったからな」


「それってまさか……小説を書くってことですか？　でも先輩、試験ないでしょ??」


「試験はないが、やる」


「へ？」


「参加した以上、やる」


「は、はぁ……。それなら模写なんていいかもしれませんね」


「模写か。スポーツ初心者が一流選手のフォームをまねるようなもんだな」


「多分そんな感じだと思います」


「で、オススメの作家は誰だれだ？」


「そうですね……」


　小説の話をしていてふと思い出した。才能テストのことで頭がいっぱいだったが、廻先輩に頼たのまれていたＢＬポルノを制服のポケットに入れたまま渡わたし忘れていた。


「すみません。頼まれていた例の原げん稿こう、忘れる前に渡しちゃっていいですかね。ぼくのポケットに入ってるんですけど、あの、動けないんで取って頂けると嬉しいんですが……」


「ほう……。それはご苦労だったな。よし、それを模写して練習するか」


　廻先輩は上じよう機き嫌げんにぼくのポケットをあさると、ＢＬポルノを取ってこちらに背を向けた。


「俺にドラグレスクを教えて欲しければ、まずはギプスをつけたまま前方かかえ込み宙返りをできるようになれ」


　先輩は言うが早いか駆かけ出すと、軽かろやかにジャンプしてその場で一回宙返りを決める。


「ま、この程度ならガキでもできるがな」


　先輩はこちらに背を向けたままつまらなそうに言い、さっさと体育館の中に入ってしまった。


　……先輩。ぼくにとってその技わざは、ギプスがなくても死を覚かく悟ごするレベルなんですよ……？








「……ま、まさか飲まず食わずで一晩過ごすなんて……」


　ぼくは昨日の放課後に廻先輩から五輪養成ギプスをつけられた後、ずっと体育館裏に転がったまま夜を明かしてしまった。寝ねずに体に力を入れ続けていたせいだろうか。もう自分が力りきんでいるのかこれが普通の状態なのかすらわからなくなっていた。


「し……死ぬ……」


　体育館からは生徒たちの元気な声が流れていた。授業でなにかの対たい抗こう戦をやっているらしい。


「もう……そんな時間なのか」


　この学園、敷しき地ちのセキュリティーがしっかりしているため、学園の入口で入園の記録を残している以上は敷地内のどこにいようと行方ゆくえ不明の扱あつかいにはならない。


「……守衛さん、またぼくを巡じゆん回かいで見つけてくれなかったな」


　ちょっとだけ、今の状じよう況きようをすべて守衛さんのせいにして怨うらんでしまった。


「鳴唐さ～ん。大だい丈じよう夫ぶ～？」


　体育館の中から女子の声がしたのと同時に、バレーのボールがぼくの前を転がっていった。


「な、鳴唐さんって……!?」


　思わず顔を上げると、こちらを不思議そうに眺ながめている鳴唐さんと目が合った。
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「今日は学校休んでどうしたの？」


　彼女はワインレッドの体操服を着て、体育館の扉とびらの前に立っている。


「な、鳴唐さん！　よかった……。ぼく、このまま死ぬのかと──」


「みんなが言ってたよ？　締しめ切きりに追われてどこかへ消えちゃったって」


　……消えちゃったって、ぼくが逃にげたこと前提で話が進んでるし……。いや、そんなことはいいんだ。今はこの状況をどうにかしないと──。


「死にそうなんだ。助けて……」


「ごめん。よく聞こえないんだけど……」


「た・す・け・て……」


「タ……チェット休止記号？　休んでるってこと??」


「タ、タチェ??」


「鳴唐さ～ん。ボール見つかった～？」


　体育館の中から再び女子の声が聞こえる。


「あ、試合中だから、またね」


　鳴唐さんは慌あわてて言うと、ぼくの前を通り過ぎてボールを取り、体育館に戻もどってしまった。


「タ……タチェケテって言ったのに……」


　なんだかもう、ろれつが回らなくなってしまった。ぼくは授業に負けて死ぬらしい……。


　なぜだろう。ぼくの頰ほおを、一筋の涙なみだが流れていた。








　またねと言って去った鳴唐さんは当然のように現れず、ぼくはずっと放置されていた。


　いつの間にか夜になってしまい、体育館裏で二晩目を過ごすはめになる。いまだに飲まず食わず眠ねむらずで限界に近いくらいしんどかった。だが一番限界に近いのは──。


「ト、トイレ……。こんな所でお漏もらししたら……学校中の笑い者に……」


　もう色々と限界で、段々と体中の関節が悲鳴を上げ始めていた。


「やばい……このままだと全治一年に……全治一年に……」


　留年したらみんなと一いつ緒しよに卒業できなくなってしまう。ふとそんなことを考え、楽しかった学園生活の思い出が次々と頭をよぎり──。


「いや、どっちかって言うと、天才的変人奇き人じんに痛い目を見せられた記き憶おくの方が多いな」


　ちょっとだけ、今の状況をすべてこの学園のせいにして怨んでしまった。しかも、あながち間ま違ちがいではなかった。


「丈途くん！　どうしたの!?」


　女の子の声が闇やみの中で響ひびく。しかし瀕ひん死しのぼくは顔を向けることすら叶かなわず、もうろうとした意識の中、呻うめくように言葉を発する。


「ギプスだけは外さないで。ギプスだけは外さないで。きっと殺され……」


　そこで、意識が途と絶だえてしまった。








　綺き麗れいな朝焼けがまぶたごしにぼくの瞳ひとみを照らす。いつもだったら布ふ団とんにくるまって陽ひの光から隠かくれるのに、今日はなぜか手足を動かせなかった。どうしてだろう。寝ね返がえりすら打てず、延々と陽にさらされ続けている……。


「なんか、やけに空気が新しん鮮せんだな」


　不思議に思って目を開けると、視界に青い空が飛びこんできた。


「空だって!?　あっ……そっか。ぼく、あのまま気を失って……」


　そこまで言って、慌てて自分の手足を見た。寝て力を抜ぬいていたのだとしたら、知らない間に全治一年の複雑骨折をして──。


「……ん？　棒？」


　なぜかぼくの手足に一本ずつ木の棒がくくりつけられていた。その棒は地面に突つき刺さされ、ぼくを見事に大地へと磔はりつけている。おかげで身動きできないが、複雑骨折もしなかったらしい。


　辺りを見回すと、ぼくのそばで土にまみれて寝ねている女の子が目に入った。


「……丈途くん？」


　ぼくのひとりごとで目が覚めたのか、女の子が起き上がった。制服のワンピースドレスも、首から下げたハートのペンダントも、かわいらしい顔も、すべてが土にまみれて汚よごれている。


「園声さん……どうしてこんな……」


　よく見ると彼女の手の皮はすりむけ、血が滲にじんでいた。


「その手、一体どうしたの!?」


　謡江はこちらをじっと見つめたまま、答えない。まるであえて黙だまっているかのようだった。


　──そうか！　この棒、謡江が地面に刺してくれたんだ!!


　ギプスを外せばすむ話なのに、彼女はぼくが外さないでくれと呻いたのを聞いていて、わざわざ磔にして骨折しないようにしてくれたのだ。女の子の力でこの強きよう烈れつなバネを地面に固定するのは大変だったのだろう。その証しよう拠こに彼女の手は見るも痛々しく傷ついていた。


「丈途くん、なんで……なんでこんなことしてるの!?　死んじゃうじゃない!!」


　謡江は怒おこりながら、瞳の端はしに涙を滲ませていた。


「……ごめん。園声さんも才能テストで大変なのに、こんな……」


「そうじゃないでしょ!?」


　謡江は涙を滲ませたままさらに怒おこった。その姿を見て、ぼくは心から自分のことを心配してくれる人を久しぶりに見た気持になる。正直……ちょっと感動してしまった。


　しばらくすると、体育館へ朝練に来た生徒たちが外で倒たおれているぼくたちを見つけた。みんなでぼくらを保健室まで運んでくれることになり、ぼくは四人がかりで四し肢しを固定されたまま担かつがれる。人から肩かたを貸してもらって歩いていた謡江は、情けない姿で運ばれるぼくを見て少し笑っていた。


　ぼくと謡江はしばらく保健室で休むよう言われ、別々のベッドに横たわる。もちろんぼくは手足をベッドの四よ隅すみに固定されて寝ていた。謡江はカーテン一枚隔へだてた隣となりのベッドに寝ているため様子がわからない。疲つかれて寝ているだろうと黙っていると、遠えん慮りよがちな声が聞こえてきた。


「……丈途くん、もう寝ちゃった？」


「まだ起きてるよ」


「登校時間はまだなのに、もう学校に来ちゃったね」


「お互たがい今日は授業にならないかも……。ぼくの試験に巻きこんじゃって、本当にごめん」


「いいのよ。あのとき私、すぐにでも助けを呼びたかったけど、丈途くんがギプスで骨折しかけてたから……焦あせっちゃった。ギプスを固定し終えた頃ころには私も疲れきってて、一緒にあんな所で寝ちゃったの」


「園声さんがあんな所で寝られる子だなんて思わなかったよ」


「私だって思ってなかったわよ。本当に疲れたら場所なんて関係ないのね」


　カーテン越ごしに、謡江がクスリと笑う声が聞こえた。ぼくもつられて笑うと、なんだかこんな変な状じよう況きようにいる自分たちがおかしくなって、互いに笑いが止まらなくなる。


「丈途くん、思ったより元気なのね。よかったわ」


「そんなことないさ。もう限界だよ。ここの先せん輩ぱいたち、ほんと無む茶ちや苦茶するからさ」


「そうね。私もずっと驚おどろいてばかりよ。でも丈途くん凄すごいじゃない。あのオリエンテーション大会だって率そつ先せんしてクラスをまとめて、優勝までしちゃって……」


　他ほかのクラスの人にとっても、あの大会でのぼくは印象的だったらしい。


　大会の話をされ、ぼくはふと鳴唐さんのことを思い出した。あの大会以来、彼女は少しずつクラスに馴な染じんできている。いまだにひとりで行動することも多いが、クラスメートたちはそれを温かく見守っていた。あの大会が、あの決戦が、彼女の周りをそう変えてくれたのだ。


「ずいぶん駆かけ回った大会だけど、おかげで今はみんなちゃんとクラスメートって感じだよ」


「なんだか変な言い方ね。でもわかるわ。三組ってずっとバラバラで、先輩たちに挑ちよう戦せん的だったものね。見てて冷や冷やしたもの」


　……やっぱり、他のクラスから見てもそういう感じだったのか。でも、今は違ちがう。今はみんながお互いのことを受け入れている。今は……あの鳴唐さんのことを理解して支えてくれる人もいっぱいいる。ぼくがひとりで鳴唐さんのことをみんなに伝えていたあの頃とは違うのだ。


　不意に、謡江が温かく包むように歌を歌い始めた。





　──ねんねんころりよ　おころりよ。


　──坊ぼうやはよい子だ　ねんねしな。





「……子こ守もり唄うた？」


「そう。丈途くん、疲れてるんでしょ？　早く寝て元気にならなきゃ」


「でも今さら『坊や』って歌われても……」


「いいじゃない。あんなに大変な思いをしたんだもの。今日くらい、坊やに戻もどってぐっすりおやすみなさい」


「なんだかお母さんみたいだよ、園声さん」


「……謡江って呼んでいいのよ」


　突とつ然ぜんの言葉に、ぼくは思わず息を呑のんで黙りこんでしまった。


　い、いきなり呼び捨てで名前を呼んでいいって言われても……。ど、どうしたらいいんだ!?


　謡江はぼくの反応を察したのか、慌あわてたように「律くんだってそう呼んでるし、なんていうか、丈途くんともっと砕くだけて話したいっていうか……」と言いつのる。


「う……う……謡江？」


「……はい」


　ぼ、ぼくも呼び捨てで呼んでいいって言った方がいいのかな??　な、なんか言い出すタイミングがわからないんだが……。っていうかもしかしてすでに言いそびれてる!?


　悩なやんでいる間に、謡江は再び子守唄を歌い始めてしまった。





　──ねんねんころりよ　おころりよ。


　──坊やはよい子だ　ねんねしな。


　──坊やのお守りは　どこへ行った。


　──あの山こえて　里へ行った。





　遠い昔、お母さんから聞かされた記き憶おくのある懐なつかしい歌。歌の才能で閃学園に入った謡江が歌うと格別だ。本当に段々と眠ねむくなってきた。


「──私の才能テストは数学の模試なの。一いつ緒しよにがんばろうね」


　眠りに落ちようとする中で響ひびいてきた謡江のその言葉は、才能テストのせいで弱気になっていたぼくの心を、ふっと軽くしてくれた。




３　紅の聖書レツドバイブルでドキドキ告白







　ギィ……ズチャッ。


　ギギィ……ズチャッ。


　ギギギィ──────。


「ふ、ふくらはぎが……ふくらはぎが……つる!!」


　慣れない運動の代だい償しようか、不意に訪おとずれた痛みにもだえてその場に倒たおれこむ。朝の通学路だが人ひと影かげはなく、ぼくはひとりで道に転がっていた。


「早めに寮りようを出といてよかったな。このペースじゃ遅ち刻こくギリギリかもしれないし……」


　普ふ通つうに歩けば五分少々で着く距きよ離りだが、今日は普ふ段だんより一時間も早く寮を出ていた。


　ぼくは一度死にかけたおかげか、担かつぎこまれた保健室で目を覚ましたとき、少しだけ五輪養成ギプスに耐たい性せいがついていた。廻先輩の言う火事場の馬ば鹿か力ぢからとは違うだろうが、ぼくの体が変わり始めていることは確かなのかもしれない。


「とりあえず、全治一年だなんて冗じよう談だんみたいな複雑骨折をしなくてよかった……」


　なんとか起き上がると、亀かめよりも遅おそい歩みで通学路をひた進む。


　三十分も経たつ頃ころには登校する生徒が辺りに現れ始めた。みんなぼくを追い越こしてどんどん先へ行き、校舎に入ってゆく。完全にぼくを無視しているところがさすが閃学園の生徒だ。


「──丈途、ずっと捜さがしてたんだぞ!!　丈途は携けい帯たいを取られてるから連れん絡らくも取れないし……」


　体を下手へたに動かすとバネの力に負けそうだったので、首だけ後ろに向けて声の主を見た。


「律か……。なんだか凄すごく久しぶりに会った気がするよ」


「それは僕の台詞せりふだ。一体なにをやってたのさ。それに、その恰かつ好こうはどうしたんだい？」


「廻先輩の特訓なんだ。ずっと校内にいたんだけど、特訓が厳しすぎて死にかけてたよ」


「困ってるなら言ってくれればよかったのに……」


「いや、言うもなにも、一歩も動けなかったしさ」


「僕、丈途を捜して仕し掛かけ部屋にも行ったんだ。廻先輩がやけに親切に案内してくれてね」


　──って、廻先輩!?　よく考えたら体操選手なんだから、毎日体育館に来てたはずですよね!?　ぼく、あなたが練習していた体育館の裏で死にかけてたんですけど!!　しかもその間に律を仕掛け部屋に案内して……。先輩、ぼくがいる場所、絶対に気づいてましたよね!?


　沸ふつ々ふつとわき上がる怒いかりで震ふるえ、ギプスがきしんだ。


「──計算してみたんだけど、あの部屋、丈途の力で攻こう略りやくするにはかなり綺き麗れいに技わざをきめないと厳しいよ」


「え？」


「今の丈途の筋力じゃ、まずドラグレスクはできない。その五輪養成ギプスでたとえ技ができるようになったとしても、それがそのままあの部屋の攻略に繫つながるわけじゃない。指定された着地ポイントにたどり着くには、やっぱり技の綺麗さが重要になってくるんだ。テスト期間内に増強できる筋力なんて限られてるからね」


「というか、そもそもドラグレスクができるかどうかが怪あやしいんだけど……」


　律は苦く笑しようすると、ギプスのせいで歩みの遅いぼくを見守るように立ち止まっていた。












「ほら、逆立ちじゃなくて倒立をしなさい。そんなんじゃ体操選手になれないぞ」


　先輩は言いながら、逆立ちを続ける僕の足をつついて遊んでいた。


「やめてくださいよ！　倒れちゃうじゃないですか!!」


「倒立ならこの程度じゃ倒れないわ。ちゃんと肩を入れてやらないから不安定なのよ」


　先輩は笑うと、また僕の足をつついて遊ぶ。そんな嫌がらせに耐えながら必死に逆立ちを続ける中、ふと、先輩のレオタードが腿の付け根に食いこんでいるのが目に入った。逆立ちをしているせいで、僕の位置からはその食いこみが綺麗に見えてしまう……。


「ほぉら、早く倒れちゃえばいいのにぃ」


　意地悪く僕をつつく先輩。その動きに合わせてレオタードの食いこみが浮き上がっては消えることを繰り返している。


「……そんなにレオタードの食いこみ、気になる？」


　薄く笑うような声。


　──ば、ばれてた！


　僕は慌てて言訳しようとすると、先輩はこちらの足をぎゅっとつかんできた。


「不公平よね？　あなたばかり人の恥ずかしいところを見て」


　先輩は僕の股間にそっと手を這わせてくる。


「ちょっ……やめてくださいよ！」


「どうして？　股間なら簡単に倒立できちゃったりしてね」


　先輩はそう言い、僕が逆立ちで動けないのをいいことに股間に這わせた手をすり動かす。


「あははっ、面白ぉ～い。もう立ち上がってきてるわ。敏感なのねぇ、あなた」


　とてもじゃないけど確認する気になれない……なれないが、僕の股間は今、無様にも先輩の手にもてあそばれて感じてしまっている……。


「股間はもう倒立できちゃったわねぇ。その調子で腕の方もちゃんと倒立しなさい」


　先輩はそう言って僕の股間を指で弾くと、こちらの両足首を手で軽く引っ張り上げた。


「な、なにするんですか!?」


「あなたねぇ、体が曲がってるからただの逆立ちになっちゃうのよ。肩に真っ直ぐ体をのせるようにしなさい。それが肩を入れるってことなの」


　先輩に言われた通り肩を入れてみると、さっきまで不安定だった体がどっしり地についている感じになる。


「ほら、できたでしょ？　こうやって動かしても大丈夫」


　先輩はそう言い、再び僕の股間に手を這わせてきた。しかも今度はさっきより、強めだ。


「先輩……それは……」


「私のこと、本気にさせてみて？」


　その言葉に驚いて先輩へ目を向けると、レオタードの食いこみが濡れ始めているのに気づく。


「ほぉら、早くしないと私が本気になる前にイっちゃうぞ～」


　先輩の指が絡みつくような動きに変わった。──ぞくり、と快感が押し寄せてくる。


「私を本気にさせる前にイったら、そのまま私のオモチャになってもらおうかしらね。女の子ひとりまともに口説けないような男、それで充分でしょ？」


　先輩の指はあらがいようのないほど僕を責め、なんの口説き文句も浮かばぬまでにすべてを快楽で満たしつつあった。












　ギプスのおかげで文字を書くのもしんどい。バネの力でどうしても腕が震ふるえてしまうので、目の前の原げん稿こう用紙にはミミズがのたくったような字がつづられていた。


「これ……編集者が読めるかな」


　しかし読んでもらうしかない。自由科目の時間はまだ残っていたが、ぼくは早々に席を立つとトイレに向かった。ギプスのせいで休み時間中にトイレをすませることができないからだ。


「これでもギリギリの時間だろうな……」


　トイレひとつでここまで苦労するとは、我ながら凄すさまじく悲ひ愴そう感が漂ただよっている。だが、こんなものは序の口だった。なんとかトイレに着いた後、さらなる試練がぼくを待っていたのだ。


「と……飛び散るぅぅぅ！」


　用を足そうとチャックを開けて立っていたが、バネの力で体が震えて静止できない。ひとりで騒さわぎまくったあげくなんとか用を足し終えると、今度は教室を目指して廊ろう下かをひた進む。


　二組の前にさしかかったあたりで休み時間になった。なんとなく首を巡めぐらせると、教室の中からこちらを心配そうに見つめている謡江と目が合う。彼女は周りの女の子から色々と喋しやべりかけられており、ぼくを見ては友達と話すことを繰り返していて落ち着かない。


「ぼくはそこまで情けなくないぜ」


　謡江を安心させるため、ちょっと恰かつ好こうつけた笑えみを浮かべてみた。そのとき、彼女の手に巻かれた包帯に気づく。ぼくを助けるためにつけてしまった、痛々しい傷……。


「ごめん……試験、絶対に受かるから」


　ぼくが今無事でいるのも謡江のおかげだと考えると、本当に頭の下がる思いだ。これ以上謡江に心配をかけないよう、ぼくは精せい一いつ杯ぱい急いで二組の前を通り過ぎた。


　謡江のことに気を取られて、ぼくはちょっと慌てていたのだろうか。三組の扉とびら近くに来たとき、廊下を歩く女子の制服に指先を引っかけてしまった。普ふ通つうならお互たがいにそのまま無視してすれ違ちがえる程度の摩ま擦さつ。だがギリギリのところで五輪養成ギプスのバネを制していたぼくにとっては致ち命めい的てきな激げき突とつで、その場に転てん倒とうしてしまう。


「きゃぁぁ─────！」


　倒たおれるときにぼくの手が女子のワンピースドレスの裾すそをめくってしまい、淡あわいピンクのパンティーがみんなに丸見えになってしまった。


「な、なにするの!!　へ、変態!!　誰だれか早く警察を呼んで!!」


　女の子はヒステリックに叫さけび、ぼくを何度も踏ふみつけながら周りに助けを求めている。


「違うんだ！　このギプスを見てくれよ!!　バネの力にやられて──」


　事情を説明していると、今度はこちらを連続的なフラッシュが包んだ。反射的に顔を向けるとそこには背の高いジーパン姿の女がおり、カメラを構えて嬉うれしそうにぼくを激写している。


「ははっ。お前がそのおかしなバネをつけてきたときから待っていたぞ！　狙ねらってやってるんだよな？　体の自由を奪うばわれた状態で女から足あし蹴げにされたかったんだよな!?」


「んなワケあるか!!」


　写真を撮とっているのは名めい機き来らい夏かだった。


　ぼくを踏みつけていた女の子は来夏の言葉を聞くと途と端たんに動きを止め、うじ虫でも見るような目つきで「死んじゃえばいいのに」と言い、逃にげるように廊下を駆かけて行った。


　なんで……なんでこんな目にあわなきゃいけないんだ……。








　昼休みになると、自分がどうやって昼食をとるか考えていなかったことに気づく。学食まで歩くなんて自殺行こう為いだろう。寮りようを出るときに売店でなにかを買えばよかったのだが、もう遅おそい。隣となりに座る律もそれに気づいたらしく、ぼくに声をかけようとした。そのとき──。


「丈途くん、お弁当を持ってきたの。そのギプスじゃ色々大変でしょ？」


　教室の入口に、ふたり分の弁当箱を持った謡江が立っていた。まだ昼休みになったばかりなので教室に残っていた生徒も多く、みんな謡江を見て驚きの声を上げる。


　謡江はそんなみんなの反応に顔を赤らめてしまい、その場に固まってしまった。


「謡江、お弁当って一体どういう──」


　聞き終える前に謡江は勢いよく走り出し、空いていたぼくの前の席に座り、手をもつれさせながらもお弁当を広げ始める。


「私っ、こういうの初めてだから、そのっ……」


　ぼくはしどろもどろになりながら話す謡江を見つつ、今なにが自分に起こっているのか理解できないで呆ぼう然ぜんとしていた。


「どうして謡江が……」


　近くにいた律が、声を漏もらす。彼は驚おどろきの表情を見せたままその先を言えないでいた。そういえば律が昔、謡江に憧あこがれを抱いだいていたことを思い出す。


「律、話を聞いてくれ！　実は謡江はぼくが体育館裏で死にそうになってたところを──」


　律は涙なみだを滲にじませると、こちらに背を向けて言葉をかぶせてきた。


「グランマのカトラリーだったり丈途だったり……悪いことって続くんだな」


　それだけ言うと、教室を駆け出てしまった。


「律！　ちょっと待って!!」


　叫んだところでもう遅い。ぼくは律の出ていった扉を呆然と眺ながめていた。すると、謡江も同じようにその扉を眺めていることに気づく。


「……謡江、律のことはいいの？」


「律くんとはいいお友達よ。でも私、丈途くんのことは、その……力になりたいから」


　謡江は机の上に視線を戻もどすと、再びお弁当を広げ始めた。


「今日のお弁当はね──」


　恋こいの修しゆ羅ら場ばにあまり縁えんのない人生を送ってきたせいか、今ここでどう振ふる舞まったらいいのかまったくわからない。ぼくは謡江の言葉を聞きながらも、頭の中が真っ白になっていた。


　そわそわと目を泳がせていると、鳴唐さんがこちらをじっと眺めていることに気づく。


「あっ、鳴唐さん……」


　続く言葉もないまま、ぼくは修羅場の後の雰ふん囲い気きをごまかすように彼女の名前を呼んでいた。


「締しめ切きり間に合ったの？　体育館裏に消えてたけど……」


　……いや、だから締切りから逃げてたわけじゃないし。死にかけてたし。


　相変わらずの反応に苦笑いしていると、謡江が驚いたように立ち上がる。


「あなた、まさか丈途くんが体育館裏にいたの、知ってたの!?」


「うん。みんな消えてるって言ってたけど、まだ学園にいて──」


「どうして助けなかったの!?　丈途くん、ギプスのせいで危ないところだったんだからね!!」


　鳴唐さんは謡江の大声に戸と惑まどいながら、慌あわててぼくのギプスに目をやっていた。そしてようやくあのときの状じよう況きようを理解したらしく、顔を蒼そう白はくにすると「ごめん……」と一言だけ漏らして立ちすくむ。


「もういいんだよ、鳴唐さん。なんとかなったし、あの一件でギプスに耐たい性せいがついて──」


「よくないでしょ!!」


　今度はぼくが謡江に注意されてしまった。


　……そりゃ、普ふ通つうに考えたら謡江の言う通りなんだけど……。この学園の生徒の大半がそういう感覚を持ち合わせていないというか、特に鳴唐さんにそれを求めるのはちょっと……。


「ごめんなさい……吹音、吹音……」


　鳴唐さんはこれ以上この場にいることが耐たえられなかったのか、教室を駆け出てしまった。


「鳴唐さん！」


　彼女を追おうとすると、謡江の声が聞こえる。


「丈途くん……お弁当、食べよう？」


　謡江の方を向くと、その手に巻かれた包帯が目に入った。しかし彼女は傷のことなど気にもしていないように柔やわらかな笑えみを浮うかべ、ぼくに箸はしを渡わたしてくる。机の上にはすでにお弁当が広げられていて、中に唐から揚あげや卵焼きが入っているのが見えた。


　……怪け我がしてる手で料理するの、きっと大変だったろうな……。謡江、そこまでしてぼくにお弁当を作ってくれたんだよな……。


　ぼくは扉とびらへ向いていた体を謡江の方へ向け直すと、席に座った。ギプスで手を震ふるわせながらも箸を持ち、お弁当を食べ始める。謡江のお弁当は手作りらしくちょっと形が崩くずれていたが、とてもおいしかった。ぼくは謡江とお弁当をつつきながら談笑し、昼休みを過ごす。


　──そして五時限目。授業が始まると同時に教室の空気は一変していた。教室──というか、律と鳴唐さんの周りだけ空気が異常に重かった。


　律も鳴唐さんも明らかに昼休み中ずっと泣いていたようで、目が赤い。赤すぎる……。しかしどうにかフォローしようにもふたりともかたくなにこちらから視線を外していた。


「どうしたっていうんだ……」


　才能テストのせいでぼくの周りが狂くるい始めている。いつもとはなにかが違ちがっていた。なにか、とてつもなく違う方向へ物事が進み始めていた。


　教室の空気とギプスのバネが精神と肉体を同時にさいなみ、ぼくを追いつめてゆく。


　授業などまったく聞いていなかったところへ、不意に左ひだり隣どなりから薄うすピンクの封ふう筒とうが回ってきた。


「な、なんだ？　このやけにかわいげな封筒……」


　左隣には蘭が座っている。目をやると、黙だまって睨にらまれてしまった。


　……喋しやべるなってことか？　どういうことだ??


　次の休み時間、ぼくの机の周りに誰だれもいないことを確かく認にんすると、素す早ばやく封筒を開けた。


『今日の放課後、屋上で待ってます』


　えぇ!!　これ、まさか、蘭からのラブ……。


「いやいやいやいや、それはない！　あの蘭がそもそも男にだなんて……絶対ない!!」


　思わず声を上げて全力で否定していた。ぼくは慌てて周囲を確認すると、みんなこちらに無関心であることを見て取り、再び手紙へと視線を戻す。


　……この手紙、一体どういうつもりなのだろう。


　六時限目になると教室に漂ただよう無言のプレッシャーはさらに増していた。右みぎ隣どなりにはいまだまぶたを赤くはらしたままの律。窓まど際ぎわの席にも同じくまぶたを赤くはらしたままの鳴唐さん。そして……左隣には薄ピンクの封筒を回してきた蘭。


「……絶対になにかがおかしい。絶対になにかが間ま違ちがってる……」


　もう、色々と限界でぶっ倒たおれてしまいそうだった。いっそ本当に気でも失ってしまいたかったが、気を失うならその前にどこかへバネを固定しないと寝ねている間に複雑骨折してしまう。


「気を失う自由すら奪うばわれるとはね……。己おのれの才能で戦えないって、苦しいもんだな……」


　そうだ。もしこのテストがポルノグラフィーに関かかわるものだったらこんなに苦しい思いはせずにすんだのだ。よりによって苦手な運動系のテストだから人一倍苦労しているのだ。大切な物さえ奪われていなければ今いま頃ごろはこんなテストなんて無視して遊んでいたのに……。


「大切な物……か」


　ぼくは鳴唐さんに目をやった。


　鳴唐さんとの記念写真、確かにぼくにとっては大切な物だ。大切な……クラスメートとの思い出だ。だからぼくは、才能テストをがんばっているのだろう。








「なんだよ！　自分で呼び出したんだから、ちゃんと来いよ蘭！」


　ぼくは疲ひ労ろうで息を荒あらげつつ叫さけんでいた。ギプスのおかげで屋上まで来るのにだいぶ苦労したのだ。放課後になってもうずいぶん経たっていた。それなのにぼくを呼び出した張本人はまだ来ていない……。これはあれか？　告白だと期待させて呼び出して、誰もいないことに戸と惑まどうぼくを隠かくれて眺ながめて楽しんでるってやつか？


「──って、期待なんてしてないし！」


　思わず自分の想像に自分で突つっこんでしまった。


「た～け～ちゃん」


　遠くからハスキーボイスな女の子の声が聞こえる。誰か友達でも見つけたのだろうか。ぼくは相変わらず待ちぼうけだが、どうでもいいことだと思った。


「もう、丈たけちゃんったら。さっきから呼んでるでしょ？」


　ハスキーボイスな女の子の声が、間近で聞こえた。ぼくは五輪養成ギプスと蘭の遅ち刻こくで苛いら立だっているというのに、よりによってどうしてぼくの近くで落ち合うのだろう。他ほかにいくらでも場所はあるはずなのに……。


　ため息まじりに辺りを見回すと、ウェーブがかった茶ちや髪ぱつの女の子が目に入る。制服を普通に着こなした品のよさそうな子だった。さらに辺りを見回して待合せの相手をさがしてみたが、不思議なことに屋上には茶髪の女の子とぼくしかいない。


「……え？　まさか丈ちゃんって……ぼく!?」


「もちろんですわ。私のお手紙を読んで来てくださったんでしょ？」


「えぇ!?　あの手紙、蘭からじゃなかったの!?」


「蘭お姉さまに頼たのんで、丈ちゃんに渡わたして頂いたんですの。直接伝えたいことがあって……」


　こ、これ……もしかして本物の告白なんじゃ……。


　思わず生なま唾つばを呑のみこんでしまった。


　茶髪の女の子がぼくに近づくにつれ、胸の高鳴りも大きくなってゆく。


　──告白されたら、どう返事したらいいんだっけ!?


　女の子は上品な笑えみでぼくを見つめつつ、さらにこちらへ近づいてくる。


　──初デート、どこへ行ったらいいんだっけ!?


　女の子は小ぶりだが形のよい胸を揺ゆらせ、さらにさらにこちらへ近づいてくる。


　──っていうか初キス、どんなタイミングですればいいんだっけ!?


「いやいや……謡江をおいてそんなこと──」


　って、謡江とはまだそんな関係ではないのだが……いや、そういう問題ではなくて、やはりなにかがおかしい。そもそもぼくがアイドル級にかわいい謡江と最近仲がいいこと自体おかしいのに、それに加えていきなり告白だなんてかなり絶対におかしい。だいたい「蘭お姉さま」って、蘭自身が一年生で一番下の学年なのに、言ってることがまずおかしい。……いや、百合ゆりの蘭ならかわいがっている女の子からそう呼ばれていたとしても不思議ではないかもしれないのだが……。
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「カリスマ性あるんだな、蘭」


　やっぱり弾だん丸がんタッチが──いや駄だ目めだそれは想像してはいけないことだ色々と危険だ下手へたしたらクラスの女子の何人かは直視できなくなりそうだ……。


　ぼくは思いきり首を振ふると、改めて目の前の女の子を見た。


　ウェーブがかった茶髪に整った顔立ち、かわいらしい大きな瞳……。


「丈ちゃん。私のために、ポルノの才能をつかって？」


　くりっとした大きな瞳を輝かがやかせ、目の前の女の子が微笑ほほえむ。それを見た瞬しゆん間かん、ぼくは両鼻から鮮せん血けつを噴ふき出して気絶してしまった。


　これもまた……紅の聖書レツド・バイブル??








　蘭は屋上のベンチに座り、悠ゆう々ゆうと足を組んでいた。夕ゆう陽ひに染まる学園を眺め、物思いにふけっている。


「放課後に来いってぼくを呼び出しといて、二時間遅おくれとは優ゆう雅がなもんだね」


「あんたどうせ歩くの遅おそいでしょ。っていうか呼び出したのあたしじゃないし」


　五輪養成ギプスによる疲つかれと突とつ然ぜんの紅の聖書レツド・バイブルによるダメージで、ぼくは蘭の隣となりのベンチに寝ね転ころがっていた。


　蘭と一いつ緒しよのベンチに座っていた茶髪の女の子が、ふと立ち上がってこちらに来る。


「自己紹しよう介かいが遅れました。私、成なる子こと申します」


「人数が少ない学校なのに、ぼく、きみのこと初めて見たよ」


　その言葉を聞いて成子は意味ありげに微笑んだ。蘭は鼻を鳴らし、面めん倒どうそうに口を開く。


「あんた、何度も成子と話したことあるでしょ。一組の主屋久よ」


「……主屋久？　それって名字？」


　成子は頷うなずくと、ベンチに寝ねそべるぼくの耳元に口を寄せる。


「──私のこと、子役時代からずっと見ててくれたでしょ？」


　その言葉を聞いた瞬間、全身を悪お寒かんが激走した。


「まさか……。な、な、な……成樹か!?」


　ぼくは目を見開き、成子と名のる人物をまじまじと眺めた。ウェーブがかった茶髪、整った顔立ち、大きい瞳ひとみ……。よく見たらどう考えても成樹だった。化け粧しようをしてはいるが、元がわからないほどの厚あつ化げ粧しようではない。形のよい胸は……おそらくパッドなのだろう。役者はレベルが高いと演じる役によって別人のように見える者がいるが、成樹がまさにそうだったのだ。


「ぼくの純情、返せー！」


「あら、丈ちゃん。もしかして私に気があったの？」


「ないわ！　百パーセントあり得ないわ!!」


「でも私を見て鼻血を出したわ」


「違ちがうっ！　誤解しないでくれ！　あれは偶ぐう然ぜんあのときあのタイミングで──」


「丈途、あんた本当にとんでもない奴やつねぇ」


　蘭がぼくのことを見下げ果てたように言い放つ。言訳も許さない断定口調だった。


　……凄すごく、もの凄く傷ついた。ついさっきまで成子のことを本物の女の子だと思いこんでいただけに、決定的なほどに傷ついた。


「とりあえず成子が用件だけ伝えたと思うけど、どうなの？　あんたの才能、貸す気ある？」


「いや、貸すもなにも、全然やることが見えてこないんだけど……」


「蘭お姉さま、ごめんなさい。丈ちゃんがいきなり鼻血を出して倒たおれちゃったから、全部言えてないんですの」


「……ほんとド変態よねぇ。あんたみたいに非常識な奴、さっさと脱寮リタイアしちゃえばいいのに」


「蘭お姉さま、あの計画が終わるまでは駄目ですわ」


「どうしてこんな奴に頼たよらなきゃいけないのよ。成子、人選ミスなんじゃないの？」


「巷ちまたでカリスマと言われる丈ちゃんじゃなきゃ、あの人は絶対に満足致いたしませんわ」


「カリスマっていってもポルノでしょ」


「だからいいんじゃありませんか。まさに適任ですわ」


　蘭は仕方なさそうにため息をつくと、後は成子に任せたと言わんばかりに遠くへ目をやった。


　……というか成子、今の発言からするに、あの計画とやらが終わったらぼくなんて脱寮リタイアしちゃってもいいわけか？


「あのさ、そもそもなんで成樹が女装してんの？」


　ぼくの素そ朴ぼくな疑問に、成子の瞳から唐とう突とつに涙なみだが溢あふれかける。成子は慌あわててそれを拭ぬぐい止めると、声を絞しぼり出すようにしてつぶやいた。


「だって蘭お姉さま、男に対してあまりに厳しくて……」


　成樹、お前も大変なんだな……。ちょっとだけ、同情してしまった。


「もういいわ。時間がないからあたしが説明する。丈途、吹音ちゃんを助けるためにあたしのチームに入りなさい」


「鳴唐さんを助ける？　蘭のチーム？」


「あの牡丹って先せん輩ぱい、才能テスト中に吹音ちゃんを手込めにする気よ。だからあたしは立ち上がったの。アルプスの野に咲さくユリ科コルキクムアルピヌムのように可か憐れんで純潔で、あの薄うす紅べにの花弁のようにかわいらしくいじらしく、かつ内に情熱を秘ひめた吹音ちゃんを守るため──」


　蘭の前置きは加速度的に熱を帯び、延々と続く。時間がないと言っていたわりに悠ゆう長ちようなものだ。しかも「コルキクム～」だなんて花、知るわけないし。しかもなぜかユリ科の花だし。


「──かくしてあたしの愛が生んだ超ちよう法規的にして攻性の組織、吹音ちゃんを防衛する一年生の会……略してＦ・Ｂ・Ｉが誕生したのよ!!」


「はぁ？　ＦＢＩぃ？」


「あんたは速すみやかに組織に所属し、吹音ちゃんを守るため牡丹先輩を口説き落とすためのシナリオ作成にあたるのよ！」


「勝手に決めないでくれよ！　それに今、才能テストで忙いそがしいし!!」


「……あら、ずいぶんと薄はく情じようになったものねぇ。オリエンテーション大会のときはあんなに吹音ちゃんのためにがんばったくせに……やっぱり他ほかに女ができるとそんなものなのかしらねぇ。聞いたところによると、最近ずいぶん謡江ちゃんと仲がいいみたいだものねぇぇぇ??」


　蘭は底意地の悪い笑えみを浮うかべると、ぼくの表情を確かめるように見み据すえてくる。


「べつに……謡江とはまだそういう関係ってわけじゃ……」


「まだぁ？　へぇ……まだねぇ。それっていつかはってことよねぇ。ふぅん。丈途も言うようになったわねぇ。でもまだなら、手伝えるわよね？　あたし、オリエンテーション大会のとき、あんたのわがままにすっごく貢こう献けんした気がするんだけどなぁ。クラスのためにウィーン旅行を手にしたいだなんて噓うそまでつかれてさぁ」


「べつに、噓ってわけじゃ……」


「はぁ？　よく聞こえないわねぇ。で、結局ＦＢＩに参加してくれるってことでいいんでしょ？　当然そうよね？　だってオリエンテーション大会のとき、吹音ちゃんのためにクラスを巻きこんでまで色々やったの、あんただもんね？　で、あたしも当然巻きこまれてたんだけど覚えてるわよね？　人として借りは当然返すべきものだと思うんだけどそうよね？」


　蘭は目で笑いつつ露ろ骨こつにこちらへ耳を向けてくる。


　鳴唐さんは大切なクラスメートだし、守るのは構わないと思った。だが、どこか気持がのりきれない自分を感じる。


　やっぱり……謡江のことが頭から離はなれない。












「朝ご飯、できたわよ」


　彼女はアイドルのようにかわいい顔をこちらへ向け、微笑んでいる。エプロンの上からトレードマークのハートのペンダントを揺らして台所で手を洗っていた。


「歌の収録、まだ行かなくていいの？」


「あなたの面倒を見てからよ。ずっと家で小説書いてて……食生活が不健康なんだもん」


「ごめん……」


　ぼくは言いながら台所に立つ彼女の後ろに回り、その形のいい胸に手を這わせていた。


「きゃっ……ちょっ……ん……駄目……」


「ぼくの面倒を見る時間はあるんだろ？」


「朝ご飯を食べさせる時間だけよ」


　それを聞き、ぼくはあえて彼女の服を脱がしにかかった──ただし、エプロンだけは残して。


　清純派アイドルのような容姿で、高校時代は学園のアイドルにもなっていた彼女……。それが今、ぼくの前でエプロン一枚残して裸になっている……。


「ちょっと、これじゃ収録に遅れちゃうわ」


「朝ご飯を食べさせる時間はあるんだろ？　ぼく、きみを食べたいんだ」


　すねたように言うと、彼女は仕方なさそうに笑ってこちらの首に手を回してきた。


「学生時代、自分の小説は妄想だってさんざん私に噓ついて……結局小説に書いてるようなこと私にしてるじゃない」


「あのときは妄想だったんだ。きみが現実にしたんだよ」


「馬鹿……」


　ぼくらは互いに唇を寄せ、熱い抱擁を続ける。次いでぼくは彼女の背に腕を回すと、エプロンで隠しきれない地肌を触り、少しずつ手を下の方へと這わせていった。


「……私、あなたと一緒じゃなきゃずっと清純だったのよ？　わかってる？」


　彼女はそう言って、ぼくをさらに求めるように熱いキスをしてくる。












　夜の闇やみ間まで輝かがやく女子寮りようの明かりを眺ながめながら、ぼくたちは中庭の端はしに腰こしをおろしていた。


「そういえばふたりはなにを取られたの？」


「私はファンレターを一通で、蘭お姉さまはオモチャの指輪──」


「成子！　余計なことは言わないの!!」


「あ……ごめんなさい」


　蘭は気を取り直すように咳せき払ばらいをすると、こちらを向いて話を始める。


「ＦＢＩの活動を始めるにあたって、まずは情報の共有をしましょう。あたしが調べたところによると、吹音ちゃんは音楽アルバムを取られて小学生の絵画コンクールで優勝しなければいけなくなったの。牡丹先輩はなにも取られていないしなんの試験もないけど、わざわざ吹音ちゃんからクラリネットを習ってウキウキ中よ。才能テストをやってる間に吹音ちゃんを手込めにするため、着々と吹音ちゃんとの距きよ離りを縮めてるわ」


「なんでテスト期間中に手込めにするつもりってわかったの？」


「そうに決まってるじゃない！　乙おと女めの勘かんすら必要ないわ！　だいたいあの女、昨日なんて吹音ちゃんの部屋に遊びに行ったのよ！　あたしですらまだ招待されたことないのに!!」


　蘭はヒステリックに叫さけび「許さないわ、絶対許さないわ」と言いながら近くの木を何度も蹴けりつけていた。蘭の言い分にはかなりの飛ひ躍やくがある気がするが、百合ゆりの気持は百合がわかるといったところなのだろうか。


「吹音ちゃんはあたしが大切に大切に育ててゆくの！　誰だれにも汚けがさせないの!!」


「蘭お姉さま、わかりましたから！　わかりましたから落ち着いてください!!」


　蘭は成子にすがられて木を蹴りつけるのをやめると、肩かたで息いきをしながらこちらを向く。そして、まったく笑ってない目でぼくに微笑みかけてきた。


「……丈途。あんたもＦＢＩなら、吹音ちゃんのために死ねるわよね？」


　優やさしく発せられた言葉は、そのニュアンスとは裏腹にぼくの背筋を凍こおりつかせた。


　……もしかしたら、かなりまずいことに首を突つっこんでしまったんじゃ……。


「明日は土曜で休日よ。今夜から日曜の夜までの間に牡丹先輩が吹音ちゃんになにか仕し掛かける可能性は高いわ。そこでまず、吹音ちゃんの部屋にこっそり監かん視しカメラをつけようと思うの」


　なるほど。監視カメラなら完かん璧ぺきに見守れる。牡丹先輩が鳴唐さんの部屋に入ったあとも監視カメラがあれば問題なく──。


「って駄目だよ！　鳴唐さんのプライベートが丸見えじゃないか！　それにこっそり監視カメラをつけるって……鳴唐さんに悪すぎるだろ!!」


「安心なさい。取りつけるのはあんただし、カメラの映像はあたししか観みないから」


「蘭に映像を観せるのが一番危険なんだよ！　しかも勝手にぼくが汚よごれ役になってるし!!」


　成子も蘭の話を聞いて驚おどろいていた。監視カメラのことは聞かされていなかったのだろう。


「あんな綺き麗れいな音を出す吹音さんにそんなこと……」


　成子はつぶやきながら戸と惑まどっていた。しかし次の瞬しゆん間かんには毅き然ぜんと蘭の方を向き、口を開く。


「わ、私も納なつ得とくしかねます！」


「なによ……。成子、まさかあたしを裏切る気？」


「それとこれとは別問題です！　私たちはＦＢＩですわ。吹音さんを裏切るようなことはできません！」


「そうだよ！　監視カメラだなんて、鳴唐さんがかわいそうじゃないか！」


「……なによ、なんなのよ。一体なんだっていうのよ……」


　ふたりから同時に責められ、蘭はその場でたじろぐ。ぼくと成子はそんな蘭をじっと見み据すえ続けていた。すると視線に圧おされたのか、蘭はやがてあきらめたようにうなだれる。


「……わかったわよ。やめればいいんでしょ、やめれば。学園内の監視カメラとかデータベース上の記録とか、既き存そんのシステムだけでなんとかやりくりするわよ」


「それでこそ私たち妹が慕したう蘭お姉さまですわ！」


　蘭は成子のフォローを受け、まんざらでもないように表情を崩くずしていた。


　……それにしても、今、妹が複数形で表現されていたような……。いや、まさか……。


「よし、ＦＢＩの始動よ！　この学園のシステムに侵しん入にゆうして牡丹先輩と吹音ちゃんを監視するわ！　成子、まずはあんたの部屋のパソコンをあたしに貸しなさい!!」


　勢いづいた蘭の言葉に、なぜか成子が黙だまりこんだ。不思議に思っていると、成子は言いづらそうに口を開く。


「あの……ごめんなさい。私の部屋って、あちらの寮にあるんですけど……」


　成子が指したのは近くにある女子寮ではなく、ここから離はなれた場所にある男子寮……。


　忘れてた！　成子の部屋って、男子寮だ!!


　蘭もぼくと同じことを考えたらしく、ふたりしてばつが悪そうに視線をさまよわせてしまう。


　……なんか、扱あつかいに困るな……。


「──変な集団がいると思ったら、ずいぶんと珍めずらしい組合せだな」


　闇の合間から女の声が聞こえた。足音とともに段々と姿が見えてくると、首から下げた一眼レフのカメラが目にとまる。来夏だった。


「さっきまで鬼おに隠がくれ潜ひそむとかいう隠かくれん坊ぼうの天才に絡からまれててまいったよ。勝手に組まれた才能テストの相手なんぞ私の知ったことじゃないからな」


「来夏、才能テストをさぼる気なの？」


　ぼくの問いに来夏は当り前のように笑った。


「時間の無む駄だだろ。隠れん坊を教えてくれと言って私が鬼になったまま、放置してきたよ」


「え……じゃあ今、隠れん坊の最中なの？」


「建前ではな」


　かわいそうに……。こんな夜にひとりで隠れん坊とは……。


「それにしてもこれはなんの集団だ？　才能テストならペアだろ」


「鳴唐さんが牡丹先輩に襲おそわれそうでさ……みんなで協力して守ろうってことになったんだ」


「どうやって守るんだ？」


「ぼくが牡丹先輩を口説き落とすためのシナリオを作って……どうするんだっけ？」


　蘭の方を見ると「それを成子が演じて恋こいさせて、吹音ちゃんから引き離すの」と説明される。


　なるほど、演技の天才たる成子がシナリオを演じるなら完璧だ。


「──というわけで成子が牡丹先輩を口説くんだってさ」


「成子って……あいつ成樹だろ」


「そうだよ」


「男のくせに女装して女を口説くのか？」


「言われてみればそうなるね」


　それを聞いた途と端たんに来夏は震ふるえだし、カメラで成子を激写し始めた。


「なんて倒とう錯さくしてるんだ！　この私に是ぜ非ひその一部始終を撮とらせろ！　いつからだ!?　いつから口説き始めるんだ!?」


　来夏は喋しやべりながらシャッターを切りまくっている。もう止めようのない感じだった。


「──ねぇ来夏。成子を好きなだけ撮らせてあげてもいいけど、かわりにあたしのお願いを聞いてくれない？」


　蘭は微笑ほほえみながらさりげなく成子の前に立ち、来夏の撮さつ影えいを邪じや魔ました。邪魔された来夏は露ろ骨こつに苛いらついた顔をすると、刺とげのある声で蘭に言葉を放つ。


「なぜ成子を撮るのに他人の許可がいるんだ？」


「なぜって、成子はあたしの妹だからよ」


「妹って、お前……」


　来夏は蘭の自信満々な一言に戸惑い、曖あい昧まいな表情で成子へ目をやる。だが視線の先で頷うなずく成子を見ると一転、急に笑い出してしまった。


「ははっ、参ったよ。そういうことなら仕方ないな。で、条件はなんだ？」


「来夏の部屋をしばらく貸してもらって、あたしたちの秘密基地にしたいの」


「ずいぶんと面めん倒どうな条件を出してくれるな。期間はどれくらいだ？」


「吹音ちゃんの才能テストが終わるまでよ」


　来夏はしばらく考えていたが「ちゃんと私を寝ねかせろよ」とだけ言い、女子寮りようへ向かって歩き出してしまった。


　ぼくたちは互たがいに視線を交かわして頷き合うと、来夏の後について歩みを進める。


　それにしても蘭の妹制度って、女子の間じゃ有名なのか……？








　ギィ……ギシ。


　ギギィ……ギシ。


　ギギギィ────。


「う、腕うでが……腕が……つる!!」


　痛みでロープから手が離れようとしたとき、来夏が窓から身をのりだしてぼくの手をつかむ。


「このシチュエーション、普ふ通つうは逆だよなぁ？」


　彼女の皮肉も今は切り返す余よ裕ゆうがない。すぐに成子と蘭が加勢してくれ、ぼくは三人がかりで引き上げられた。


「どうしてぼくだけ窓からこの部屋に来るんだよ！」


「お前は男だからな。寮の入口を通って私の部屋に来れるはずがないだろ」


「だって成子は普通に寮の入口からここまで来ただろ！」


「お前……自分の顔をよく見ろ。それにその方法は以前失敗しただろ」


　その台詞せりふを聞いてぼくは言葉をつまらせる。来夏はそれを見て悪意に満ちた笑えみを浮うかべると「懐なつかしいんじゃないのか？　私の部屋に侵しん入にゆうするのは」と窓を指した。


「丈途……あんた来夏になにをしたのよ」


　蘭が恐おそろしく引きぎみな声でつぶやく。


「違ちがうから！　ぼく、変なことなんてしてないから！」


「男にいきなりあんな襲われ方をされて、私は深く傷ついたよ。鳴唐風ふうに言えば食べられちゃったというやつだな。証しよう拠この写真だってちゃんとあるんだが──」


「違う！　蘭、誤解しないで！　ほんと、あれは深い深い事情があって起きた事故だから!!」


「……あんた一体どれだけ罪を犯おかせば気がすむの？　やっぱりＦＢＩの活動が終わると同時に脱寮リタイアさせなきゃ駄だ目めね」


「蘭お姉さま、そのときは私もご協力致いたしますわ。私、丈ちゃんのこと、少し勘かん違ちがいしていたのかもしれません」


　三人がかりで責められ、どんどんぼくの分が悪くなってゆく。


「……前にあった授業で、来夏と少し揉もめただけなんだよ……」


　ぼくはつぶやくと、ベッド脇わきに飾かざられていたはずの写真がなくなっていることに気づいた。


「来夏、あの写真が──」


「才能テストで取られた物があれなのさ」


「あの写真、それこそ本当に大切な物なんだろ。才能テストを受けなくてもいいの？」


「馬ば鹿か者もの。写真にはネガというものがあるだろ」


　そうか。ネガさえあればまた現像できる。それでこんなに堂々とテストをさぼっているのか。とはいえ今回はペアを組んでいるわけだから、来夏の相手は独学で試験に挑ちよう戦せんするはめになると思うのだが……というか下手へたしたらまだ隠かくれん坊ぼうの最中なのだが……ご愁しゆう傷しよう様さまだな。


「さぁ、秘密基地も決まったことだし、ＦＢＩもその使命を果たさなきゃ」


　蘭はみんなを見ると次々に指示を飛ばし始める。


「丈途は明日の朝までにＦＢＩのシナリオを完成させて。成子は牡丹先輩の見張り役よ。異常があればすぐにこっちへ連れん絡らくしてね。来夏は──」


「私は約束通り部屋を貸した。後は好きにさせてもらうぞ」


「……そうね。そういう約束だものね」


　蘭は仮囲いで作られた部屋の中へ入っていった。来夏の部屋には室内を二分するようにして仮囲いがあるのだ。写真の現像用の暗室だが、今はＦＢＩが貸してもらっている。


　仮囲いの中をのぞくと、蘭が成子の部屋から運びこんだデスクトップパソコンの前に座り、脇に積まれたキーボードの数を確かく認にんしていた。本来なら蘭のパソコンの方が性能もいいし使い慣れているのでＦＢＩの活動に適していたが、蘭の部屋からパソコンを運ぶ様子が寮の監かん視しカメラに映れば今からなにかしようとしていることがバレバレだ。蘭には学園内でのインターネット制限がかかっているため、学園側をごまかすためにもこうするしかなかった。


「あたしは今から学園のシステムを掌しよう握あくするわ。みんなそれぞれのミッション、よろしく!!」


　そう言い放った瞬しゆん間かん、機き銃じゆう掃そう射しやのような連続的破は裂れつ音が辺りに鳴り響ひびく。蘭の弾だん丸がんタッチだ。


「──まずは国外のサーバーを踏ふみ台にして経路を隠して──」


　弾丸タッチの音を聞きながら、ぼくと成子は互いのミッションにとりかかった。








「──できた！」


　ぼくの声に反応するように仮囲いの扉とびらが開き、蘭が出てくる。


「遅おそいわよ。あたしなんてずっと前に終わってたんだからね」


　窓からはもう朝あさ陽ひが差しこんでいる。ぼくはベッドの脇わきに座って一晩中シナリオを書いていた。ちなみにベッドの上には来夏が横たわっており、今もスヤスヤと眠ねむっている。


「これでお昼には間に合いそうですわね」


　仮囲いの中から、今度は成子が出てきた。ぼくがシナリオを書いている間に牡丹先輩の見張りを終えて戻もどっていたのだ。昨日は牡丹先輩になんの動きもなかったらしく、成子は部屋に戻ってからずっと才能テストのためのプログラミングを勉強していた。


「では、さっそく読ませてもらいますわね」


　成子はぼくからシナリオを受け取り、目を通し始める。












「成子、先輩の絵が好きなの。先輩のお部屋でじっくり見せて欲しいなぁ～」


「あらあら、かわいいこと言う子ねぇ。嫌いじゃないわよ、あなたみたいな子☆」


　お昼どきの小道。辺りを照らす陽の中で、牡丹先輩はいつも通りの明るい笑みを私に見せる。


　私は絵具で汚れきった牡丹先輩のエプロンに指を這わせ、物欲しげに潤んだ瞳を向けた。


「成子、今日、先輩の絵のモデルになるために覚悟してきたの」


「じゃあ、まずはあなたのことをよく知らないとね[image: ]」


　先輩は道の真ん中で私を抱きしめ、そっと髪を撫でてくる。


「先輩……成子、モデルってよくわからないから、全部先輩に任せちゃうの」


　牡丹先輩はその言葉を聞くと、瞳を輝かせて私を抱き直した。そして──












　牡丹先輩は鳴唐さんのことが好きなので、シナリオは鳴唐さん独特の雰ふん囲い気きを中心に演出しつつの内容にしてみた。成子はそれを頷うなずきながら読み進めると、やがて「さすが、カリスマ作家の芥川竹人さんですわ」と言い蘭にシナリオを渡わたす。


「──ぬるい！」


　蘭はぼくのシナリオを一目見るなり床ゆかに叩たたきつけた。


「ちょっと！　ぼく、結構がんばって書いたんだけど!!」


「成子が実際に演じるからって、あんたいつもよりエロを抜ぬいたでしょ」


「それは……」


「ふん。あんたができないならあたしがやってあげるわ」


　蘭はそう言うとペンを持ち、シナリオを勝手に直し始めた。








　空高くのぼった陽が辺りを照らしている。そろそろお昼どきなのでこの辺りの様々な特別棟とうから生徒たちが出てくる時間だ。ぼくと成子は今、特別棟が集まる場所から少し離はなれた木こ陰かげにいた。牡丹先輩が絵え描かきの休きゆう憩けいで特別棟から出てくるのを待っているのだ。


　ぼうっと辺りを眺ながめていると、成子がふと思いつめたようにつぶやく。


「こんなに色々人格が変わる私って、やっぱり人から好かれないんでしょうか……」


「どうしてそんなこと言うのさ。成子はみんなから嫌われてなんかないだろ？」


「違ちがうの。たったひとりの人から好かれるには難しいって言うか……役者って好きでもない人とキスすることもある仕事でしょ？　そういうのを受け入れてくれる人って、例えば自分自身もなにか絶対にゆずれないものを持ってる人だったり──」


『目標が接近してきたわよ。成子、準備はいい？』


　蘭からの無線が入った。慌あわてて特別棟の方へ目をやると、スキップしながら上じよう機き嫌げんにこちらへ向かってくる牡丹先輩が見える。


「大だい丈じよう夫ぶですわ。こちらでも目標を確かく認にんしました」


『じゃあミッション開始よ！』


「了りよう解かい。主屋久成子、目標を口説き落とします」


　木陰から出ていこうとする成子に、ぼくは思わず声をかける。


「蘭が直したあのシナリオで、本当に大丈夫？」


「甘く見ないで。私、役者なのよ」


　こちらを安心させるように余よ裕ゆうの笑みで言いきる成子。なんでもないように木陰から出ると、牡丹先輩に向かって歩き始めた。


「いい……女だ」


　ぼくは成子の後ろ姿にじっと見入っていた。


「……丈途、お前は本当に見境がない奴やつだな」


　いきなりの声に驚おどろいて後ろを向くと、呆あきれたようにこちらを眺める来夏が立っていた。


「勘かん違ちがいしないでくれ！　そういうんじゃないから!!」


「勘違いもなにも『いい……女だ』って、そのまんまだろ。あまりに突とつ然ぜんのカミングアウトだったから、この私がその決定的つぶやきの瞬しゆん間かんを撮とり損そこねたほどだ」


「撮るな！」


「その……なんだ。丈途はああいう奴が好みなのか？」


「だから違うって!!」


「ふん……そうか。ほう……」


　来夏がひとしきりなにかを考えていると、成子の無線が入ってきた。


『目標との接せつ触しよくに成功しました。ファーストフェイズ終しゆう了りよう。セカンドフェイズに移行します』


　成子の方へ目を向けると、彼女はすでに牡丹先輩と雑談を始めていた。


「成子、先せん輩ぱいの絵が好きなの。先輩のお部屋でじっくり見せて欲しいなぁ～」


「あらあら、かわいいこと言う子ねぇ。嫌きらいじゃないわよ、あなたみたいな子☆　今度じぃ～っくり見せてあげるわねぇ～。でも、今日は午後からクラリネットを習う予定があるの♪」


　それを聞いた成子は、急に瞳を潤ませて牡丹先輩を見つめる。牡丹先輩のエプロンにそっと指を這わせると、震ふるえる声でささやいた。


「成子、今日、先輩の絵のモデルになるために覚悟してきたのに……」


　成子をおいて歩き出そうとしていた牡丹先輩の足が、ピタリと止まった。


「……もう一度、言って？」


「成子を先輩の絵のモデルにしてくださいっ！」


「じゃあ、まずはあなたのことをよく知らないとね[image: ]」


　牡丹先輩はいきなり成子を抱だきしめ、体のラインを確かめるようにそっと手を這はわせ始めた。


　──まずい！　胸まで触さわられたら、成子のことがばれる!!


　ぼくが慌てて木陰から出ようとすると、成子は緊きん張ちように耐たえるかのように胸の前で手を合わせ、牡丹先輩の手が胸にこないよう防いだ。


「……ふん。うまいもんだな」


　いつの間にかカメラを手にしていた来夏が、つまらなそうに言う。台詞せりふのわりにシャッターだけは延々と切りまくっていたが……。


「がんばってくれよ、成子」


　ぼくは木陰に隠かくれ直し、再び成子の様子を見守った。


『セカンドフェイズ終了。サードフェイズへ移行します』


　成子は無線を入れると先輩とともに歩き始めた。


「丈途、サードフェイズってなんだ？」


「牡丹先輩の部屋に行くんだよ。そこでファイナルフェイズに持っていって口説き落とすんじゃないか。来夏、ちゃんと計画聞いてなかったの？」


「ちょっと待て!?　それじゃあ写真が撮れないじゃないか!!　……いや、あの先輩の部屋を外から撮れればなんとか──」


　来夏はひとりで悩なやみ始めてしまう。


　そのとき、こちらへ向かって鳴唐さんが歩いて来るのが見えた。


　──どうしてこんなタイミングで!?　まずい!!　こんなところで鳴唐さんと牡丹先輩が会ったら、シナリオが滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまう!!


『まずいわ!!　成子、吹音ちゃんが近づいて来てる!!』


　蘭の無線が飛んできた。成子はそれとなく辺りに視線を巡めぐらせ、鳴唐さんを確認する。こんな状じよう況きようだというのに演技に乱れが生じないところがさすがだった。


『ちっ、仕方ないわ。成子、この場でファイナルフェイズに移行よ!!』


「──って、ちょっと待ってよ蘭!!　こんな場所でファイナルフェイズなんてまず過ぎるだろ!!　ぼくが鳴唐さんをひきつけるから、少しだけ待ってくれ!!」


『みんなの位置関係を見る限り、丈途が話しかければ牡丹先輩はすぐにでも吹音ちゃんの存在に気づくわ。今この瞬間にここでやるしかないのよ!!』


「そんな……」


　成子にもぼくと蘭の無線は聞こえているはずだが、眺ながめている限りでは動どう揺ようしているのかどうかわからない。そんな中、成子は牡丹先輩を正面から見み据すえると、そっと制服に手をかけた。そして服の上の部分を胸むな元もとギリギリまでずらし、生なま唾つばを呑のむ。──ファイナルフェイズだ！


「先輩。成子を……その……食べてくださいっ!!」


　これから訪おとずれるであろうめくるめく世界を想像したのか、成子は顔を赤らめていた。ぼくはその様子を眺めながらも鳴唐さんの動きを逐ちく一いちチェックする。鳴唐さんはどんどんこちらへ近づいてきていた。できればこのまま牡丹先輩に気づかれないで欲しいのだが──。


「……あれ？　鳴唐さん、こちらっていうか、ぼくに向かって歩いてきてるような気が……」


「そうだな。お前を見てお前へ向かっているな……って、あっ！　まさか今あれを──」


　来夏はなぜか慌あわてて立ち上がると「撮さつ影えいポイントを変える」と言い捨て駆かけ去ってしまった。


「やっと見つけた……」


　鳴唐さんはぼくの前に来ると、やけに暗い表情でつぶやいた。


　……鳴唐さん、謡江にぼくを助けなかったことを怒おこられてから、ずっとこうだな……。


「あのさ、鳴唐さん。ぼく、死にかけてたのを放置されたこと、怒ってないからね」


「……ごめんなさい。吹音、吹音、死にかけてたのに……ごめんなさい……」


「いや、ほんと大だい丈じよう夫ぶなんだって。そりゃぼくの命よりバレーの試合を取られたときはちょっとへこんだけど、気づいてなかったんだから仕方ないよ」


「ごめんなさい……吹音、バレーのことで頭がいっぱいで……」


「いやいや、ほんとに大丈夫だから。あのあと何時間もたっぷりと放置されていろんなものに怨うらみをつのらせちゃったけど、一度だって鳴唐さんを怨んだりしてないから」


「ほんとにごめんなさい……吹音、放置しちゃって……」


　……喋しやべれば喋るほど鳴唐さんを追いつめているような気がするのはなぜだろう……。


「あの、吹音ね、ごめんなさいの気持、これにいっぱいつめこんできたの」


　鳴唐さんは手にしていたバッグの中から、弁当箱を取り出した。


「……え？　鳴唐さんが……お弁当を??」


「うん。吹音、がんばったの」


「へぇ、お料理できたんだね。凄すごいな」


「初めて作ったけど、クラスのお友達から秘伝のレシピを教えてもらったから大丈夫なの」


　鳴唐さんはお弁当を開けると「さぁ、どうぞ」とこちらに差し出してきた。


　ぼくのために初めて作ってくれたお弁当……。ちょっと、感激してしまった。弁当箱の中をのぞくと、リゾットやローストビーフに加えてゼリーまである。


「すご……初めて作ったとは思えないよ……。なんか、高校生のお弁当の域を超こえてるよ」


「よかった。喜んでもらえて」


　鳴唐さんはほっとしたように微笑ほほえんでいた。


　……しかし、本当に凄いな。謡江のお弁当は家庭的なおいしさがあるけど……鳴唐さんのお弁当、まるでお店が出す料理みたいだ……。


　ぼくは今一度お弁当を眺める。リゾットは赤い色をしていたのでトマト系の味だろうか。お弁当でトマトリゾットを食べられる機会など中々ないと思い、期待に胸をふくらませつつ箸はしをのばした。そして口に含ふくむと味わうように嚙かみしめ──。


「激まずっっ!!」


　思わずリゾットを口から吹ふき出していた。


　──なんだ!?　トマト系の味かと思ったら、まるで鉄さびみたいな味がしたぞ!?


「鳴唐さん、このリゾットなんなの!?」


「なんなのって……材料はクラスのお友達が用意してくれたから吹音もよく知らないんだけど……確か断頭台の跡あとで育てたお米となにかの血で作ったワインと──」


「ちょっと待って！　その時点でなにかおかしいから!!」


「そうなの？」


「なんか……根本的に料理じゃない!!」


「でもこのお弁当にはね、黒くろ魔ま術じゆつっていうおまじないの力が宿ってるらしいの。黒魔術の黒は黒糖と同じで、おいしい証あかしなんだって」


「黒の意味、絶対に違ちがうから!!」


　なんだろう……その無む茶ちや苦く茶ちやな知識。このお弁当……とてつもなく危険なものを感じる……。


　顔を上げると、鳴唐さんが不安そうにこちらを見つめていた。ぼくのリアクションを見てお弁当の異常に気づいたのだろう。本当ならどんな味でも黙だまって食べてあげたかったが……。


「ちなみにさっきから言ってる『クラスのお友達』って……誰だれ？」


「来夏さんよ。丈途くんの好みならなんでも知ってるんだって」


　──来夏ぁぁぁ!!


　ぼくは危あやうくお弁当を投げ置いて駆け出しそうになった。というか、さっき来夏がいきなりここから駆け去った理由がもの凄くよくわかった。


「鳴唐さん……わざわざお弁当を作ってくれてありがとう。でもね、ぼくは最初から怒ってなんかないんだ。謡江が助けてくれなかったら確かに危なかったけどさ……」


　鳴唐さんは〝謡江〟という単語を聞き、ピクッと反応する。


　……あ、名前を出しちゃまずかったかも……。


　すかさずフォローを入れようとすると、鳴唐さんは小さな手をぎゅっと握にぎりしめ、振ふり絞しぼるようにして声を出した。


「吹音、あなたのこと助けられなくて……吹音はオリエンテーションのとき、あなたに……」


　鳴唐さんの瞳ひとみに、涙なみだが滲にじんでいた。


　……あれ？　……なんか思いっきりぼくが鳴唐さんを泣かせているような構図に──。


「吹音ちゃんの敵は死になさい†††」


　いきなり延えん髄ずいに強きよう烈れつな衝しよう撃げきが走った。


「うごぉぉぉぉ!!」


　ぼくは崩くずれ落ちて地に膝ひざをついたが、意識だけはなんとか飛ばさないよう全力で耐たえた。


　……危うく気を失って五輪養成ギプスに全治一年の複雑骨折を食くらうところだった……。


　ぼくは延髄を攻こう撃げきした相手に猛もう烈れつに抗こう議ぎしようと顔を向ける。すると、こちらを完全に無視して鳴唐さんを慰なぐさめる牡丹先輩が目に入った。


「こんな変な男に泣かされちゃって……吹音ちゃん、かわいそうに……」


　辺りを見回すと、服を乱したままの成子が呆ぼう然ぜんと道みち端ばたに立ち尽つくしていた。鳴唐さんが振り絞るような声で喋ったため、牡丹先輩がこちらに気づいて来てしまったらしい。


　……ミッション、失敗だ。


「やっぱり浮うわ気きはダメよね☆　早く吹音ちゃんをあたしだけの吹音ちゃんにして、つきっきりで守ってあげなきゃ[image: ]」


　やばい……本気だ。蘭が言った通り、本気で鳴唐さんを手込めにする気だ!!








　ミッションが失敗したため、ぼくは新シナリオを作ることになった。陽ひが高いうちは女子寮りようの窓から中に入ることも難しいので、女子寮からほど近い中庭の端はしでシナリオ作りに励はげむ。


「要は、牡丹先輩が鳴唐さんのどこに惚ほれたのかってことだよなぁ……」


　成子はいい演技をしていた。問題があったとすればそれはシナリオ。鳴唐さん独特の雰ふん囲い気きで牡丹先輩を口説こうとしたぼくのミスだ。


「他ほかに鳴唐さんと言って思い浮うかぶのは……やっぱりクラリネットかな」


　ぼく自身、鳴唐さんの演奏には心癒いやされるものがある。鳴唐さんの魅み力りよくをシナリオの核かくに持ってくるなら妥だ当とうな選せん択たくだと思った。問題があるとすればクラリネットを演奏するシーンだが、成子の演技力ならエア・クラリネットも可能だろう。


　小鳥のさえずりを聞きながらシナリオを書き進めていると、誰かの足音が近づいてきた。


「そのギプス、もう大だい丈じよう夫ぶなの？」


　顔を上げると、私服姿の謡江が微笑ほほえんでいた。いつものハートのペンダントを首から下げ、カーディガンにスカートを合わせている。今日が休日なので私服を着ているのだろうか。この学園は私服でも制服でも登校できるが、これが謡江なりのメリハリのつけ方なのかもしれない。


「全然大丈夫じゃないけど、ギリギリ死なないとは思うよ」


　ぼくとしてはかなり真面目まじめな返答だったが、謡江はクスッと笑うと隣となりに腰こしをおろしてきた。中庭で執しつ筆ぴつしているせいか、そう切せつ迫ぱくした状じよう況きように見えないのかもしれない。


「ぼくたち、なんだか最近よく話すようになったね」


「そうね。ちょっと前までだったら想像もつかなかったなぁ」


　ただ謡江がそばにいるだけで、ぼくの心はなぜか早はやってくる。頭が空回って話題に悩なやんでしまう。なにか言わないと不自然になると思いつつも、中庭の風景を楽しむように遠くを眺ながめる謡江の横顔に見入ってしまい、余計に次の言葉が出なくなる。


「そ、そういえば謡江さ、こんな所に来てどうしたの？」


「さっきまで律くんから数学を習ってたの。その帰りにちょっと寄ったのよ」


　律……。


　謡江からその名を聞き、胸が痛んだ。昨日微び妙みような空気になってしまったまま彼とは会っていない。このまま週が明けたとき、どういう顔をして会えばいいのかすらわからなかった。それが謡江と過ごした心地ここちのよい時間の代だい償しようだと思うと、余計に苦しい。


「……律、元気そうだった？」


「おばあさまのカトラリーのことで少し落ちこんでるみたいだったけど……数学の話は凄すごく熱っぽく語ってたわ」


「へぇ。数学の話って熱っぽく語れるものなんだね。ぼくじゃわからない世界だな」


「律くんはピュタゴラスを尊敬してるらしくて──あっ、三平方の定理で有名な人ね。数学史の中でとても重要な位置にいる人らしいの。ピュタゴラスは世界中を旅して様々な数学の技能を身につけた後、それをより深く研究することで数をただの数字でなく哲てつ学がくとして──」


　……律、それは絶対にテストに出ないよ。


　なんとなく、律がいつもの調子に思えて少しだけ気が休まった。


「丈途くんはもし私とペアを組んでたら、その……教えてくれた？」


「[image: ]!?」


　謡江は恥はじらいつつもこちらの表情をうかがうようにそっと目を向けてくる。


　お、教えるってまさか……ポルノグラフィーを!?


「そ、それは絶対にまずいって！　そういうことをすると、なぜか全部ぼくのせいになってぼくがみんなから責められるんだって!!」


「やっぱり私じゃ駄だ目めなのかなぁ……」


　謡江が書くポルノグラフィー……。思春期まっ盛りの女の子がポルノを書くというだけでだいぶ刺し激げき的だが、アイドル並にかわいい謡江がまさかポルノの執筆に興味があるだなんて……。当然その内容には謡江の願望が反映されているわけだが、もしその内容が予想外に大だい胆たんでエロエロで読んでいるだけで紅の聖書レツド・バイブルしそうなものだったら──。


「自分でも小説を書けば、丈途くんの文学もちゃんと理解できる気がしたんだけどなぁ」


「……え？　文学??」


「文学でしょ？　丈途くんの小説」


「それって、書くのはポルノじゃなくてもいいってこと??」


「えっ、私がポルノを!?」


　謡江は驚おどろいたように目をしばたたかせ、こちらをまじまじと見つめる。


　いや……そりゃそうですよね。たまに自分でも忘れるけど、ぼくの小説って十八禁のポルノではなく芸術であるポルノグラフィー……。つまり文学なんですよね。謡江は単純に文学を深く知りたかっただけなんですよね……。


「本を読むためになにかを教わる必要なんてないんだよ。謡江が感じたままのものが謡江の感想でいいんだ」


「感じたままって……」


　謡江はそう言うと、顔を赤くして目を伏ふせてしまった。


　……自分で言っておいてなんだが、目の前でリアルな反応を見るとリアクションに困るな。


「お、お仕事の邪じや魔ましちゃ悪いわね。新作、楽しみにしてるから！」


　謡江は恥ずかしさを押し隠かくすように慌あわてて立ち上がると、女子寮りようの方へ足を踏ふみ出そうとする。──だが次の瞬しゆん間かん、なぜか途と中ちゆうでその足を止めた。


「いつか私が大人になったら、その……丈途くんの小説のためなら、あの……そういう覚かく悟ごとかできるくらい大人になったら……えと……ぜ、全部任せちゃうからっ!!」


　謡江はそう叫さけぶと、女子寮へ向かって走って行ってしまった。


「ぜ、全部!?」


　全部って……小説のためって……まさか、まさか……脱ぬぅ──。


「いや、おいしい話にはきっと裏が……でも謡江が人をだますなんてするわけないし……っていうか……いや、だって……まさか……」








　辺りに生徒の影かげはなかった。まだ夜になって間もない時間帯だが、土曜だからだろう。ぼくはギプスのバネにあらがいながらも必死にロープをのぼり、来夏の部屋に入る。


　中では来夏がベッドの上に座り、手持のブラシでカメラのボディーを掃そう除じしていた。


「……ねぇ、来夏。今日の昼、鳴唐さんが黒くろ魔ま術じゆつ的毒薬弁当を食べさせてくれたんだけど？」


「ほう……それはよかったな」


「ちなみにその黒魔術的毒薬弁当のレシピ、来夏から聞いたらしいんだけど？」


「どうだったかなぁ……。まっ、聞かれたから教えたんだろ」


「食材まで来夏が用意してたらしいじゃないか！　思いっきり率そつ先せんして鳴唐さんをだましてるだろ！　ぼくの好みならなんでも知ってるだなんて噓うそまでついてさ!!」


「私はお前の好み、本気で知っているつもりだ。噓などではない」


　力強い瞳ひとみでこちらをじっと見み据すえてくる来夏……。元々眼メ力ヂカラがあるせいか、見つめられると言葉に窮きゆうしてしまう。


　……なんか、黒魔術的毒薬弁当の件を眼力だけでごまかされている気がするが……。


「……だいたい、なんで来夏がぼくの好みを知ってるって言いきれるんだよ」


「……馬ば鹿か、そんなこと聞くな。私がお前のことをいつも考えているからに決まってるだろ」


「……え？」


「意外だったか？」


「いや……だって……まさか来夏が……」


「鈍にぶい男だな。まだ気づいてなかっただなんて──醜みにくい被ひ写しや体たいとしての才能に」


「そっちかい!!」


　ぼくが黒魔術的毒薬弁当のことをさらに問いつめようとすると、仮囲いから成子が出てきた。


「あら、丈ちゃん。シナリオできました？」


「うん」


「覚えてしまいますから、貸してください」


　成子にシナリオを渡わたすと、読み進めるうちにその表情が曇くもってゆく。


「牡丹先輩が鳴唐さんのどこを好きなのか考えて、今回はクラリネットで攻せめてみようと思ったんだけど……駄目だった？」


「いかにも演奏してるって感じの演技はできますけど……エア・クラリネットとなると実際は別方向から音がするわけですから……やっぱりばれますわ」


「あっ、そっか！　……ごめん。そこまで頭が回らなかったよ」


「無理にクラリネットでなくてもいいんじゃありませんの？　牡丹先輩、吹音さんが一いつ所しよ懸けん命めいに演奏する姿に惚ほれた可能性がありますし、シナリオに使えそうな音楽を探して考え直してみませんか？」


「そうだねぇ……。あっ！　そういえば蘭がピアノを弾ひけたような──」


「ちょっと待ちなさい!!」


　蘭がいきなり仮囲いから出てきてぼくと成子の間に入ってくる。


「あたし、演技なんてできないからね!!」


「でも蘭お姉さま、才能テストではヒロインを演じなければ駄だ目めですのよ？」


「ちょうどいい練習になるね。蘭、よかったじゃないか」


　ぼくは成子からシナリオを受け取ると、まだ抗こう議ぎを続けようとする蘭に強ごう引いんに渡す。












　音楽棟のホール。聴衆の姿が見えぬ中、ひとりの女がステージでクラリネットを弾いていた。


「あたしをこんな所に呼び出して、どんなかわい子ちゃんかしらっ☆」


　ホールに流れる素朴で温かな音を聞きながら、牡丹先輩はうっとりとした表情で足を進める。その歩みとともに、曲は盛り上がりへと入っていった。


「嫌いじゃないわよ、あなたみたいな子☆」


　音の美しさに心奪われた先輩は、女の前まで来るとクラリネットの演奏に聞き惚れていた。そして演奏が終わるや否や、マウスピースから解放された女の唇へ己の唇を近づける。触れ合いそうになる、互いの甘い吐息。だが──。


「先輩、キスってもっと大切なものでしょ？」


　女は先輩の唇を避けると、ふっと微笑んで先輩を抱きしめた。じらすように先輩の肢体へ手を回し、体のラインを確かめるように這わせてゆく。


「ん……キスより先に体を求めて……あなた、順番が逆よぉ？」


　女は先輩の言葉を聞き流しながら、先輩のエプロンの下へ手を差し入れると、胸の形を綺麗になぞるように指先を動かしてゆく。


「あたし、まずは先輩の温もりから欲しいなぁ。キスは……最後のお楽しみなの」


「んふ……あっ……素敵なこと言う子ねぇ」


　女のなめらかな指先の動きが、先輩に恍惚の表情を与える。先輩は女を愛おしげに見つめ、女が自分にしたのと同じ指の動きを女の胸に返した。


「あっ……やっ……先輩……」


　牡丹先輩は次第に手に力を入れ、女の胸をじっくり揉みしだいてゆく。


「先輩……もうちょっとだけ……優しくして」


「これくらいがいいのよ☆　あなたの温もりも鼓動も、そのままあたしの手に伝わるものぉ」


「先輩……」


　女が潤んだ瞳を先輩に向けると、それが合図になってふたりは抱き合った。そして──












「あんた……一体あたしをどうしたいわけ!?」


「いや、特に意図はないんだけど……。ちゃんと蘭のピアノ用に書き直すよ？」


「そういう問題じゃないでしょ！　この内容であたしと先輩の雰ふん囲い気きが凄すごいことになりすぎちゃって、あたしが犯おかされちゃったらどうするつもりよ!!」


「だって蘭、前のシナリオを『ぬるい！』って言って書き直したじゃないか」


「馬ば鹿か！　成子はいざとなっても裸はだかになれば牡丹先輩があきらめるでしょ！　あたしはそうはいかないのっ!!」


「……蘭お姉さま。私、そんな風に見られてたんですのね……」


　成子は大きい瞳ひとみいっぱいに涙なみだをためると、仮囲いの中に入って鍵かぎを閉めてしまった。


「あっ、成子ごめん！　違ちがうの！　あたしはちゃんと妹を守るわ!!　ただ成子は他ほかの子とちょっと事情が違うだけで──」


「その事情を受け止められるかどうかが、蘭が本当のお姉さまになれるかどうかの別れ道だと思うんだけどね」


　蘭はぼくの台詞せりふを聞き、慌あわててこちらを向く。


「丈途！　あたしが成子と仲直りしようとしてるときに……あたしに怨うらみでもあるの!?」


「違うよ。ぼくはただ、成子がかわいそうだって思ってるだけさ」


「それは……でも……その……」


　蘭はシナリオを見つめて黙だまりこんでしまった。仮囲いの中からはすすり泣く声が流れており、この部屋には今、ちょっとした修しゆ羅ら場ばのような雰囲気が漂ただよっている。


「……わかったわよ。やるわよ。成子が演じたのに、あたしが演じないわけないでしょ！」


　蘭が半ば自棄やけ気味に言い放つと、おもむろに仮囲いの扉とびらが開いた。中から成子が現れて、涙を拭ぬぐいながら顔を上げる。


「蘭お姉さま……」


「もう泣くのはおよし。早くあたしに演技の指導をしてちょうだい。今夜中にミッションを決行する予定なんだから」


「はいっ！」


　成子は花開くように明るい笑え顔がおを見せると、涙をきちんと拭ってシナリオの打合せに入った。


　素す晴ばらしい──姉し妹まい愛あいだ。








　音楽棟の大ホール。聴衆の姿が見えぬ中、ひとりの女がステージのピアノで奏かなでるノクターン夜想曲が響ひびいていた。


『蘭お姉さま、もうすぐ牡丹先輩が到とう着ちやくしますわ』


『了りよう解かい』


　成子の無線にすげなく答える蘭。ぼくは大ホールの闇やみ間まに潜ひそみ、静かにその様子を見守っていた。いざというときに蘭を守る役目なのだが、五輪養成ギプスで動きが制限されているぼくには重い任務だった。ではなぜそんな中でぼくにこの任務が回ってきたのかと言えば理由は単純で、ＦＢＩにいる男はぼくだけだかららしい。いや……もちろんそうだ。男はぼくだけだ。……そうだろ？


「あたしをこんな所に呼び出して、どんなかわい子ちゃんかしらっ☆」


『目標を確かく認にん。霧線蘭、これより目標を口説き落とすわ』


　蘭の声が無線に入り、ノクターンは曲の盛り上がりに突とつ入にゆうした。牡丹先輩は一心にピアノを弾ひく蘭を見て目を丸くし、曲に聞き入っている。元のシナリオではこのまま順当にいい雰囲気になってゆくのだが、今回は蘭が演じるということでぼくはシナリオにある仕し掛かけを施ほどこした。


　──唐とう突とつに、なんの予兆もなく曲調が変わり、蘭の超ちよう絶ぜつ早弾きが始まる。ピアノ演奏なのに下手へたなバンドが奏でるヘビーメタルより何倍も激しく、そして熱い！


「弾だん丸がんタッチ、恐るべし……」


　牡丹先輩は呆あつ気けにとられてその様子を眺ながめていた。


　やがて曲を弾き終わった蘭は静かにピアノの前に立ち、その指先を顔の高さに掲かかげる。


「先せん輩ぱい、あたしの指技、興味ありませんか？」


　艶えん然ぜんと微笑ほほえむ蘭……。だがその瞳には挑ちよう戦せん的な輝かがやきを宿し、先輩を射い貫ぬくように見つめていた。正直、男のぼくでもぞくりとするほどの視線──。


「嫌きらいじゃないわよ、あなたみたいな子☆」


　牡丹先輩は蘭の視線に微笑みを返すと、静かにステージまで進む。そして唐突に蘭の唇くちびるを奪うばいにかかった。だが蘭は先輩のキスをさっと避よけ、ただ微笑みを続けている。


「どうして避けるのぉ？　あれだけ情熱的に誘さそってくれたのにぃ～[image: ]」


　牡丹先輩はすねたように言い、蘭に体を寄せた。


『ファーストフェイズ終しゆう了りよう。セカンドフェイズに移行するわ』


　蘭の無線が入ると、ステージ上では唐突にめくるめく百合ゆり世界が展開され始めた。


「先輩、キスってもっと大切なものでしょ？　あたし、まずは先輩の温ぬくもりから欲しいなぁ」


「あら～素す敵てきなこと言う子ねぇ」


　牡丹先輩は体全体で喜びを表現するかのように蘭を抱だきしめた。


「先輩……ちょっと苦しいわ」


「これくらいがいいのよ。あたしの温もりも鼓こ動どうも、あなたにそのまま伝わるでしょっ？」


「先輩……」


　蘭は潤うるむ瞳を先輩へ向け、その手を先輩の背に回す。ふたりは互たがいに抱き合う形となった。


「んっ……牡丹……先輩……」


「どうしたの？　そんなにかわいい声を出しちゃってぇ」


「あたし、もう……もう耐たえられ──」


　──ギィ。


　ホールの入口でなにかの音がした。


「……ご主人様、いますか？」


　うかがうような女の子の声。


　入口に目を向けると、そこにはメイド服を着た小こ柄がらな女の子がいた。逆光でよく見えなかったが、どうも髪かみが赤いようだ。


　……一体誰だれのメイドが迷いこんだんだ？　ミッション中だっていうのに……。


　というかメイドは校則でオッケーなのかどうかも疑問だったが、そこは閃学園なので気にしないでおいた。ぼくは入口に向かい、蘭の演技の邪じや魔まにならないようメイドを帰そうとする。


「──って、鳴唐さん!?」


　入口に立っていたのは、かわいいメイド服に身を包んだ鳴唐さんだった。


「い、いつの間にメイドに!?　っていうか誰のメイドに!?」


「吹音、ご主人様のメイドなの」


「そのご主人様って、誰!?」


「ご主人様なの」


「だから誰なの!?」


[image: ]


「だから、ご主人様なの」


　鳴唐さんは腕うでを上げると、ぼくを指差した。


「ぼくが……ぼくがご主人様ぁ!?　な、なんで!?」


「クラスにおもてなしの才能のお友達がいて、こうした方が喜ぶって教えてもらったの。この場所は来夏さんが教えてくれて『確かに喜びそうだから見せてやれ』って」


　──来夏とクラスメートのお友達ぃぃぃ!!　……………………………………よくやった!!


　今回はあの黒くろ魔ま術じゆつ的毒薬弁当と違ちがって無害……というか歓かん迎げいだ！　むしろ超ちよう歓迎だ!!


　ぼくはメイド服に身を包む鳴唐さんに目をやった。


　ぼくをご主人様と呼ぶメイドさん……ぼくだけのメイドさん……メイドさんと言えば……。


「あの……鳴唐さんの主あるじとして、なにか命令してみてもよろしいでしょうか？」


「どうぞなの。吹音はご主人様のメイドなの」


　おぉ!!　や、やばいな……これは、これは……人生最大のチャンスかもしれない!!


「じゃ、じゃあね、まずは膝ひざ枕まくらで耳かきをお願いします！」


「了解しましたなの」


　鳴唐さんはその場にちょこんと座ると、手にしていた小さな道具箱から耳かきを取り出した。さすがおもてなしの才能が指導しただけのことはある。準備も万ばん全ぜんだ。


　ぼくは鳴唐さんの膝枕に頭をのせ、耳かきを始めてもらう。


　鳴唐さんの柔やわらかな太ふと股もも……細い腕……かわいらしい吐と息いき……。耳かきひとつでいろんなものを堪たん能のうできる。


「なんか……我ながら欲よく望ぼうが暴走し始めている感じが恐おそろしい……」


　だが……だがそれも仕方ない。なぜならぼくは今、念願のメイドさんを手にしたのだから!!


「……ご主人様、鼻息が荒あらいの。大だい丈じよう夫ぶですか？」


「だ、大丈夫!!　そのまま耳かきを続けて!!」


「わかりましたの」


　…………………………………………………………………………………………………………


　…………………………………………………………………………………………………………。


「ちなみに鳴唐さん。何度も言うけど、ぼくはもうなにも気にしてないんだからね」


「……はい」


「これ以上無理してぼくに色々しなくても、いいんだよ？」


「……」


「そういえば、才能テストはどうなの？　最近お昼もクラリネットの練習をして才能テストのために時間を作ってるみたいだけど……大丈夫？」


「……はい」


　なんか……設定がメイドさんだと会話しにくいな。


「普ふ段だん通りに喋しやべってくれると助かるかも」


「わかりましたなの。そうしますの」


「それでさ、才能テストの方はどうなの？」


「吹音はお絵え描かきの練習してるんだけど……難しいのね。牡丹先輩なんてお花をデッサンして恐きよう竜りゆうみたいに描けるのに、吹音なんてまだただのお花だもん」


「え!?　恐竜!?　いや……恐竜になっちゃ駄だ目めでしょ……」


「でも『それが他たの追従を許さぬ至高の芸術なのよ☆』って先せん輩ぱいが言ってたの。だからお花を描いてお花になる吹音はまだまだなの」


「いや……絶対にお花を描いたらお花になる方がいいって。本当に大丈夫なの？　なんか、鳴唐さんのテストが不安になってきたんだけど……」


「大丈夫よ。だって牡丹先輩、絵の天才でしょ？」


「そうだけど……体操の天才から体操を習ってるはずのぼくがすでに放置プレイで練習中なんだけど……」


「一いつ緒しよにがんばろうね」


　そう言って笑った鳴唐さんの顔は、この理り不ふ尽じんな才能テストを前に、本当に純じゆん粋すいだった。


　一緒にがんばろうね……か。そういえば前に、謡江も言ってくれたな。


　きっとよくある決きまり文句で、特別な意味なんてないのだろう。自分にそう言い聞かせる一方で、その台詞せりふにドキドキしている自分もいる。謡江のときは心が軽くなった。鳴唐さんのときは……なんだろう。説明できないような胸の苦しさを覚えていた。言われるのが嫌いやだとかそういうものではなく、もっとなにか別の感情……。


「ぼくも鳴唐さんと一緒にがんばって、あの桜の記念写真を──」


『丈ちゃん！　蘭お姉さまが危ないわ！』


　急に成子の無線が入り、反射的に立ち上がってステージへと目をやる。すると蘭を床ゆかに寝ねかせて抱だきしめる牡丹先輩の姿があった。


　……おぉ……なんというガチ百合ゆり……。そ、壮そう絶ぜつな光景だ……。クラスメートが百合百合な感じで今まさに襲おそわれている……。って、呆あつ気けにとられてる場合じゃない！　これはやばい!!


「火事だあぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ぼくは腹の底から声を出して叫さけんでいた。


　すると鳴唐さんがびっくりしたように辺りを見回す。


「え？　火事？　どこに火があるの??」


「鳴唐さん、違うんだ。ほんとは火事じゃないんだ」


「火事じゃないの？　じゃあちゃんと言い直さないと。誰だれか聞いちゃったかも」


　鳴唐さんは大きく息を吸うと、精せい一いつ杯ぱいに振ふり絞しぼって声を出す。


「火事じゃないよおぉぉぉぉぉぉ!!」


　牡丹先輩は蘭の上にまたがったまま、突とつ然ぜんのぼくの声に戸と惑まどい辺りを見回していた。しかし鳴唐さんの声が響ひびいた瞬しゆん間かん、急に立ち上がる。


「ふ、吹音ちゃぁ～ん。あたしのためにメイド姿になってくれたのぉ[image: ]」


　先輩は鳴唐さんに向かって駆かけ出し、道の途と中ちゆうにいたぼくを思いっきり突つき飛ばしつつ進む。


「痛ったぁ……」


　牡丹先輩はぼくの言葉など完全に無視し、鳴唐さんに抱きついていた。


「吹音ちゃん、違ちがうのよ☆　あたしは吹音ちゃん一筋だからね♪　まさかメイド姿で迎むかえに来てくれるだなんて……あたし、吹音ちゃん一筋から吹音ちゃん超ちよう一筋になっちゃったかも[image: ]」


　牡丹先輩は鳴唐さんの背を押し、ホールの出口へと向かう。


「あたし……最近やけにモテるんだかなんだか……。これじゃ吹音ちゃんとの時間を楽しめないわねぇ。そろそろ吹音ちゃんとの愛も深まってきたことだし、明日決めちゃおうかしら♪」


　……か、かなりまずい！　早く牡丹先輩を口説き落とさないと、鳴唐さんが危険だ!!








　蘭のミッションが失敗に終わった後、ぼくたちは来夏の部屋にすぐ戻もどって会議を始めた。


「ちょっと丈途！　あたしにあれだけ危険なことをさせといて、この結果はなによ!?」


「ごめん……でも来夏が鳴唐さんをホールに向かわせなきゃおそらく成功……っていうかあのまま蘭が牡丹先輩に襲われて幸せな百合的学園生活が始まってた可能性も……」


「うっ……それも微び妙みようかもしれないわね……」


「じゃあ私の判断は間ま違ちがっていなかったというわけだな」


　ぼくと蘭の会話を聞き、来夏がやけに偉えらそうに言い放った。


　……本当は怒おこりたいけど、色々楽しませてもらった手前怒りづらい……。


「で、次のシナリオはどうするのよ？」


　蘭の催さい促そくに言葉がつまってしまった。鳴唐さん独特の雰ふん囲い気きで口説こうとしても失敗し、音楽で口説こうとしても失敗し……他に手があるのだろうか？


　悩なやむぼくを見て成子が口を開いた。


「丈ちゃんは牡丹先輩とお知合いのようですけど、先輩が好きなタイプをなにかのタイミングで聞いていたりしませんの？」


「タイプねぇ……」


　基本的に牡丹先輩とは百合ポルノの件でいくらか話した程度なので、先輩のことについてぼくはそこまで詳くわしくないのだが──。


「って、百合ポルノの依い頼らい内容ってまんま趣しゆ味みじゃん!!」


　最高の百合ポルノを書いてもらうために考えに考えて依頼してきた内容なのだから、思いっきり赤せき裸ら々らなまでに趣味丸出しのはずだ。


「ぼく、牡丹先輩のタイプはわからないけど、好きな恋れん愛あいのシチュエーションなら聞いたことあるよ。ふたりして芸術を極きわめようとしながら愛を深めていくのが好きなんだってさ」


「シチュエーションねぇ……。吹音ちゃんに焦しよう点てんを当てたシナリオは失敗続きだし、今度はそっちで攻せめてみるのもいいかもしれないわね。でもそのシチュエーション、あの先輩が言うとなんだか無む駄だにエロく思えてくるわ」


　蘭はさっきのミッションを思い出したのか、急に頰ほおを赤らめていた。


　……確かに、あのときの蘭たちは無駄にエロかったな……。


　ぼくも顔を赤らめそうになりつつ「で、次のシナリオは〝芸術〟を核かくに作るわけだけど」とみんなを見回した。


「この中に芸術が得意な人って、いる？」


　ぼくの問いかけにみんな反応を示さない。さっきの蘭のシナリオは芸術の一分野である音楽に焦点を当てた内容だったが、一いつ所しよ懸けん命めいに演奏する姿を見せることが目的だった。蘭が芸術の天才でなくとも成立したが、今回のシナリオにはやはり芸術の天才が必要だろう。芸術の天才で、ＦＢＩに協力してくれる女子……そんな人物が都合よく存在するのだろうか。


「──って来夏、カメラって芸術じゃん!!」


　ぼくの声に、来夏は「ちっ」と舌打ちする。


　……わかってて黙だまってたんだな。


　ぼくや蘭や成子の視線が、一いつ斉せいに来夏へと集まった。


「ちょっと待て！　そもそも私は成子を撮とるためにＦＢＩに部屋を貸してるだけなんだぞ！　なんで私がシナリオを演じなきゃいけないんだ!!」


「まぁまぁそう言わずにさ。牡丹先輩を口説く成子だけじゃなくて、牡丹先輩を口説く自分を撮ってみるのもいいんじゃないかな。みんなもそう思うだろ？」


「そうですわ。きっとそれがいいですわ。来夏さん、自分で好きなように写真を演出できるじゃありませんか。素す晴ばらしい一枚が撮れそうですわ」


「丈途にしてはいい判断よ。来夏ならきっと百合ゆりにもモテるわ」


「待てと言ってるだろ！　私があの先せん輩ぱいを口説いたところで、どれほどの写真になるんだ!!」


「芸術のために好きでもない女を百合的に必死に口説く写真家の醜みにくさが撮れるじゃないか」


「うっ……。確かに、芸術のために必死で噓うその口説きをする姿……醜いかもしれん……」


「来夏は芸術のためなら身を捧ささげられるタイプかと思ってたんだけどなぁ。その程度だったのか、写真に対する情熱って」


「……聞き捨てならんな。その程度とはなんだ！　その程度とは!!」


「だってそうだろ？　せっかく醜い写真が撮れるチャンスだっていうのに、自分かわいさに逃にげるんだろ？」


「逃げてなどおらん！　私は芸術のためなら……好きでもない女も口説く!!」


　蘭や成子の歓かん声せいが聞こえた。一いつ瞬しゆん、ＦＢＩはどこへ向かっているのだろうと思わなくもなかったが、気にはしない。来夏がやる気になっているうちにシナリオを完成させるため、ぼくは徹てつ夜や覚かく悟ごで執しつ筆ぴつを開始した。












「ぼ、牡丹先輩！　私のお願い聞いてください!!」


　昼どきの終わり際。私は道を歩く先輩に、勇気を振り絞って話しかけた。


「あら、どうしたの？　綺麗な子ねぇ。あたしにお願いってなぁに？」


「先輩が絵を描いてる姿……私に撮らせてください！」


「よく見たらあなた、カメラを持ってるわねぇ。そういう才能ってこと？」


「はい。私、先輩のファンシーな画風が好きなんです。そういう絵を描く先輩のことも……」


　私は恥ずかしさをこらえて一所懸命に口を開くと「好きです」と絞り出す。もう、顔中が火照ってしまい、それ以上喋れなくなってしまった。


　牡丹先輩は私を抱き寄せ、そっと耳打ちしてくる。


「シャイなのね。嫌いじゃないわよ、あなたみたいな子[image: ]」


　先輩はそのまま私の耳元へさらに口を寄せると、舌先を這わせながら話を続けようとする。


「あっ……先輩……私そこ、弱くて……」


「あら～いいこと聞いちゃったわねぇ」


　先輩は私の耳の内側に舌先を差し入れ、強く強く舐め上げてきた。


「んふっ……だ……駄目……先輩」


「段々いい顔になってきたわよぉ。今のあなたならあたし……描きたいかも[image: ]」


　私は先輩に抱きしめられ、耳を舐め上げられながら、押し寄せる快楽に体を動かせずにいた。もう……されるがままだった。


「あたしがあなたを描きつつ、あなたはあたしを撮るっていうのはどう？　芸術とともに愛も深められるわ[image: ]」


「素敵……だと思います」


　先輩はその言葉を聞くや否や、私に唇を重ねてきた。そして──












『準備はいいわね？』


　蘭の無線が飛び、来夏が『あぁ』とだけつぶやく。


　陽ひの光がそそぐ中、来夏は特別棟とうが集まる一帯に立ってぼうっとしていた。演技の練習でずいぶん四苦八苦していたが、大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。


　もうすぐ昼どきが終わるので、特別棟へ向かう生徒がちらほら見え始める。牡丹先輩の今日のスケジュールは調査済みだ。午前中は鳴唐さんに絵の指導をして、午後は自分の作品を制作。そして夜になればもう一度鳴唐さんと会って──。


「食べる気だな。確実に」


　ぼくは木こ陰かげに隠かくれたまま頷うなずいた。


「あの先輩なら、確実に食べますわね」


　横にいた成子が、不安そうにぎゅっと手を合わせている。今日の成子は特に役目もなかったため、演技者の護衛をするぼくについてきていた。しかし、くどいようだがＦＢＩに男はぼくひとりだ。そう……男はぼくひとりだけなのだ。成子を危険な目にあわせるわけにはいかない。


『目標を捕ほ捉そく。十秒後に来夏の視界に入るわ』


『了りよう解かいだ。名機来夏、目標を口説き落とすぞ』


　練習中は慣れない演技に戸と惑まどっていた来夏だが、蘭の無線を聞いて一気に集中したのがわかった。カメラで人の醜い瞬しゆん間かんを切り取る瞬発的な集中力……それが活いきたのかもしれない。


　きっちり十秒後、牡丹先輩が建物の角から姿を現した。来夏はそれを目にとめると急にもじもじし出し、そっとうかがうようにして牡丹先輩に視線を送り始める。


　牡丹先輩はそんな来夏を不思議そうに見ていたが、近くまでくると興味をなくしたように脇わきを通り過ぎようと──。


「ぼ、牡丹先輩！　私のお願い聞いてください!!」


　内気な女の子が勇気を振り絞って言うかのような、切実な声。


「あら、どうしたの？　綺麗な子ねぇ。あたしにお願いってなぁに？」


「先輩が絵を描いてる姿……私に撮とらせてください！」


「よく見たらあなた、カメラを持ってるわねぇ。そういう才能ってこと？」


「はい。私、先輩のファンシーな画風が好きなんです。そういう絵を描く先輩のことも……」


　来夏は不器用ながらも一いつ所しよ懸けん命めいに伝えるように「好きです」と口にする。その後は耳まで真っ赤になってしまい、一言も喋らなくなってしまった。


　……普ふ段だんもこんな感じなら、来夏もかわいいんだけどな……。言動で女としてかなり損をしている気がする。


「シャイなのね。嫌いじゃないわよ、あなたみたいな子[image: ]」


　先せん輩ぱいは一歩前に出ると、来夏の耳元にそっと口を近づける。


「で、あなたは脱ぬぐのっ？」


「ぬ、脱ぐだと!?」


　牡丹先輩の突とつ然ぜんの質問に驚おどろき、来夏がいつもの調子を出してしまった。先輩がいぶかしげな目をしかけた瞬間、来夏は慌あわてて「脱ぐってどういうことですか？」と微笑ほほえみながら聞く。


「あたしがあなたのヌードを描いてあなたはヌードで描くあたしを撮れば一石二鳥でしょ？」


「それ……どこらへんが一石二鳥なんでしょうか？」


「芸術とともに愛も深められるでしょ[image: ]」


　おぉ……まさに牡丹先輩の趣しゆ味み丸出しのシチュエーションだ……。


『おい、話が変な方向に進んでるぞ！　このままじゃファーストフェイズすら終われん!!』


　来夏が焦あせって無線を飛ばしてくる。


「もう、即そつ興きようの演技でやるしかありませんわね」


　成子がぼくの横から来夏を見み据すえていた。


「でも即興って、来夏がそんな芸当をできるわけないじゃないか」


「即興演技なら私の得意分野ですから、お任せください」


　成子がおもむろに無線を入れる準備をした。


「──来夏さん。今から私の指示に従って演技を続けてください」


『わかった。早く頼たのむぞ』


　成子は「では──」と次々に無線で指示を飛ばす。


　ぼくは来夏の方へ目をやり、どう演じるのか見守ることにした。


「先輩……。私、もっと穏おだやかに愛を育はぐくんでいきたいんです」


　来夏はそう言って牡丹先輩の肩かたにしなだれかかる。


「全部あたしに任せなさい☆　ヌードでスケッチ＆撮さつ影えい会に決定よ♪」


「先輩、でも、私は先輩との思い出をもっと大切に育んでいきたくて──」


「そんな甘いこと言ってちゃ、芸術にも甘さが出るわよ☆」


　その言葉を聞いた途と端たん、来夏の肩がピクッと動いた。


「……そ、そうか。芸術に甘さが……そうだよな……」


　なんだかおかしな台詞せりふが入ったので成子を見ると、あたふたしながら来夏の方を見ている。


「来夏さん、芸術って言葉に反応して、私の指示を無視し始めましたわ！」


「やっぱり……」


　なんとなくそんな気がしていた。


　来夏と牡丹先輩の会話に耳を立てると、話がどんどん凄すごい方向へ進み始めている。


「ヌード大会をする前に、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入って身を清めましょ♪」


「そんなことまでする必要があるのか？」


「お互たがいの体を知らなきゃ、表現のしようがないじゃないのぉ～」


「なるほど。一理あるな」


「せっかくだから、ちゃんと一晩過ごしたあとにヌード大会をしない？　ふたりでベッドの上で目覚めた朝、陽の中で芸術を高め合うの[image: ]」


「それは完全にお前の趣味だろ。さっさと風呂に入ってヌード大会をするぞ」


「あら、ちょっと話してる間にいきなり頼もしくなっちゃってぇ～」


　来夏と牡丹先輩はそのまま女子寮りようへ向かって歩き出す。


『ちょっと来夏！　あんたなにしてるのよ!?』


　蘭が無線で来夏を止めに入った。ぼくと成子も慌てて蘭に続き無線を入れる。


「来夏！　芸術のためだからってそこまですることないだろ!!」


「そうですわ！　来夏さん、絶対に食べられちゃいますわよ!!」


『うるさいぞ。この先輩を私が引きつけるのはお前らも本ほん望もうだろ』


　そう言って来夏が無線を投げ捨てたのが見えた。


　……牡丹先輩を口説くのが目的だけど……この展開はまずいだろ!!


　ぼくは木こ陰かげから出て必死にふたりを追った。しかしギプスのせいで速く動けず、どんどん距きよ離りが開いてゆく。成子は蘭と慌あわただしく無線を交かわし、ふたりを止める方法を相談していた。


「来夏……芸術に身を捧ささげ過ぎだよ……」


　ぼくはその場に膝ひざをつき、遠ざかってゆくふたりを呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。


　……来夏って、やることが極きよく端たんなんだよなぁ……。


「──ちょっと、悪者退治の邪じや魔まだからどいてくれない！」


　後ろからいきなりぼくを怒ど鳴なる声がした。


「悪者退治??」


　いぶかしげに顔を向けると、そこにはフリフリのミニスカートをはいた小こ柄がらな女の子が、張りぼてのクラリネットを手に立っている。


[image: ]


「って──鳴唐さん!?　なにをしてるの!?」


「違ちがうもん。吹音は音魔ま女じよの吹音だもん。っていうかあなた、ほんと邪魔だから！」


「音魔女!?　それにぼくが邪魔って……べつに誰だれの邪魔にもなってないし……」


「吹音の邪魔なの！　吹音が悪者退治しに行く道の上にあなたがいて、とっても邪魔なの!!」


「悪者って誰？　しかも邪魔って……この道、ぼくを避よけて進むスペース余よ裕ゆうであるし……」


「勘かん違ちがいしないでね！　吹音、あなたのことなんてどうでもいいけど、ほんと邪魔だから話しかけてるだけなんだからねっ!!」


　……なんだろう、この設定。ちょっと不器用だけど、まさか……ツンデレ？


「あの……またクラスメートの誰かになにか言われたの？」


　鳴唐さんはぼくの言葉を聞くと、一いつ瞬しゆん固まる。


「か、勘違いしないでね！　吹音は音魔女として悪者を──」


「正直に言ってごらん？　今度は誰になんて言われたの？」


「……それは……あの……匂においを嗅かぎ分ける才能の人が、あなた、妄もう想そうの世界に生きてる匂がするから、アニメっぽい恰かつ好こうで怒おこりながらテレたらきっと仲直りできるって……」


「い、一部当たってるけど……それは違う！　なんか、方向性が違う!!」


「……そうなの？」


「そこは聞き返さないで欲しいんだけど……っていうか、ぼくたちもう仲直りしてるだろ」


「……ほんと？　もう許してくれたの？」


「鳴唐さん……気にしすぎだよ。ぼく、本当にはじめから怒ってないんだ。それに……鳴唐さんがぼくを喜ばせようとする方向性が凄いことになってきてるから、そろそろ普ふ通つうにしてくれないと鳴唐さんが危険っぽいし……」


「うん。じゃあ普通に話すね。ちゃんと仲直りできてよかった」


　鳴唐さんは心につかえていたものが一気に取れたように、本当に晴れやかな笑え顔がおを見せた。


　……ほんと、真面目まじめな子だよなぁ……。


　そこまで考えて、ぼくは来夏の身に危険が迫せまっていたことを思い出す。慌あわてて目を向けると、牡丹先輩と歩むその背がかなり小さくなっているのが見えた。


「まずいな……ぼくじゃギプスのせいで助けようがないし……」


　成子が蘭との相談を切り上げ、とりあえずふたりを止めようと駆かけ出した。だがあのふたりを前に成子ひとりでその歩みを止められるとは到とう底てい思えない。


　……あっ！　もしかして、ここで鳴唐さんが先せん輩ぱいに声をかけたら来夏が助かるかも……。


「いやいや、でもそしたら鳴唐さんが助からないし……。一体どうしたらいいんだ!!」


「どうしたの？　吹音が助からないってどういうこと？」


「鳴唐さん……」


　いつも通りの無む垢くな瞳ひとみをたたえる彼女と視線が合った。その瞳の純じゆん粋すいさに、ぼくは助けを求めるように弱音を漏もらしてしまう。


「クラスメートを助けるために、ひとりのクラスメートが犠ぎ牲せいになっちゃうかもしれなくなったら、どうしたらいいかな……」


「どっちも助けてあげて」


「いや、べつにぼくが助けるだなんてまだ言ってないけど……」


「助けるんでしょ？　だってあなた、そういう人だもの」


　綺き麗れいで純粋な瞳をこちらへ向け続ける鳴唐さん……。そんな……ぼくがそんな上等な人間なわけないじゃないか。一体どうして彼女はそういうことをあっさりと言えるんだ……。


　そうこう考えているうちに、鳴唐さんが牡丹先輩を見つけて声を上げてしまう。


「あ、牡丹先輩～！」


　鳴唐さんの声を聞きつけた牡丹先輩は、来夏とともに歩んでいた足をピタリと止め、急に方向転てん換かんしたかと思うとこちらへ向かって猛もうダッシュしてきた。


「吹音ちゃ～～～ん♪　またあたしのためにコスプレしてくれたのぉ[image: ]」


　牡丹先輩はそのまま楽しそうに鳴唐さんと話し出し、来夏の存在を完全に忘れ去った。


『……ミッション、失敗よ』


　蘭の苦々しい声が、無線に入ってきた。








　窓には夕ゆう闇やみが迫っていた。光の強い星はすでに瞬またたき始めている。成子も、蘭も、来夏も、みんな夕闇の静けさの中でより一層ひっそりと沈しずんでいた。


「……丈途、早く次のシナリオ作りなさいよ」


　蘭が投げやりに言う。


「成子を撮さつ影えいできないなら、私はもうＦＢＩに協力する意味などないんだが」


　来夏が不満そうに言う。


「私の力でどうにかなるものでしたらよかったんですけど……」


　成子が戸と惑まどったように言う。


　……このままじゃ駄だ目めだ。なにか、根本的なところでシナリオが間ま違ちがっている。牡丹先輩が鳴唐さんのなにに惹ひかれているのか、ぼくらはまだ理解しきれていない。


「あのさ、鳴唐さんのどこが魅み力りよく的なのか、みんなでちゃんと話し合わない？」


「全部いいに決まってるでしょうが！」


　蘭の即そく答とうは静かな部屋に一いつ瞬しゆんだけ響ひびき、すぐにその余よ韻いんを消す。


　そんな中、ふと、成子が思い出したようにつぶやいた。


「吹音さんのことを色々な人が注目し始めたのって、おそらくオリエンテーション大会の決戦での、あの演奏ですわよね？　そう考えると、吹音さんの一番の魅力はやっぱりクラリネットということになるんでしょうか」


　成子の話を聞いて、来夏が考えるようにして口を開く。


「もしあの先輩が鳴唐のクラリネットに惚ほれたんだとしたら、それはつまるところ鳴唐の才能に惚れたということになるな。しかし一口に才能と言っても身体的なものから技術面や人格まで含ふくめての才能だ。突つきつめて考えると結局、他ほかの誰だれでもない鳴唐に惚れているという非常に心温まる結論に行き着くわけだが……」


　来夏の言葉を聞いて、みんなが重くなった。もしそれが本当だったら、ぼくらではもう牡丹先輩を止めることはできない。


「いっそ吹音ちゃんのコピーでもいればいいのになぁ」


　蘭はそう言うとふて腐くされたようにベッドへと寝ね転ころがった。


　今晩は、どうやってあの先輩を止めよう。








『丈途、状じよう況きようはどう？』


「指定されたポイントには到とう達たつ済み。目標が現れるまで待機中だよ」


『成子は？』


『こちらも指定されたポイントに到達済みですわ』


『来夏は？』


『…………………………』


『……さぼったわね』


「あのさぁ、蘭。この方法ってあんまりスマートじゃない気がするんだけど……」


『丈途がスマートだなんて恰かつ好こうつけた言葉、笑わせてくれるわ。これは総力戦というやつよ。今日さえ乗り切れば明日からは平日だし、しばらくなんとかなるじゃない。だいたい、あんたのシナリオが役に立たなかったからこうなったんだからね』


　……しまった、やぶ蛇へびだったか……。痛いところを突かれてしまった……。


　今日さえ乗り切ればなんとかなるのは確かだった。平日なら牡丹先輩も忙いそがしいだろうし、鳴唐さんだって忙しい。しかも鳴唐さんは才能テストで小学生の絵画コンクールに優勝しなければならないのだ。今までクラリネット一筋だった鳴唐さんにとって、小学生のコンクールとはいえ絵画で優勝するのは難しいだろう。牡丹先輩がいくら鳴唐さんと遊びたくとも、そんな時間などないはずだ。


　ぼくは指定されたポイントにある換かん気き用の穴から下を眺ながめた。今のところ人ひと影かげは……ない。


「それにしても通つう気き孔こうで待機だなんて、なりふり構ってない感があるよなぁ」


　そう。ぼくは今、鳴唐さんの部屋の近くを通っている通気孔の中にいた。五輪養成ギプスのせいでまともに動けないので、鳴唐さんの一番近くにいる必要があるからだ。我ながらちょっと情けない理由の配置だった。


「そもそも廻先輩、ぼくのことずっと放置してるんだもんなぁ。これならたまにギプスを外してても大だい丈じよう夫ぶな気がするよ。ぼくの苦労も知らずに……テストがない先輩はお気楽だよなぁ」


　段々、無理して廻先輩の言いつけを守っている自分が馬ば鹿からしく思えてきた。


『──監かん視しカメラで目標を捕ほ捉そくしたわ。予定通り吹音ちゃんの部屋に向かってるみたいよ。成子、丈途、準備はいいわね？』


『──成子、準備オッケーですわ』


「──ぼくも大丈夫だよ」


『よし、じゃあミッション開始よ！』


　…………………………………………………………………………………………………………


　…………………………………………………………………………………………………………。


　しばらく待っていると、廊ろう下かの端はしから女たちの言い争う声が聞こえてきた。


「牡丹先輩！　他の女に走るだなんて、どういうことですの!?」


「恋れん愛あいは自由でしょ、成子ちゃん[image: ]」


「酷ひどいですわ……。成子の体、あんなに情熱的に触さわって……成子……もう牡丹先輩に汚けがされてしまいましたのに……」


「大げさねぇ。あんなのほんの序の口よ☆」


「牡丹先輩にとっては序の口でも……成子にとっては……」


　そこで、ハスキーボイスな女の子の声が泣き声に変わった。


「成子、順調に修しゆ羅ら場ばしてるな」


　この総力戦は牡丹先輩をいきなり恋こいの修羅場に持っていき、一晩時間を潰つぶすというものだ。恐おそろしく力ちから業わざなシナリオだった。


『丈途！　牡丹先輩が成子を無視してそっちへ向かい出したわ!!』


「了りよう解かい！」


　ぼくは通気孔から廊下を眺め、先輩が近づくのを待つ。そしてタイミングを見計らって──。


「ちょっと待ったぁぁぁぁ!!」


　叫さけびながら通気孔を飛び降りた。


「た、丈途ちゃんじゃないのぉ～。もう、びっくりしたわねぇ～」


「牡丹先輩！　ぼくの成子を汚けがして……許せません!!」


「はぁ!?　どういうことよぉ。しかもよく考えたら丈途ちゃんがなんで女子寮りようにいるのよぉ」


「丈ちゃん！　これは成子と牡丹先輩の問題なの！　あなたは……帰って!!」


「ふざけるなよ成子！　どうしちゃったって言うんだよ!?」


「丈ちゃんとはもう……終わったのよ。先輩、ここは危険ですから場所を変えましょう」


「あたしは吹音ちゃんの部屋に行くのぉ。あとはふたりで勝手にやりなさいよぉ」


「ぼくの話はまだ終わってませんよ、牡丹先輩!!」


「……ごちゃごちゃうっさいわねぇ……。おい、丈途。あんまり調子にのるんじゃねぇぞ」


　牡丹先輩の口調が、いきなり変わった。どす黒く重い、のしかかるような声。


　……な、なんというキャラ変へん更こう……こ、恐こわすぎる……。


　ぼくと成子が固まっていると、不意に「ガチャリ」と音がした。


「……あ、牡丹先輩。吹音、ずっと待ってたんだよ？」


　気がつくと、鳴唐さんが部屋の扉とびらを開けてこちらを見ていた。音おん符ぷの柄がらが刺し繡しゆうされた、リボン付きのかわいいパジャマを着ている。


「あれ？　女子寮って男の子も入れたんだっけ??」


　鳴唐さんがぼくを見ながら不思議そうにつぶやく。


「吹音ちゃ～ん☆　この男の存在は幻げん覚かくよ♪　ここにはいないのよ♪」


「え？　でも声も聞こえてたし……」


「げ・ん・ちょ・う[image: ]」


　牡丹先輩はさっと動いて鳴唐さんの部屋へ入ろうとする。ぼくは慌あわてて追ったがギプスのせいでまったくもって追いつけず、鳴唐さんの部屋の扉が牡丹先輩の手で閉められ──。


「話はまだ終わってませんわ!!」


　──ガッ!!


　成子が自分の足を扉にはさんで閉まるのを止めた。そして強ごう引いんに扉を開くと牡丹先輩の服をつかんで力任せに引っ張り出し、どこかへ連れ去ってしまう。


「あららぁ～～～女の子にしては力が強いのねぇ～～～～～」


　ぼくと鳴唐さんは互たがいに黙だまって成子たちの消えた方角を見つめていた。


　──どっちも助けてあげて。


　──助けるんでしょ？　だってあなた、そういう人だもの。


　鳴唐さんに言われた台詞せりふが頭をかすめた。一体なにが鳴唐さんにそう言わせたのかいまだにぼくはわからないが、ただ、結局なにひとつできなかった悔くやしさだけがつのってゆく。


「……ごめん。ぼくじゃ助けられなかったよ」


　事態がのみこめず首をかしげている鳴唐さんを前に、ぼくはそれ以上の言葉が見つからない。


「──どうしたんだ!?」


　廊下の奥で大人の男の声が聞こえた。


　──まずい、守衛さんだ！　騒さわぎを聞きつけて来たんだ!!


　まだ廊下の角を曲がった先にいるようなので大丈夫だが、早く隠かくれないと警察行きになってしまう。一いつ瞬しゆん、鳴唐さんの部屋に入れてもらって隠れようかとも考えた。しかしいまだ不思議そうにこちらを眺ながめる彼女を見て、言葉がつまってしまった。


　……いきなり女の子に「部屋に入れてくれ！」だなんて、言えないよなぁ……。


「──まったく、お前の周りはどうしてこういつも騒がしいんだろうな」


　声の方を向くと、呆あきれたように腕うでを組む来夏がいた。


「なにしてたんだよ、来夏！」


「元々私はＦＢＩに部屋を貸すだけの契けい約やくだ。ミッションに参加するかどうかは自由だろ」


「それはまぁ……そうだけど」


「前も、こんな風にお前を守衛から逃にがしたことがあったな」


「逃がす？」


「そういえばあのときは即そく答とうで私の男になることを断っていたが……もう時間がないし今回聞くのはやめておこう」


「へっ？」


　来夏はぼくが潜ひそんでいた通つう気き孔こうの出入口を指すと、こちらに向かって急に駆かけてくる。


「──えっ!?　ちょっ、待っ──」


「思いっきり飛べ!!」


　問答無用の声に、ぼくは全力でジャンプする。その勢いが死なないうちに蹴けり上げる来夏の足がぼくの足裏に当たり、通気孔の中へと一気に飛び上がった。


　──ガンッ!!


「痛ったぁ……」


　勢い余りすぎて、通気孔の上に激げき突とつしてしまった。


「──今、悲鳴が聞こえましたけど……どうかされましたか!?」


　鳴唐さんの部屋の前に到とう着ちやくした守衛さんが、来夏に慌てて聞いていた。


「すまんな。ちょっと太ってしまったものでこう……あれだ。ジーパンからお腹なかのお肉がだな……わかるだろ？」


　守衛さんは心底呆れたように口を開けていた。守衛さんは次いで鳴唐さんにも目を向けていたが、彼女は不思議そうにこちらをじっと見つめていたため守衛さんの視線に気づかない。


「乙おと女めの寮りようを警備するわけだから、お前も少しは察しろ」


　来夏がやけに偉えらそうに言い、帰るようにあごで示す。守衛さんは納なつ得とくいかないながらもどう言い返したものか悩なやんでいるようだったが、やがてあきらめて去ってしまった。


「……おい、丈途。一応断っておくが、私に贅ぜい肉にくなどついていないからな」


　ぼそりとつぶやいた来夏の頰ほおは、なぜか薄うす紅べに色いろに染まっていた。








　通気孔を這はい進んで外に出ると、綺き麗れいな星空が目に飛びこんできた。守衛さんに見つからないよう近くの茂しげみに隠れると、やっと一息つく。


「もう、今夜は牡丹先輩、鳴唐さんを襲おそわないよな……」


　成子ならどうにかしてくれるだろう。今のぼくより何倍も頼たよりになる。今の、なにもできないぼくよりも……。


「ぼく……一体なにやってるんだよ」


　才能テスト……ＦＢＩ……。気がついたらいろんなことでどんどん振ふり回されて……。


「だいたい、こんなギプスがなんだって言うんだ！　廻先輩、ぼくのことなんて忘れてるに決まってるし!!」


　ぼくはギプスのベルトを握にぎり、片かたっ端ぱしから外し始めた。


「どうして……どうして今まで律りち儀ぎにつけてたんだ！　こんな物さっさと外してれば謡江を傷つけることもなかったんだ！　さっき自分で鳴唐さんを守ることだってできたんだ!!」


　ぼくをずっと苦しめていたギプスは、一分とかからずすべて外れた。一分とかからぬこの作業を躊躇ためらっていたせいで、ぼくはいろんなことを我が慢まんし続けなければいけなかった……。


　ギプスのバネから逃のがれた解放感は、しかしぼくを心地ここちよくすることなどなかった。むしろもっと早く見切りをつけておくべきだったと、後こう悔かいばかりが押し寄せてくる。


「もう、ぼくの好きにしてやる!!」


　自由に動けなかった今までの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように全力疾しつ走そうをし、仕し掛かけ部屋を目指した。ぼくの携けい帯たい電でん話わが囚とらわれている仕掛け部屋。ルールなんてもう関係ないと思った。そもそもが勝手に始まった試験なのだから。





　仕掛け部屋の前に着くとすぐさま中を確かく認にんする。薄うす暗ぐらいが見えないというほどでもない。目をこらせば段々と中の様子がわかってくる。とはいえここから確認できるのは跳ちよう躍やく板とその先の跳ちよう馬ば、奥の台に置かれたぼくの携帯電話、所々に仕掛けられた監かん視しカメラといったところだ。


「あの試験委員会が作った仕掛け部屋だし、機き関かん銃じゆう以外にもなにかあるよな……」


　しかしいくら中をのぞいたところでこれ以上はわからない。覚かく悟ごを決めるしかなかった。


「死ぬわけじゃないんだ。大だい丈じよう夫ぶさ」


　ぼくは意を決すると足を踏ふみ出し、一気に跳馬の脇わきを駆け抜ぬけようとした。すると天てん井じようから何丁もの機関銃が現れ、プラスチック弾だんの一いつ斉せい射しや撃げきを始める。


「ここまでは予想通り！」


　ぼくは腕をあげて顔面を弾たまから守り全力疾走を続ける。


　跳馬の脇を抜けてさらに奥へ進もうとすると、今度は天井からなにかが落ちてきた。それはぼくが足をおろす地点にちょうど落ちたため、避よけることすらかなわず踏んでしまう。


「バ、バナナの皮!?」


　思いっきりすっ転ぶ中、この程度の罠わななら恐こわくないと安心していた。その刹せつ那な──。


　バキィッ!!


「うぎぇごぐぇぇぇぇ!!」


　突つき上がるような鋭するどい衝しよう撃げきが股また下したを襲った。ぼくは悶もん絶ぜつしかける中、息もたえだえに下半身を確認する。


「さ……三角木馬ぁ!?」


　いつの間にかぼくは三角木馬の上にまたがっていた。おそらく、転んで倒たおれようとしていたところへ床ゆかから突き上がるようにして現れたのだろう。その衝撃たるや、想像を絶する。ぼくが極限の激痛で気絶しなかっただけでも奇き跡せきだった。


「は、早くおりないと女の子になってしまう……」


　むしろ今、ぼくは男として無事なのか心の底から心配だった。


　痛みに耐たえて三角木馬から転がり落ちると、次のトラップが発動する前に先へ進もうとする。


「……股またが痛すぎて、立てん……」


　本当に、ぼくは男として大丈夫なのか人生を賭かけて心配だった。


　仕方がないので横向きにゴロゴロと転がりながら前へ進んだ。不ぶ恰かつ好こうすぎるが、ここまで来て引き返すなどあり得ない。


　あと少しで携帯電話が置かれた台に到とう達たつしようとしたそのとき、今度は床が抜けて部屋の下へ真っ逆さまに落ちてしまう。


「うおぉおぉぉおぉぉ────！」


　ぼくは体中を打ちつけるようにして湿しめった土の上に落ちていた。罠に次ぐ罠のおかげですでに全身がアザだらけになっている。


「ここまでやるなんて……。試験委員会、想像以上にねじ曲がってるな……」


　痛みをおして周りを見ると、裸はだか電でん球きゆうが所々にあって辺りを薄うすく照らしており、ここが洞どう窟くつになっていることがわかる。まさか仕掛け部屋の下にこのような空間が広がっていようとは……。


　ぼくは上に目をやり、どれくらい落ちたのか確かめる。


「暗くてよく見えないな……」


　仕掛け部屋へと続く縦穴には明かりが届いていない。落ちた距きよ離りを確かめようがなかった。ぼくは上へのぼるのをあきらめると、洞窟の奥へ進もうと一歩踏み出す。


　──グルルルルルル。


「え？」


　風の唸うなりのような音がした。


　──グルルルルルル。


　ぼくは指先を舐なめて湿らせると、どこから風が吹ふいているのか確認しようとする。だが──。


「風じゃない？」


　指先の湿りが風に冷やされることはなかった。では一体、なんの音だというのだろうか。


　洞窟の奥へ向けてさらに一歩踏み出したとき、影かげが近づいてくるのが見えた。


「誰だれかいるんですか？　よかった……。ぼく、上の部屋から落ちちゃったんで助けて欲しいんですけど……」


　──グルルルルルル。


　出かけていた言葉が、驚おどろきで止まる。影は、四つ足だったのだ。


　──グルルルルルル。


　影の正体が裸電球の薄うす明あかりに照らし出された。油断なく動かされる四し肢し。鋭い瞳ひとみ。そして黄おう褐かつ色しよくの特とく徴ちよう的てきなたてがみに、鋭えい利りな牙きばと爪つめ……。


　──百ひやく獣じゆうの王、ライオンだ!!


　一いつ瞬しゆん、悪い冗じよう談だんかと思った。いくら試験委員会でも、そこまでやるはずがないと思った。


　だが次の瞬間、ライオンはぼくの目を見み据すえると咆ほう哮こうを上げ、一気に飛びかかってくる。


「ぼくなんて食ったら、下げ痢りじゃすまないぞー！」


　慌あわてて洞窟の壁かべに手をかけると、何メートルあるかもわからない縦穴を必死にのぼった。途と中ちゆうで手がすべって一度落ちかけたが、獲え物ものを食おうと必死のライオンが下で唸っているのを見て、死ぬ気でのぼりきった。


「あっ──！」


　仕し掛かけ部屋に戻もどった瞬間、目の前にぼくの携けい帯たい電でん話わが見えた。反射的に手を伸のばし、つかもうとする。これで無意味な試験が終わると心の底から喜びがわいた。だが──。


「そんなぁぁぁぁ────！」


　携帯が置かれた台の脇わきから巨きよ大だいなグローブが飛び出し、ぼくを部屋の外まで一発で殴なぐり飛ばしてしまう。


　ぼくは殴り飛ばされた勢いのまま廊ろう下かの壁まで転がってぶつかり、その場に倒れ伏ふした。


「まったく……見下げ果てた奴やつだぜ」


　男の人の声がした。体中が痛む中、ぼくはなんとか声の方へ目を向ける。


「め、廻先輩!?　どうしてここに!?」


「監かん視しカメラがお前を検知したら、俺に自動配信でメールが届くよう先輩方に設定してもらったんだ」


　廻先輩は携帯電話を取り出すと、跳ちよう馬ばの脇を駆け抜けようとしているぼくの写真を見せた。監視カメラの画像から送ったものだろう。


「一応、お前とはペアだからな。しかし五輪養成ギプスを外し、あまつさえ跳馬すらせずに携帯電話を取り戻そうとするとはな」


「こんな試験なんてぼくは認めてませんよ！　いきなり大切な物を奪って勝手に始めて……なにが才能テストですか!!」


「そんな言訳は聞かん!!　だいたい、ルール違い反はんした末路がこれなら笑わせてくれるよなぁ」


　廻先輩は鼻で笑い、こちらに背を向けた。


「時間の無む駄だだったようだな。俺はお前と違ちがって忙いそがしいんだ。あまりわずらわせるなよ」


　それだけ言うと先輩はぼくをおいてさっさと帰ってしまった。


　なんで……なんで大切な物を理り不ふ尽じんに奪われた人間にそんなことを言えるんだ。先輩は試験と関係ないからお気楽でいいだろうけど、ぼくはぼくで必死にやってたんだ！


　悔くやしくて涙なみだが出てきた。仕掛け部屋を攻こう略りやくできなかった自分にも、廻先輩にろくに言い返せなかった自分にも、そして謡江を傷つけ、鳴唐さんを助けられなかった自分にも……。








　ぼくは泣きはらした目をそのままに、寮りようへ向かって夜道を歩いていた。どうせ人通りもないのだ。もし誰かいたとしても暗くてわからない。このままでいいと思った。


「──ぼくじゃ助けられなかったって、どういう意味？」


　息を切らせた女の子の声がした。顔を向けると、淡あわい月明りの中に鳴唐さんが立っている。


「お話、まだ途中だったでしょ？　吹音、体育館裏で倒たおれてるあなたを見て勘かん違ちがいしちゃったから……今度はあなたの話、ちゃんと聞きたいの」


　彼女はその小さな口で息を切らせながら、一いつ所しよ懸けん命めいに言葉をつむいでいた。もしかして、あのあとぼくを捜さがして走り回っていたとでもいうのだろうか。いや、まさか……。


「……ねぇ、あのギプス、どうしたの？」


　彼女はこちらにいぶかしげな視線を送ってくる。その瞳の中に、言い知れぬ不安のようなものをのぞかせていた。


「あんな物つけてたってどうしようもないよ。廻先輩、ぼくのことほったらかしだしさ」


「でもあのギプス、どうしてもつけてなきゃいけなかったんでしょ？　だから体育館の裏で倒れてたんでしょ？」


「もういいんだよ。はじめから、先輩が楽するためだけに用意した物なんだからさ。ぼくはぼくのやり方で携帯電話を取り戻すよ。ルールなんて知ったことじゃないんだ」


　鳴唐さんはそれを聞くと、ショックを受けたように瞳を見開き、固まってしまった。


「……一体どうしたの？」


　彼女はなにも答えない。


「ぼく、なんか変なこと言った？」


　彼女は不意にこちらから顔をそらすと、震ふるえる声を絞しぼり出す。


「吹音……嫌きらい。そんなずるいの……嫌い！」


「……え？　どういうことだよ？」


「才能テスト、どうしてそんなずるして受けるの!?　いきなり始まっちゃった試験だけど……なんであなたがずるなんてするの!?」


「な……なんだよ。どうして怒おこるんだよ。こんなテスト、誰だれも認めちゃいないだろ!?」


「だって……だから……どうしてあなたがそんなこと言うの!?」


「……え？　どうしてぼくがって……」


「どうしてオリエンテーションの決戦で吹音を待ってくれたあなたが、そんなこと言うの!?」


　そんな……そんなこと、今は関係ないじゃないか。ぼくはいろんなことが悔しくて、鳴唐さんを助けられなかったことも悔しくて、ギプスを外したんだ。


「ギプスのことはぼくの勝手だろ！　そんなことで怒らないでくれよ」


「そんなことって……。吹音、一いつ緒しよにがんばってると思ってたのに……」


　こちらへ向けられた彼女の顔は、どうしようもなく悲しげで、寂さみしげで、心細げだった。


　──一緒にがんばろうね。


　そう言って純じゆん粋すいな笑え顔がおを見せたあのときの鳴唐さんを思い出す。


　本気、だったんだ……。


　ぼくにはそれが驚おどろきで、彼女になにも言い返せなくなってしまった。


　そうこうしている間に鳴唐さんはぼくに背を向け、黙だまってその場を駆かけ去ってしまう。


　ぼくは啞あ然ぜんとして彼女の後ろ姿を眺ながめ、立ち尽つくしていた。


「……なんだよ。なんだっていうんだよ。ぼくだって一所懸命にやってたんだ。鳴唐さん……人の気も知らないでさ」


　吐はき捨てるように言うと、ぼくは寮に向かって歩き始める。


　涙の跡あとはまだ、夜風で拭ぬぐいきれず残っていた。




４　二度目のデートは命がけ!?







　月曜になって登校すると、クラスメートはいつも通りの様子で朝のホームルームを待っていた。ぼくを一いつ瞬しゆん目にとめた者もいたが、やはりいつも通り周りとの雑談を続けている。


　……ぼく、今日は五輪養成ギプスつけてないんですけど……。


　よく考えたら、ギプスをつけていたときもリアクションのある者は少なかった。


「ま、ギプスなんてどうでもいい物だったしね。あの苦しみも、どうでもいいことだったしね」


　自じ虐ぎやく気味に笑っていると、誰かの視線を感じて教室の入口に目をやる。


「──律!?」


　律はぼくと目が合うとすぐに顔をそらし、黙って右みぎ隣どなりの席に座ってしまった。謡江からは少し落ちこんでいる程度と聞いていたが、今の様子を見る限りではとても少しとは思えない。


　ど、どうしたらいいんだ!?　友達と恋れん愛あいで揉もめたとき、どうやって仲直りすればいいんだ!?


　ひとりで慌あわてていると、蘭が教室に入ってきた。


「あら、ギプス外れたのね。今度からは実行部隊としてもＦＢＩに貢こう献けんしてもらおうかしら」


　ぼくがなにか言おうとすると、それよりも早く誰かの声が聞こえてくる。


「おい、蘭。もう成子を使わないなら私の部屋から出て行ってくれ」


　いつの間にかぼくの後ろに来夏が立っていた。


「成子にはしばらく牡丹先輩の見張りを頼たのむけど、牡丹先輩を口説ける必殺のシナリオができたら一気に攻せめに転じるわ。それまで待ってくれない？」


「……そういうことならまぁ、考えなくもないがな」


　来夏が不満をギリギリで抑おさえるようにつぶやくと、教室の端はしから何人かの女子が駆けてくる。


「蘭お姉さま！　今、来夏さんの部屋にいるんですの!?」


「最近お忙いそがしいのかと思ってお姉さまに会うのを我が慢まんしておりましたのに……」


「酷ひどいですわっ！　私たちのことをほったらかしにして！」


　女の子たちはみんな必死で蘭に抗こう議ぎしている。


　……まさか、蘭の妹たち？


　瞬間的に、蘭の弾だん丸がんタッチが頭をよぎった。


「──駄だ目めだ！　今そんなこと考えたら、また書いてもいないのに紅の聖書レツド・バイブルしてしまう!!」


　ぼくが自分の頭を叩たたいて自制していると、来夏が妹たちに向かって呆あきれたように言う。


「私の部屋には成子と、そこのポルノ作家もいる。心配するようなことはないぞ」


　その言葉を聞いた途と端たん、蘭の妹たちが凄すごい形相でぼくにつめ寄ってきた。


「なんで男のあんたが女子寮りようにいるのよ！」


「どういうこと!?　警察呼ぶわよ!!」


「っていうか、こんな男と蘭お姉さまが一いつ緒しよにいる方がよっぽど不安だわ!!」


　……来夏。どうしてこの場で言っちゃうかな……。


　話が面めん倒どうな方向に進んでいると見て取るや、来夏はさっさと自分の席に行ってしまった。後に残されたぼくはわめきちらす妹たちを前になにひとつ言えないで立ち尽つくしている。


　ふと、鳴唐さんの席に視線がいった。鳴唐さんはこちらの喧けん噪そうへ目をやっていたが、ぼくが見ていることに気づくとすぐに顔をそらしてしまう。


　オリエンテーション大会で少しは仲良くなれたと思っていたのに、まただ。またぼくは彼女とすれ違ちがっている。ぼくに女の子と接した経験が少なすぎるからだろうか。それとも鳴唐さんの感性が独特だからだろうか。正直、もうどうしたらいいのかわからなくなっていた。彼女に、どう接したらいいのかわからなくなっていた。


「──丈途。あたしの妹たちを完全に無視するんじゃないわよ」


「え？」


　周りを見ると、蘭の妹たちはいまだにぼくへ向かってあらゆる罵ば倒とうを喋しやべり続けていた。


　……執しゆう念ねん深ぶかいな。妹の嫉しつ妬とって、恐こわい……。


「丈途はあたしの作ったチームで極ごく秘ひの仕事をやってるの。みんな、許してあげて」


　蘭が仕方なさそうにフォローを入れると、妹たちは一いつ斉せいに口をつぐんで蘭の周りに集まった。そして、自分たちが今までどれだけ寂さびしかったかを泣きながらに語り始める。蘭はその話を聞きながら妹たちを優やさしく慰なぐさめていた。


　……これもまた、青春なのだろうか？


「ほら、ホームルームを始めるわよ。席につきなさい」


　教室に、いつもながらのスカートスーツを着た亜希先生が入ってきた。ブラウスから溢あふれんばかりの胸もいつもながらで、今日も元気に出欠の点呼が始まる。


「亜希先生の安定感は抜ばつ群ぐんだな」


　ぼくはひとり頷うなずき、先生をぼうっと眺ながめていた。


「……丈途くん。朝から獲え物ものを狙ねらうような目で先生を引かせないでちょうだい」


　……先生の突つっこみも、安定感が抜群だ。








「丈途くん……ギプスは？」


　昼休みになると、謡江がまたお弁当を持ってきてくれた。彼女はギプスをつけていないぼくを見て、驚おどろいたように口に手を当てている。その手にはまだあの包帯が巻かれていた。ぼくを助けるために無理して木の棒を地面に突き立てた痕あと。ぼくがギプスを外さないよう頼んでしまったがゆえについてしまった痕あと。


「……ごめん。先せん輩ぱいの言いつけだから守ってたけど、結局は先輩が楽するための物だったよ」


「……そっか」


　謡江は気を取り直すように一度頷くと、弁当箱を持ち上げてこちらに笑え顔がおを向ける。


「せっかく自由に動けるようになったんだから、今日はお外で食べない？」


　彼女の笑顔は健けな気げで、そして、荒すさんでいたぼくの心を安らがせた。


　ふたりで中庭に行くと、適当な木こ陰かげを見つけて腰こしをおろす。


　山のそよ風。緑の匂におい。小鳥の声……。久々にゆっくりした気持になった。今まで寝ねるときもギプスで自由にならない生活を送っていたのだ。ただの日常がひどく懐なつかしいものに思える。


「今日はね、ハンバーグを作ってみたの」


　弁当箱の中には一口サイズのハンバーグがいくつも入っていた。いい感じで焼けていておいしそうだったが、少しだけ形がふぞろいなところが微笑ほほえましかった。


「お料理ってそんなに上手じゃないけど……きっと大だい丈じよう夫ぶだと思う」


　ちょっと自信なげに言う謡江を見て、笑ってしまった。


「謡江のお弁当っておいしいよ。今日のハンバーグも楽しみだな」


「そんな……嬉うれしいわ。ありがとう」


　本当ならこちらがお礼を言わなければならないのに、謡江は恥はずかしそうに頭を下げていた。


　見た目も雰ふん囲い気きも華はなやかな子なのでわからなかったが、最近謡江と色々話してみて、凄く純情な子だと気づいた。小説好きなのでぼくと話も合う。


　そのとき、ふとどこからかクラリネットの音が流れてきた。


　──鳴唐さんだ。


　昼休みだというのにまた練習をしているのだ。昼ご飯……きっと食べていないに違いない。


　ぼくは一いつ瞬しゆん、視線を巡めぐらせて鳴唐さんを捜さがそうとした。しかし次の瞬間、昨日の出来事を思い出して捜すのをやめる。


「ぼくだって……一いつ所しよ懸けん命めいにやったんだ」


　不思議そうにこちらを見つめる謡江に気づき、ぼくは慌あわててお弁当を食べ始めた。


「──音楽棟とうがあるのに、こんな所で吹ふくのね」


　謡江はそう言い、中庭の一点を見つめていた。きっとその視線の先には鳴唐さんがいるのだろう。いつも通り小さな指をせわしなく動かし、クラリネットを吹いているのだろう。だがぼくはそれを見ることなく、黙もく々もくとお弁当を食べ続けていた。


「ちょっと不思議な子だけど……ギプスであんな状態の丈途くんを放っておくなんて……」


　謡江は自分の手に巻かれている包帯を見つめた。


　体育館裏で一緒に朝を迎むかえたあの日、土まみれになって手に血を滲にじませていた謡江……。


「ごめん……」


　思わずそう言って、包帯の巻かれた謡江の手を握にぎっていた。


「えっ!?　丈途くん……ど、どうしたの!?」


「──ん？　あっ！　ご、ごめん!!」


　ぼくは慌てて謡江から手を離はなした。顔中が火ほ照てってくるのを感じながら、必死に言葉を継ついでそれをごまかそうとする。


「謡江には色々お世話になっちゃったし、今も色々お世話になっちゃってるし、なんか──」


「い、いいの！　私がやりたくてやったことなんだから、その……気にしないで!!」


　謡江はそう言うと包帯の巻かれた手を広げ「もう痛くないのよ？」と笑ってみせた。


　思いやりに満ちた優しい笑顔。謡江は、本当にいい子だ。話していて言葉が素す直なおにぼくの中に入ってくる。


　辺りには風にのって鳴唐さんのクラリネットが響ひびいていた。素そ朴ぼくで温かな音……。だが鳴唐さんの言葉は、どうしてあんなにわかりづらいのだろう。








　ギプスがないおかげか一日が無事に過ぎ去った。放課後になると教室に成子がやってきて、ぼくや蘭とＦＢＩの話を始める。


「ＦＢＩ……か」


　そもそもぼくはどうしてＦＢＩに入ったのだろうか。蘭から鳴唐さんを守るためと言われ、オリエンテーション大会のときの借りを返せと言われ、深く考えもせず参加していた。だが正直、ぼくはこのままＦＢＩを続けるべきなのかどうか悩なやんでいた。


「あの、ちょっと聞いて欲しいんだけど……」


　ぼくのつぶやきは話に熱中していた蘭と成子には聞こえず、宙に舞まってしまう。


「丈途、あんたもうギプスがないんだから、今夜は早く秘密基地に来なさいよ」


　蘭はそう言うと成子と教室を出て行ってしまった。


「……ぼく、なんでＦＢＩにいるんだろ……」


　教室にはもう誰だれも残っていなかった。ぼくの言葉に答える者はなく、辺りにはただ緩ゆるやかな風だけが流れている。


　ふと、鳴唐さんの席に目をやった。しばらく眺ながめていると、机の下に小さな木もく片へんが落ちていることに気づく。近くに行くとそれがリードと呼ばれるクラリネットの部品だとわかった。


「確かリードのことで、鳴唐さんに凄すごい勘かん違ちがいをされたことがあったな……」


　リードは演奏する際に口が直接つく部分だ。ぼくはそのリードを、様々な不幸な要因が重なった末に味見してしまったことがある。鳴唐さんはそのことを「この人、吹音のこと、食べようとした」ともの凄い誤解を与あたえかねない表現でみんなに暴ばく露ろし、そのままぼくのことを避さけ続けたという過去があった。


「……なんか、馬ば鹿かな話だよな」


　我ながら笑いが漏もれてしまった。しかしそのまま笑え顔がおを続けることは叶かなわず、すぐに苦い表情になってしまう。


「ほんと、鳴唐さんとはすれ違ちがってばっかりだ……」


　ぼくでは鳴唐さんと仲良くなれないのかもしれない。ぼくでは鳴唐さんの感性を理解できないのかもしれない。何度もすれ違って喧けん嘩かばかり繰くり返して……もう、仲直りする自信がなくなってしまった。


「それに、今さらなんだよな。今さら桜の記念写真を取り返したって……送りようがないよ」


　──携けい帯たい電でん話わをあきらめよう。そのとき、ぼくはそう決めた。








　ロープをよじのぼって来夏の部屋へ向かっていると、蘭の弾だん丸がんタッチの音が聞こえてきた。また学園のシステムにでも侵しん入にゆうしているのだろうか。


　部屋の中に入ると、来夏と成子がなにやら話していた。


「丈ちゃん！　今ね、蘭お姉さまがすっごいこと思いついたの！」


「おい、成子！　そんなことはどうでもいいからさっさとあの先せん輩ぱいを口説け！」


「そんなに焦あせらないでくださいよ、来夏さん」


「失敗して食べられてもいいから……むしろ食べられたら食べられたで──」


「来夏さん！」


　成子は来夏の暴走を注意すると、仕方なさそうにこちらへ笑いかける。成子と来夏もずいぶんと親しくなったものだ。いや、ぼく自身、いつの間にかＦＢＩのメンバーとしてみんなにとけこんでいた。ぼくらはこの部屋を秘密基地と呼び、自分たちをＦＢＩと名のり、想おもいは違えど同じ目的に向かって時間を共有していた。だが──。


「あのさ……ぼく、ＦＢＩを辞やめようと思うんだ」


　その言葉を聞いて成子も来夏も不思議そうにこちらを見つめる。


「どうして丈ちゃんが辞めるんですの？　私、てっきり丈ちゃんは吹音さんのこと──」


「そんな奴やつを止める必要なんてないわよ」


　いつの間にか仮囲いの中から出ていた蘭が、成子にきっぱりと言う。


「ＦＢＩに腑ふ抜ぬけはいらないわ。聞いたところによると、ギプスだって自分で外したっていうじゃない……ほんと根こん性じようなしね」


「そもそもぼくは強ごう引いんに誘さそわれてＦＢＩに参加してただけで──」


「ふん。今さら言訳？　だいたい牡丹先輩ひとりシナリオで口説けないくせに、なにがカリスマ作家の芥川竹人よ。笑わせてくれるわ」


「それとこれとは話が別だろ！」


「ここであんたがＦＢＩを投げ出すってことは、あたしたちはあんたみたいな無責任で腑抜けた奴のシナリオに振ふり回されてたってことなのよ！　話が別なもんですか!!」


　蘭の言葉が胸に刺ささる。色々言いたくても、刺さった言葉が食いこんできて言葉につまる。


「蘭お姉さま！　丈ちゃんに今辞められたらあの計画が進められませんわ！」


「あたしと成子の力を合わせれば充じゆう分ぶんこと足りるわ。それにあの計画は才能テストにも関かかわるものよ。こんな、ＦＢＩもテストも途と中ちゆうで放ほうり出すような男に邪じや魔まされたくないわ」


「でもそれじゃあ最後の一押しが──」


「そもそも丈途をＦＢＩに引き入れたのは、作家としての才能を買ってのことでしょ？　でも今の丈途を見て、本当にポルノ小説の天才に見える？」


　蘭をなだめようとしていた成子も、今の台詞せりふにはなにも言えなかった。それは同時に、成子も蘭の言葉を認めたということだった。


「おい、もういいだろ。面めん倒どう臭くさいから私の部屋で揉もめるな。続きは外でやってくれ」


　来夏がうんざりしたように言い、追っ払ぱらうように手を振る。


「もうあたしから言うことなんてないわ。辞めたきゃ辞めなさいよ」


　蘭はそれだけ言うと再び仮囲いの中に戻もどってしまった。


「丈ちゃん……」


　成子が心配そうにぼくを見つめてくる。だが、どうすることもできなかった。今日はＦＢＩを辞めるためにここへ来たのだ。気持よく送り出してもらえるとは思っていなかったが、想像以上に後味の悪いものになってしまった。


「……ごめん、成子。力になれなかったね」


　ぼくは窓辺に行くとロープを握にぎり、ＦＢＩの秘密基地を後にした。








「──そんなに意外だった？」


　次の日の昼休み。昨日に続いて謡江がお弁当を持ってきてくれた。ギプスを外したためお弁当も終わりだと思いこんでいたぼくは、彼女を見て驚おどろきの表情を隠かくせないでいた。


「いきなりお弁当をやめちゃったら、丈途くんがお昼を食べられないかもしれないでしょ？」


　謡江は恥はずかしそうに言い、教室を見回す。


「今日はどこで食べようか？」


「そうだなぁ──」


　言葉の途中で、隣となりに座る律が立ち上がった。彼はそのまま黙だまって歩き出すと、実に自然に教室を後にする。声をかけるひまもなかった。彼とは今日も話していない。話しかけようにもそれをさせない雰ふん囲い気きがあった。


　ぼくが口をつぐんでいると、謡江がうながすように「また中庭に行く？」と聞いてくる。


「そうだね。他ほかに行く所もないし──」


　そこまで言って、ぼくは慌あわてて言葉を繫つなぐ。


「きょ、今日は屋上にしよう！」


「どうしたの？」


「きっと屋上の方が景色もいいだろうしさ！」


「それもそうね。じゃあ屋上へ行きましょう」


　……もし中庭に行けば、きっと鳴唐さんがクラリネットの練習をしている。ぼくは今、わざわざ自分から彼女の近くに向かう気になれなかった。


　ぼくらは屋上へ行くとベンチに座り、ふたりで麓ふもと街まちを見つめながらお弁当を食べ始める。辺りには同じように昼食をとる生徒たちがちらほらおり、多少のにぎわいをみせていた。


「丈途くん……私がお弁当作るの、迷めい惑わく？」


　ふと、謡江が思いつめたようにつぶやく。


「どうしてさ？」


「だって、さっきからずっと暗い顔をしてるわ」


「……ごめん。最近色々あってさ。謡江が悪いわけじゃないんだ」


「そっか……。私でよかったら相談にのるわよ？」


　謡江はぼくの目を、そのきらきらした瞳ひとみで真っ直すぐ見つめてくる。


「べっ、べつにいいんだよ、そんなに気を遣つかわなくてもさ」


　思わず変にどもってしまった。謡江はそんなぼくを見て微笑ほほえみ「ねぇ、今日の放課後ってひま？」と聞いてくる。


「特に予定はないけど……」


「実はね、今日は律くんが数学関係のお仕事で歌のレッスンができないの。だから私は自習なんだけど、渡わたされた問題は夜にでもやれば大だい丈じよう夫ぶな量なの。だから、その、丈途くんさえひまなら遊んでもらえると嬉うれしいなぁって……」


　──え？　こ、これってもしかして……デ、デートの誘さそい!?


「……駄だ目め？」


　謡江はこちらの様子をうかがうようにして答を待っている。


　ど……どうしろって言うんだ!?　ぼくにどう答えろって言うんだ!?　むしろ、こんな誘いを受けてどう答えたらいいんだ!!


　ぼくがうろたえてなにも言えずにいると、謡江は慌てて口を開いた。


「丈途くんも色々忙いそがしいだろうし、無理なら無理で断ってもらっていいの！　っていうか私、自分に時間ができたからって遊んでもらいたいだなんて……ほんとわがままだよね」


「──だ、大丈夫だからっ！」


「……え？」


「ぜ、全然ひまだからっ！　ちょっと色々やってたことも昨日終わりにしちゃったし、テストで取られた携けい帯たい電でん話わももういらないし、きっと謡江より全然ひまだからっ!!」


「ありがとう。嬉しいわ。でも携帯電話がいらないって……大丈夫なの？」


「昔使ってた携帯が実家にあってさ、そこからデータをうつせばほとんどの連れん絡らく先さきは入ってるから平気さ。新しい携帯を買うお金がちょっと痛いけどね」


「そっか。携帯に入ってるメールや写真っていい思い出だし、とっておく人って多いものね」


　思い出の……写真。ぼくは、頭に浮うかびかけたものを必死に打ち消す。


「テストで取られた携帯には、大切なデータって入ってなかったの？」


「……ないさ。だからもう、テストのことはいいんだ」


　ぼくは謡江のお弁当を手に取ると、思いっきり口にかっこみ始めた。








　バス停前にある長なが椅い子すに腰こしをおろすと、ポケットに手を突つっこんで財さい布ふがあることを何度も確かく認にんした。生徒手帳がプリペイド型の電子マネーになっているため閃学園内では現金がいらない。制服のまま学園から出ると財布を忘れてしまうことがよくあるのだ。


　謡江は私服に着き替がえてから来ると言っていたのでもう少し時間がかかるだろう。ぼくはあえて制服のままで来たので時間をもてあましていた。なぜ私服ではないのかと言えば──。


「謡江、ぼくなんかよりずっと恰かつ好こういい男、見慣れてるんだろうなぁ……」


　アイドル級にかわいい謡江だ。恰好いい男どころか、ぼくの何十倍もオシャレな男も見慣れていることだろう。そんな相手と遊びに行くのにあえて私服を着る勇気など……ない！


「ぼくはちょっと面めん倒ど臭くさがり屋の設定で、私服でもべつによかったけどなんとなく制服にしたんだ。ぼくはちょっと面倒臭がり屋の設定で、私服でもべつによかったけど──」


「なら丈途くんの私服、ちょっと見たかったなぁ」


　いつの間にかぼくのそばに来ていた謡江が、ぼそりとつぶやいた。


「い、いつから聞いてたの!?　どこから聞いてたの!?」


「丈途くんがちょっと面倒臭がり屋さんってところからかな」


　聞かれたくないところ、ほぼ最初からじゃん!!


「私、服なんて気にしないわよ。私は、丈途くんと遊びたかっただけなんだから……ね？」


　そう言って笑った謡江は、フリルのついたカットソーに落ち着いた色合いのスカートを合わせ、首からはいつものハートのペンダントを下げている。かわいらしくも清せい楚そな雰ふん囲い気きを崩くずさない絶ぜつ妙みようのコーディネートだ。


　無理無理無理……。こんな服につり合うような恰好、今のぼくには無理。というか謡江につり合うかどうかの問題で、すでに自分に「無理！」と言いたい気分になってきている。遊ぶ相手が女の子だと、人によってはここまでプレッシャーがかかるものなのか……。


「あ、バスが来たわよ」


　ぼくたちはバスに乗りこむと、車内の中なか程ほどまで進んで適当な場所にふたりして座ろうとする。


「謡江が窓側に座りなよ」


「私はどっちでもいいのよ？」


「今の時間だと、ちょうど夕ゆう陽ひが見えるからさ」


　その言葉で、謡江は急に暗い表情になった。


「どうしたの？　窓側、嫌いやなの？」


「丈途くんってやっぱり手て馴なれてるのね」


　……やっぱり？


「丈途くんって私なんかより全然大人だもんね。きっと私なんてただの子供に見えてるんだろうし、私なんかよりずっと素す敵てきな大人の女の人と大人の恋れん愛あいをしてきただろうし──」


「違ちがう！　それだけは絶対にあり得ない！　というかあり得ることがあり得なかった!!」


「でも丈途くんの小説って私の恋愛なんて足元にも及およばないくらいで、私、たまに男の人から声をかけられても恋愛って奥手で断っちゃうし、それで、恋愛経験って浅いから丈途くんに軽くあしらわれちゃうんだろうなぁってちょっと恐こわかったりして──」


「ぼくの小説は妄もう想そう！　……じゃなくて想像だから!!」


「……噓うそ。あんな小説書けるなんて、絶対に経験豊富よ」


「そんなことあるわけないだろ!!」


「でも今、景色がいいからって凄すごく自然に私をエスコートしてたわ」


「それは昔バスに乗ったときにちょっとそう思ったからだって!!」


「……そっか。少し安心したかも。ありがとう」


　謡江は表情を崩し、嬉うれしそうに窓側の席に座っていた。


　しばらくすると山間から茜あかね色いろの夕陽が見えてくる。温かな光を、謡江と一いつ緒しよに見つめていた。


　──そういえば昔、ぼくはこんな風にバスに乗って誰だれかと夕陽を眺ながめたことがあった。──そうだ。鳴唐さんだ。謡江に窓側の席をゆずったのは、オリエンテーション大会の気晴らしで鳴唐さんと遊んだとき、バスで窓側の席をゆずらなくて後こう悔かいしていたからだ。


「──どこで遊ぼっか？」


　夕陽を背にして謡江がこちらを向いていた。ぼくは慌あわてて麓街の商店街を思い浮かべる。


「……あそこってお店がほとんどないし、遊べるのってカラオケくらいじゃない？」


「土日だったら大きな街へ行く時間もあるのに、残念ね」


「せっかく普ふ通つうのテストが終わって遊べると思ってたのに……才能テストのせいでまた土日も試験勉強だもんね」


「でもそのおかげで、丈途くんとちょっと仲良くなれたわ」


「そ、それは──」


　謡江は自分の台詞に頰ほおを赤らめ、こちらから顔をそらしてしまった。そして今の発言をごまかすかのように早口で「そういえば丈途くん、小説の方は大丈夫なの？」と言葉を継いでくる。


「……小説？」


　………………………………………………………………………あっ！　締しめ切きり、今日だった!!


「やばっ！　担当に電話しないと!!」


　ぼくは慌ててポケットを探さぐったが、携けい帯たい電でん話わを取られていることを思い出して呆ぼう然ぜんとする。


　……これはまずい。かなりまずい。通常のテストに加えて才能テストが始まったせいで、新聞連れん載さいのストック用に渡わたしていた原げん稿こうは底をついていたはずだ。このままでは明日発売の新聞でぼくの連載に穴があいてしまう……。


　最近色々ありすぎてすっかり忘れていたが、今となってはあとの祭りだ。


「もしかして、締切りが近かったの？」


　謡江が不安そうに聞いてくる。


「よかったら私の携帯を使って──きゃっ！」


　謡江が自分の携帯電話をぼくに渡そうとした瞬しゆん間かん、バスが大きなカーブに入って揺ゆれた。それで体勢を崩してしまった謡江は、思いっきりぼくに寄りかかってくる。柔やわらかな謡江の感かん触しよくがして、甘い吐と息いきが胸むな元もとにかかった。


　……な、なんというアクシデント!!


　最近色々あってぼくは本当に疲つかれていた。神様はきっとそれを見ていて、今このとき、ぼくに癒いやしを与あたえてくださったに違いない。そうだ。携帯電話がないのだってしばらく小説から離はなれて気晴らしをしろという神様のおぼしめしに決まっているのだ。原稿の締切りなんてもういいではないか。もっともっと学園生活を楽しんだっていいではないか。なぜなら、ぼくはそのために地元を離れてわざわざ閃学園に入ったのだから──。


「謡江、大だい丈じよう夫ぶ？」


　ぼくは寄りかかっていた謡江の肩かたを持ち、体勢を直すのを助ける。


「ご、ごめんなさい！　私、いきなりバスが揺れちゃって──」


「いいんだ。それより締切りだけど、よく考えたらまだ大丈夫だったよ。ぼくの方こそ慌てちゃってごめん」


「本当？　なにか担当の方とお話があったら、私の携帯を使っていいのよ？」


「ありがとう。でもここってバスの中だし、どっちにしたって電話なんてできなかったんだ。なにかあったら寮りようの公衆電話を使うからいいんだよ」


「そっか。よかった」


　謡江は安心したように自分の携帯を見つめると、そっとポケットにしまっていた。


　バスは高い木々に挟はさまれた道に入っていったが、しばらく進んでいるとやがて景色のひらけた道にさしかかり、夕ゆう陽ひが再び車内を照らしてくる。
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「綺き麗れいね。丈途くん、席をゆずってくれて本当にありがとう」


　謡江は目を輝かがやかせ、夕陽をじっと見つめていた。


　麓ふもと街まちに着くと、ふたりでカラオケに向かう。ぼくはあまりカラオケがうまい方ではないので人と歌うとき多少の気き後おくれがあったりするのだが、謡江は歌の才能で閃学園に来たのだ。いざ歌い始めるとぼくとは次元が違ちがいすぎて、逆に自分の歌を気にすることがなかった。


「丈途くんってバラードもアップテンポも色々歌うのね」


「まぁ、たいしたレベルじゃないけどね」


「私、歌の先生からなぜかバラードしか教えてもらえなくて……カラオケに来てもバラードばっかりになっちゃうんだ。友達はみんな私が明るい曲を歌おうとすると止めるし……。でも今日は私も丈途くんにならって、この場を盛り上げちゃおっと」


「[image: ]!?　ちょっ、それは──」


　謡江を止めようとすると、男性アーティストの激しいナンバーが流れ始める。ぼくが入れた曲ではない。慌てて謡江を見ると、彼女はマイクを持ってはにかむようにこちらを見ていた。


「最近お気に入りの曲なの。キーの高さは私用に変えちゃうけどね」


　その瞬間、とてつもない高周波が辺りを襲おそい、部屋中のガラスにヒビが入り始めた。ぼくは急いで耳を押さえたが、一いつ瞬しゆん聞いてしまった音が鼓こ膜まくにかなりのダメージを与えている。


　お、恐ろしい破は壊かい力だ……。


「やめてくれ!!　死ぬから!!　冗じよう談だんじゃなく死ぬから!!」


　ぼくの必死の叫さけびも謡江の超ちよう越えつ的音おん痴ちの前にあえなく打ち消されてしまう。曲の盛り上がりとともに高周波は威い力りよくを増し、辺りのガラスはあと一歩で破は裂れつというか粉ふん砕さいというかもうどう見ても限界に近づいていた。手で耳を押さえているだけではすでに謡江の声を防げない状態だ。


「──そ、そうだ!!」


　ぼくは身を投げ出すようにカラオケの機械の前に倒たおれこむと、マイクのボリュームを調節するツマミを見つめた。


「でも……ボリュームをいじったら、一瞬だけ歌がそのまま聞こえちゃうな……」


　いっそ走って部屋から逃にげようかとも考えた。


「♪☆♭∇〆◇▼¶△◇■☆□∇☆♭～～～♪」


　謡江は人間の声とは思えない超ちよう絶ぜつ高周波を発しながら、満面の笑えみで歌い続けている。いつもカラオケでアップテンポを歌えずもの足りなさを感じていたのだろう。彼女は今、久しぶりに歌う激しい曲を全身で楽しむかのように身を振ふって歌い、実に晴れやかな顔をしていた。


　……あんないい顔で歌ってる謡江をおいて逃げるだなんて、できるわけないよなぁ……。


　もちろん、アップテンポは超越的音痴であるという事実を彼女に伝えて泣かせるようなまねなどできるはずもない。かわいいし性格もいい謡江を……泣かせられるはずがない!!


「こうやって何人もの罪のない聴ちよう衆しゆうが倒れてきたんだな……」


　実際に倒れたかどうかは知らないが、この超越的音痴を個室で体験したら絶対に倒れる。倒れなかったら奇き跡せきだ。ぼく自身がもうすぐ倒れそうだ。だが……謡江を注意できん!!


　ぼくは自分の心の弱さを呪のろうと、覚かく悟ごを決めるように息を呑のみ、ただ神に祈いのるように全速力で手を伸のばしてマイクボリュームをゼロにする。


「──ぎゃっぎぇ!!」


　一瞬だけ超絶高周波が耳にモロに届いたが……なんとか鼓膜を破らずにすんだ。


「ぼく……助かったんだ」


　謡江は楽しそうに歌を続けており、マイクボリュームの変化に気づいていない。


　カラオケの個室という超ちよう局地的な時空の危機が、ついに去ったのだ。








「丈途くん、またね。今度は大きな街で遊びたいわね」


「そうだね。そのときはついでにぼくの新しい携けい帯たい電でん話わも買うだろうから、よろしく」


「テストをさぼる気満々なのね。ずるいわ」


「取られたのが携けい帯たいでよかったよ。心おきなくさぼれる」


「そっか。私は初めてもらった丈途くんの……」


　謡江はそこまで喋しやべって言葉を止めると、こちらを振り向いた。ぼくたちは今、学園の入口からのびる坂をちょうどのぼりきった所にいる。謡江の柔やわらかな髪かみが、そっと風に流されていた。


「私、丈途くんのサイン本、絶対に取り戻もどすから」


「謡江……」


　謡江はこちらをじっと見つめていた。ぼくがなにか声をかけようとすると、彼女は「またね」と微笑ほほえんで女子寮りようへと歩みを進める。ぼくは少しの間、その場で彼女を見送っていた。


「ぼくのサイン本……か」


　世間から色々言われ自分でも色々思うところはある己おのれの小説だが、ああやって大切にしてもらえると素す直なおに嬉うれしい。だが、ぼくは今、小説云うん々ぬんを抜ぬきにして謡江に好意を抱いだきつつあった。もう隠かくしようのないくらいに、謡江と過ごす時間を大切に思い始めていた。


「まさか……謡江に対してこういう感情を抱くなんて、まったく想像してなかったなぁ」


　見送っていた謡江の姿が、いつの間にかここから確かく認にんできないほど離はなれていた。辺りはすでに暗くなっており、目の前にある中庭にはライトアップされた光が溢あふれている。ぼくはその光に吸い寄せられるように、なんとなく中庭を通って男子寮に帰り始めた。


　そのとき、逆光の中をがっしりとしたシルエットの誰だれかが歩いて来るのが見える。


「水墨校長……」


　ちょうど帰るところだったのだろうか。校長は立派な白髭ひげを揺ゆらし、こちらを見み据すえていた。


「丈途くん、才能テストはどうかね？」


　うっ……。すでにさぼっています……。


「生徒たちからは少なからずテスト中止を訴うつたえる声が出ておるよ」


「そりゃ大切な物を取られたんですからねぇ。今回の試験、さすがに無む茶ちや苦く茶ちやすぎますよ」


「そういう主張もわかる。だが、きみたちの先せん輩ぱいは私の『忍』の一文字を受け、この才能テストを思いついたのだ。ゆえに私は試験委員会を、このテストを肯こう定ていする!!」


　校長は腹の底から声を出し、力強く腕うでを掲かかげていた。


　……なにもそこまで全力で肯定しなくても……。


「水墨校長、なんでこんなテストを──」


「きみを指導しているのはその道の天才だ。さらに言えば、この学園には様々な分野の天才がおる。本当に丈途くんの試験、合格不可能な内容だったか？」


「……え？」


「きみもまた、閃学園の生徒だ。ゆえに越こえるべき壁かべがいずれ現れる」


　校長はそれだけ言うと、学園の出口へ向かって再び歩みを進めてしまった。


「相変わらず禅ぜん問もん答どうのような言い方をする人だな……」


　しかし、才能テストのことなどもうどうでもいいのだ。


　ぼくは気を取り直すと、再び中庭を歩み始める。


　ある程度進むと、ふと、木の脇わきになにか盛り上がったようなシルエットを見つけた。ライトの明かりから外れているためよく見えないが、庭掃そう除じで草でも積んだのだろうか。だが、なにかがおかしい。積んだ草にしてはシルエットが妙みような形をしている。少しだけ、近づいてみた。


「──わっ、動いてる！」


　わずかだがシルエットが緩ゆるやかに上下していた。まるで呼吸でもしているかのような──。


「って、人じゃん!!」


　暗さに目が慣れてきたおかげか、シルエットが女子の制服を着ていることに気づいた。体が小さいらしく、倒たおれてうずくまっているのでちょっとした盛り上がりにしか見えなかった。よく見ると、その子の髪は暗がりの中でもどこか赤みを帯びていて特とく徴ちよう的だ。


「──鳴唐さん!?」


　シルエットは確かに鳴唐さんだった。慌あわてて駆かけ寄ると、彼女は虫の息と言っていいくらいの弱々しい呼吸をしていた。


「どうしてこんな……」


　辺りに視線を巡めぐらせると、脇に落ちていたクラリネットが目に入る。その瞬しゆん間かん、ぼくは思い出した。彼女が昼ご飯もろくに食べずにクラリネットの練習をしていたことを。彼女がここ最近、ずっと無理を続けていたことを。


「なんでだよ……。ここまでやるなんておかしいよ……」


　ぼくは言いながら自分の間ま違ちがいに気づいていた。鳴唐さんはここまでやるのだ。自分の限界に気づかずにやってしまうのだ。


「ぼくは知ってたはずなのに……」


　なぜ気づかなかったのだろう。簡単に予想できたことではないか。鳴唐さんの最近の行動を考えれば、こんなこと起こって当然のことだったのだ。


　なぜか涙なみだが溢れていた。なにに対して泣いているのか自分でもよくわからない。ただ、ぼくは今この状じよう況きようが、どうしようもなく悲しかった。


「どうして喧けん嘩かなんてしちゃったんだろうね」


　瞳ひとみを閉じたままの鳴唐さんに問いかける。安らかな寝ね息いきにはほど遠いか細い呼吸。今は、感傷にひたる時間すら惜おしいことがわかる。


　ぼくは鳴唐さんを背負うと、急いで女子寮に向かった。


　五輪養成ギプスのおかげか鳴唐さんがやつれているせいか、背中や腕にかかる彼女の重さはかわいそうなくらい軽い。


「ぼくたち、何回くらいすれ違ったり喧嘩しちゃったりしたんだろうね」


　ポルノ小説のことで女の子から一方的に嫌きらわれたことはあっても、ちゃんとした喧嘩などほとんどしたことがない。女の子と仲良くした経験すらろくにないのだ。想おもいをぶつからせるような喧嘩などそもそもできるはずがない。


「変な話だよね。鳴唐さんだって喧嘩するようなタイプには見えないのにさ」


　この学園に来てしばらく経たったが、今まで経験したことがないことばかりでいまだに戸と惑まどってしまう。戸惑いすぎて、いろんなことがわからなくなるときがある。


「でも、ひとつだけ教わったよ」


　ぼくは顔だけ後ろに向け、温かい色をした鳴唐さんの赤あか髪がみを見た。


「──って、あっ！　中庭にクラリネット忘れちゃった!!」


　ぼくはすでに女子寮りようの近くまで来ていた。今さら取りに戻もどるより、まずは鳴唐さんを送り届けることが先決だ。そう思い先を急ごうとすると──。


「いや……吹音……クラリネット……」


　呻うめくような鳴唐さんの声が聞こえてきた。気がついたのだろうか？


「どうしたの？　クラリネットならあとで取ってくるから、今は女子寮に行こう」


「女子寮……？　あなた、また侵しん入にゆう……。駄だ目め……みんな食べられちゃ……守らなきゃ……」


　鳴唐さんは背負われたままぼくの首に腕を回してくる。体が密着し、彼女の小ぶりな胸の感かん触しよくが背中に強く当たってきた。


「ど、どうしたの!?　鳴唐さん!?」


　ぼくは言いながら、突とつ然ぜんのことに心臓が跳はね上がりそうだった。彼女は寝ねぼけているらしく、ぼくの声が届かぬままさらに腕うでをぎゅっと強く絞しめて……………………………………………。


　──チョ、チョークスリーパーホールド!?


　ぼくは鳴唐さんから完かん璧ぺきに頸けい動どう脈みやくを絞められ、一気に意識が遠のいてゆく……。


「ぎぐぅ……ぐるじぃ……ギブ、ギブ……」


　鳴唐さんは「吹音、みんなを守るの……食べさせないの」と呻きながら、やつれて細くなった腕で健けな気げに全力のチョークスリーパーホールドを極きめ続けていた。


　まずい……このままではぼくも意識を失って、二重遭そう難なんに……。


「鳴唐ざん……食べなびがら……誰だれも食べなびからもうやめで……」


　ぼくは首を絞められながらも歩みだけはなんとか止めず、意識がブラックアウトする寸前にやっとの思いで女子寮にたどり着く。


「守衛ざん！　だずげでぐだざい!!」


　守衛さんにチョークスリーパーホールドを解いてもらい、なんとか一命をとりとめた。それからぼくは守衛さんに事情を説明すると、鳴唐さんを背負って部屋まで運んだ。


　初めて見る彼女の部屋はこぢんまりと整っていたが、いくらかの楽がく譜ふと何枚かの絵だけは散らばったままだった。最近忙いそがしかったせいかもしれない。


　ぼくは鳴唐さんをベッドに寝かしつけると中庭に戻り、クラリネットを取ってくる。それを守衛さんに渡わたして鳴唐さんの部屋に置くよう頼たのむと、まだ学園に残っていた保健の先生が彼女を診みてくれたことを教えてもらう。心配はないが、明日一日は休ませるとのことであった。


　……でも、部屋でクラリネットの練習はするんだろうな。


　そう思うと、不覚にも笑えみがこぼれた。そういう性格が原因で倒たおれてしまったというのに、ちょっと不ふ謹きん慎しんだったかもしれない。


　ぼくは笑顔をかき消すように走り、女子寮の近くにある茂しげみへ向かった。通つう気き孔こうの近くにある茂み。おそらく、あれはまだあるはずだ。


「──見つけた！」


　ぼくは土で汚よごれきったそれを手に取ると、バネの力に逆らいつつ全身につけた。


　──そう。これは、五輪養成ギプス。


「ちょっと休ませてもらったおかげで、だいぶバネが楽になったな」


　全身を動かして体の調子を確かめる。空気抵てい抗こうと同じ程度にしか感じないとまではいかないが、今ならギプスをつけたままでも軽い運動くらいはできそうだ。


　ぼくは女子寮を見上げ、そっとつぶやく。


「一いつ緒しよにがんばろう。色々と逃にげたくなることもあるけど、ぼくも鳴唐さんを見習って真っ向勝負をしてみるよ。それでもし才能テストに合格できたら……仲直りして欲しい」




５　亜希先生のお[image: ]し[image: ]お[image: ]き














「また仕事始めたんだってね」


　薄暗いバー。いつもの席。独りでブランデーを飲んでいると、ワンピースのドレスを着た女が不意に喋りかけてきた。


「確かに〝また〟だが、あんたは初めてだな」


「依頼があるの」


「報酬は金じゃないぜ」


「知ってるわ。体……なんでしょ？　人の弱みにつけこんで……ゲスな奴よね」


「俺は無理して仕事なんてしたくないんだぜ？」


「いいわよ。払ってあげる」


　女はそう言い、ドレスの肩部分をずらすと、胸が露になる直前まで服を下げる。バーの中にいた何人かの客が、一瞬だけこちらに目をやった。


「支払い方法、知ってるか？　ここで払うんだ」


「聞いてるわ。ほんと……ゲスな奴」


　バーの端から客が低く笑う声が聞こえた。ここに通う奴らならみんな俺のことは知っている。ここに通っていればたまにこういうショーを観られることも当然、知っている。


「愉しい愉しいショータイムの始まりってわけだ」


　俺は女のドレスに手をやると、胸が露になる直前だったところをわざともう少しだけ下げる。


「ちょっと。これじゃ見えちゃうわ……」


「俺からしか見えないさ。上からのぞかないと、見えない位置だ」


「知り尽くしてるってわけね」


「今日は久々のご依頼だ。報酬のもらい方、少しだけ忘れてるかもな」


　そう言うと俺は胸と服の境を指先でなぞってじらし、不意に胸をわしづかんだ。


「んっ……結構乱暴なのね」


「ショータイムだからな」


　俺はそのまま女の足の間に太股を割りこませ、突き上げるようにして何度も動かす。


「やっ……ドレスが破れちゃうわ……ちょっ……んふ……」


　女は嫌がりながらも段々と声に艶を帯びさせてきた。


「立ってるのが辛くなってきたんじゃないか？　腰を下ろしてもいいんだぜ？　ただし──」


「あんたの上って言うんでしょ。それは成功報酬だって聞いたけど？」


「悪いな。久々なんで、報酬のもらい方を忘れてたよ」


「噓ばっかり。そうやって必要以上の報酬を取るって有名──んふっ」


　俺は女の唇を奪い、それ以上の戯言を止めた。


「ちょっと……やめ……あっ……」


　俺は逃れようとする女の唇を何度も奪いながら、胸にかかっていたドレスをついに下げきった。だが、俺は慈悲深い。ショータイムとはいえ他の客からは見えないよう、自分の両手で女の胸を隠してやる。


「さぁて、この手をどかすと他の客に見えちまうな。ちゃんと置いといてやるから安心しろ」


　そう言って揺り動かす俺の手に、女が敏感に反応する。


「いやっ……あっ……お願い、もう……やめ……」


　女はもう憎まれ口すら叩けなくなっていた。その口から出るのは、ただ欲望に忠実な喘ぎでしかない。


「報酬は前払いでもいいんだぜ？」


　俺は笑うと、今度は女のドレスの裾をたくし上げにかかった。












「ふう……徹てつ夜やで原げん稿こうなんて久しぶりだな」


　ぼくは椅い子すから立ち上がって体を伸のばし、ギプスをきしませつつベッドに横たわる。


　昨日謡江とカラオケに行って締しめ切きりをさぼったため、今日の新聞連れん載さいには穴があいてしまった。そのことはもう、担当に謝りの電話を入れている。携けい帯たいがなくても担当の名めい刺しを持っているので連れん絡らくの取りようはいくらでもあった。もうこれ以上連載に穴をあけるわけにはいかないため、ぼくは昨日寮りように帰ってからずっと原稿の執しつ筆ぴつをしていたのだ。


「少し休んだら……もう登校する時間だな」


　ちょっと前まではしばらくひまになると思っていたのに、なんだか急に忙いそがしくなってきた。








　ギィ、ギィ、ギィ。


　ギィ、ギィ、ギィ。


　ギィ、ギィ、ギィ──。


「……今日はまだ、どこもつらないな」


　ギプスのバネでリズミカルな音を鳴らしつつ、ぼくはみんなより少しだけ遅おそいペースで登校していた。今日はあえてギプスをつけていないときと同じ時間に寮を出ていた。汗あせ臭くさい言い方になるが、自分への挑ちよう戦せんというやつだ。


「遅ち刻こくしたら、亜希先生怒おこるんだろうなぁ……。っていうか才能テスト中なんだから、そこらへんは事情を察して怒らないで欲しいんだけどなぁ……」


　亜希先生は、どう言訳したところで絶対に怒るだろう。


「ちょっとペースを上げなきゃ」


　ぼくは筋肉が悲鳴を上げるのを無視して先を急いだ。


　校舎に入ると、最後の難関とでも言うべき階段が立ちはだかる。辺りにはもう登校している生徒の姿はなく、あと少しでホームルームが始まることを告げていた。携帯電話を時計がわりに使っていたので正確な時間はわからないが、さらにペースを上げる必要がありそうだ。


「もう、限界を超こえつつあるんだけど……。ぼく、教室に着いたと同時に倒たおれちゃうかもな」


　自分のつぶやきで、昨日の鳴唐さんのことを思い出した。彼女は本当に倒れるまでやった。自分にどれだけの負担がかかっているのか考えもせず、やった。


「こんなバネに負けてられるかぁっ！」


　ぼくは力を振ふり絞しぼるようにして全力疾しつ走そうで階段を駆かけ上がる。実際にはゆっくり歩いてのぼるのと大差ないスピードだったが、自分の中では風を切るような速さだった。


「丈途くん。私より遅かったらしっかり遅刻扱あつかいにするわよ」


　やっと階段をのぼり終えたところへ亜希先生が来て、無む慈じ悲ひにぼくを追い抜ぬいてゆく。


　ま、まずい……。このままでは亜希先生に怒られる……。


　ぼくはとうに限界を超えてしまった筋肉をさらに強ごう引いんに動かし、なんとか亜希先生に近づく。教室まであと少しという所まで来ると、ホームルーム開始を告げるチャイムが鳴り始めた。


「このチャイムが鳴り終わったら完全に遅刻よ。一秒遅おくれでも一時間遅れでも遅刻は遅刻よ」


　亜希先生は淡たん々たんと言い、教室の扉とびらを開けて中に入った。そして律りち儀ぎにも扉を閉め始め──。


「ぼくが開けるのに数秒かかっちゃうでしょ！　開けといてくださいよ!!」


「なに言ってるのよ。先生が扉を閉めなくちゃ生徒に示しがつかないでしょ」


「わざとやってるんでしょ!?　ぼくの状じよう況きようわかってて、わざとやってるんでしょ!?」


「私はいつも通りのことをいつも通りにやっているだけです」


　先生はそう言うと一気に扉を閉めようとする。


　──やばい！　もうほとんどチャイムが終わりかけてる!!


　ぼくは飛びこむようにして扉の隙間へダイブし、なんとか教室に入りこんだ。


「きゃっ──！」


　飛びこんだ勢いで扉の前にいた先生とぶつかってしまい、ふたりして転がってしまう。


「痛ったぁ……。でも間に合ったな。これで先生に怒られずにすむ」


　とりあえず立ち上がろうと床ゆかを手で押したが、ムニムニと柔やわらかい感かん触しよくがしてうまく立ち上がれない。むしろ床なのにわしづかめてしまい、ついでに揉もめてしまえたから不思議だった。


「──あ、亜希先生！」


　床に目をやると、ぼくの下した敷じきになっている亜希先生が見えた。そしてぼくの手が先生の豊満な胸の上に置かれているのも見えた。……つまり今まで床だと思って押したりわしづかんだり揉んだりしていたのは亜希先生の……。


　視線を感じて周りを見ると「またか」と言わんばかりのみんなのしらけた眼まな指ざしが刺ささる。


「た～け～と～く～ん！」


「すみませんっ!!」


　反射的に頭を下げようとしたものの、先生の胸の上で手がすべってしまい、ぼくの顔と先生の顔が近づいてしまって互たがいの唇くちびるが重な──。


　バキッ!!


「っ痛あぁぁぁぁ!!」


　不ふ慮りよの事故で先生と唇が重なる寸前、思いっきり殴なぐり飛ばされてしまった。ぼくは教室の端はしに転がり、額に青筋を立てた亜希先生から見おろされている。


「……丈途くん、相変わらずいい度胸してるわね」


「違ちがうんです！　先生はぼくのことを凄すさまじく誤解しています!!　今のは事故で──」


「先生にセクハラした罰ばつで、水入りバケツを持ってジャンピングスクワット五百回よ。もちろんそのギプスはつけたままだし、バケツの水を一いつ滴てきでもこぼしたら初めからやり直しだから」


「なんですか!?　その無む茶ちや苦く茶ちやな罰!!」


「先生にセクハラした罰よ」


「ギプスをつけたままバケツを持ってジャンピングスクワット五百回なんて無理ですよ！　むしろバケツの水なんてすぐにこぼれますよ!!」


「お願いだから今日中には終わらせてね」


　……先生が見てない間に四百九十九回くらい飛んだことにしておこう。


「あ、今日一日は私のそばについて回りなさいよ。監かん視しするから」


「でもぼく、授業があるんですけど!?」


「教師へのセクハラって、停学させるには充じゆう分ぶんな理由だって知ってた？　むしろあなたを退学させるために先生は今もの凄すごく本気を出したい気分だって気づいてた??」


「……亜希先生のそばにいられるなんてぼくは幸せです」


「丈途くんのそういう素す直なおなところ、先生は好きよ」


　亜希先生は用具入れからバケツを二個持ってくると、ぼくに自分で水を汲くんでくるよう笑え顔がおで言い、ホームルームを始めた。


　まさか地じ獄ごくの筋トレで一日が潰つぶれるとは考えていなかったので、かなり絶望的な気持になる。しかしよく考えてみればぼくは律や蘭と微び妙みような空気のままだ。よりによってふたりともぼくの隣となりの席なので、筋トレの方が気は楽かもしれない。体力的には死が見えている感があるが……。


　ぼくはトイレに行ってバケツに水を汲んでくると、ジャンピングスクワットを始めるはめになる。しかもなぜか……教室の前方で！


　先生の授業に合わせて様々な教室を回り、ぼくはジャンピングスクワットをやり続けた。しかもなぜか……教室の前方で!!


　午後一番になると、ぼくと先生は一年二組の教室に来た。


「園声謡江さん。このシーンでの登場人物の心情、どう解かい釈しやくしますか？」


　二組には謡江がいる。ギプスをつけたまま教室の前方でバケツを持ってジャンピングスクワットしつつ「二百五十！　二百五十一！」と叫さけぶぼくを見て彼女は驚おどろいていたが、先生が「才能テストに協力してるんです」とうそぶいてからはあえてぼくに目を向けずにいるようだった。


「解釈は人によって様々ですから、思ったままを言っていいんですよ。本が好きな謡江さんならもう、なんらかの感想は持っていますよね？」


　先生は謡江が本をよく読むと知っていたらしく、あえて指名したようだ。


　物語の内容は、独創的な画家が妻をおいてひとりの女と情熱的な恋こいをする話である。今はちょうど、不ふ倫りんをしている女が画家に妻と自分のどちらを選ぶのか迫せまっているシーンだった。


　……って、高校生にこんな話の感想を求められても……。どんな教科書でなにを学ばせる気だよ、この学園は……。


「この女性はどんなときでも絵を描かき続ける画家のひたむきさを好きになったんだと思います。そんなひたむきな画家が、自分に対しては不倫という形でしか向き合っていないことにたえられなかったんだと思います」


「女性の心情をよく考えた感想ですね。そうやって考えながら本を読んでいくことが、心をより豊かにすることに繫つながると思います。ではここで、実際に作家として仕事をしている芥川丈途くんの感想も聞いてみましょう」


「二百五十五……って、え!?」


「感想、あるでしょ？　作家さんなんだから」


　──思わぬキラーパス。まともな返答ができる作家ならみんなの評価が一気に上がるだろうが……ぼくには無理だ！　むしろ今、風ふう俗ぞく通いが不倫か否いなかについて真しん剣けんに考えてた!!


「その画家もプロのお姉さんに頼たのめば──じゃなくて、その画家ってモテたんですね。うらやましいと思います」


　ぼくの返答を聞き、亜希先生が心底呆あきれた顔をしていた。


　──まずい！　っていうかなにかまずいこと言ったか!?　だってうらやましいだろ、普ふ通つう!!


　だが亜希先生のみならず教室中からも微妙な空気が漂ただよい始めていた。


　……とにかく、どうにかして今の意見が凄く深いものだったようにみせかけないと、作家のくせに本が読めない奴やつだと思われてしまいそうだ。


「先生、これは凄く重要な問題なんです！　だってモテないよりモテた方がいいに決まってるじゃないですか！　この主人公だって、モテたから不倫なんてできたわけですし、ゆえに物語が生まれたわけですよ!!　だから主人公がモテるかモテないかはこの物語の核かく心しんに迫る──」


「皆さん。創つくる才能と読み解く才能が別物であることがよくわかったところで、次のページに進みましょう」


　あっさりとぼくの熱弁を流した亜希先生は、こちらを二度と見向きもしなかった……。


　やがて授業が終わると、謡江がすぐにぼくの方へ駆かけてくる。


「トレーニング、また始めたのね」


「うん。もう逃にげるのはやめにしたんだ」


「今日の昼休み、教室に行ったらいなかったからびっくりしちゃった」


「あっ……ごめん！　今日はずっと亜希先生のそばにいなくちゃいけなくてさ……。どうにかして伝えればよかったね」


「もしかしてこの間のデー……」


　そこまで言って、謡江は慌あわてて言い直す。


「カ、カラオケって、無理してつき合ってくれたの？」


「そんなことないよ。楽しかったしさ」


　ただ、アップテンポの曲はちょっとしたトラウマになったが……。


「謡江、お弁当を今までありがとう。でもこれからトレーニングが忙いそがしくなるから、もうお昼を一いつ緒しよに食べられないと思うんだ」


「そっか……」


　短い返事とは裏腹に、謡江は複雑な表情を見せる。次いで見るまに顔を曇くもらせると、今にも泣き出しそうな表情になってしまった。


　な……なぜいきなりこんな状じよう況きように!?


　ぼくは慌ててなにかを言おうとしたが、そもそもどうしてこんなことになっているのかわからず、バケツを持ったままあたふたしてしまう。


「──あいつ、三組のポルノ作家だよなぁ」


　どすのきいた男の声。周りを見ると、二組男子の大半が殺気じみた視線をぼくに向けていた。


　……まずい。きっと謡江のファンたちだ。謡江……学園のアイドルとしての地位を完全に確立しつつあるな……。このままだとあの男子たちからなにをされるかわからない……。


　身の危険を感じるも打開策が浮うかばず、冷ひや汗あせや脂あぶら汗あせがじわじわと出てくる。そうこうしている間にも時間はどんどん流れ、二組男子がついにこちらへ向かって歩き出してきた。


　や……やばい……。


　泣き出しそうな謡江をおいて逃げることもできず、その場で慌てふためいていた。どうしようかと辺りへ視線を巡めぐらせていると、誰だれかから唐とう突とつに後頭部を叩たたかれてしまう。


「丈途くん！　私の大切な教え子にまでセクハラしたら、ジャンピングスクワット五百回じゃすまないからね!!」


　声の方を向くと、握にぎりこぶしを震ふるわせている亜希先生がいた。


「先生、これは誤解なんです！」


「私の胸を盛大に揉もんだときも同じような台詞せりふを言ったわね？」


　先生は疑問系で喋しやべりつつもこちらの答を聞かず、ぼくの襟えりをつかむとそのまま引っ張って次の教室へ向かい始めてしまった。


　先生……ぼくも教え子のひとりなんですけど……気づいてますか？








「四百九十八……四百九十九……五百!!」


　ラストのジャンピングスクワットを飛び終えるとともに、ぼくは盛大にバケツの水をぶちまけて倒たおれてしまった。その水でぼく自身もずぶ濡ぬれになってしまう。


「セクハラの代だい償しよう、身に沁しみてわかったかしら？」


　職員室の窓から亜希先生の声がした。


　放課後になってもまだジャンピングスクワットを続けていたぼくは、亜希先生が職員室で仕事をしている間、校舎の外に出て職員室近くの窓辺で延々とスクワットを続けていたのだ。


「火遊びは小説の中だけにしておきなさいね」


　職員室から出てきた先生が、倒れているぼくの頭にタオルをかぶせる。


「な、なんですか!?　今度はどんな罰ばつが──」


「あなたは私をなんだと思ってるのよ」


　先生はぼくの髪かみをくしゃくしゃにしながらタオルで拭ふいてくれた。先生のしなやかな指先が当たる感かん触しよく……。ちょっとだけ、ジャンピングスクワットの疲つかれが癒いえた。


「まったく……丈途くんはどうしていつもエッチないたずらばかりなのかしらねぇ」


「悪気はないんですけど……」


「あんな小説書いてるくせに、無む邪じや気きなふりをしないの」


「えっ!?　ぼくの小説、読んだことあるんですか!?」


「私は一応国語の教師なのよ？　しかもあなたの、た・ん・に・ん」


　恥はずかしさで爆ばく死ししそうだった。あの妄もう想そう全開の小説を、実際のぼくを知っている大人の女性に読まれていようとは……。同世代の女の子に読まれるより、ずっと恥ずかしい気がした。


「念のため入学前に読んでおいてよかったわ。そもそも丈途くんは入学早々から色々と──」


　先生と初めて出会ったときからすでに妄想がモロバレだったのか……。よく考えたら先生は入学式直後のホームルームでいきなりぼくに釘くぎを刺さしていた気がする。


「もう少し人の気持がわかるようにならないと、いい小説を書けないわよ」


「え!?　ぼくの小説、なにかまずいところありました!?」


「まずいもなにも、あなたまだ高校生でしょ。まさか今のままでいいとでも思ってるの？」


　……うっ。今のままでいいとか悪いとか、そもそも考えたことがなかった……。


「私は普ふ通つう科目の教師で特別な才能なんてないけど、だからこそ『神童も二十歳はたち過ぎればただの人』だなんて、自分の教え子が馬ば鹿かにされたら悔くやしいの」


「亜希先生……」


　すみません。たまに不純な瞳ひとみで貴女あなたを見つめていた自分を今、猛もう烈れつに反省しています。亜希先生は教師の鑑かがみです！　女め神がみです!!


　先生はタオルをぼくの首にかけると、辺りに転がっていたバケツを拾う。


「今日はお疲れさま。寮りようには自分で帰れるわね？」


「はい」


「ちなみにそのタオル、私のじゃなくて学校の備品だから……変な愉たのしみ方しちゃ駄だ目めよ？」


「しませんよ！　なんですか、そのたくましい妄想力は!!」


「……丈途くんっていまだに底が見えないから」


　……先生、ぼくはそこまで不純に見えますか。


「得意の性せい描びよう写しやを活いかしたかったら、エッチなことばかり考えないで人の気持も考えなさい」


　先生はそう言うと、校舎の中に戻もどってしまった。


「人の気持ねぇ……」


　わかっていないからみんなと微び妙みような空気になってしまったのだろう。最近、ぼくの周りの人間関係は複雑すぎて頭が痛い。


「謡江くらいちゃんとしてる子だったら、こんなことで悩なやまないのかなぁ」


　一いつ瞬しゆん、相談してみようかとも思ったが、その謡江とも今日しっかり微妙な空気になってしまった。それに、悩みには律のことも含ふくまれている。どちらにしても相談のしようがなかった。


「帰って風ふ呂ろ入って寝ねるのが一番だな」


　色々考えて頭が痛くなってきたので、今日はこれ以上考えたくない気分だった。


　寮に向かって歩みを進めたとき、ふと、中庭が目に入る。昨日鳴唐さんが倒れていた場所。いつも彼女がひたむきに練習を続けている場所。


「……真っ向勝負って決めちゃったもんなぁ。帰って寝るには早すぎるか」


　ぼくは踵きびすを返すと、寮とは反対側にある体育館へと向かった。廻先輩から出されていた課題、五輪養成ギプスをつけたままでの前方かかえ込み宙返り。早くできるようにならなければドラグレスクを練習する時間がなくなってしまう。


　勇んで体育館の前まで行くと、生徒たちがなにかの練習をしている音が中から聞こえてきた。


「廻先輩、いたりして……」


　あんな嫌いやな別れ方をして、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態では会いたくなかった。ぼくはそそくさと体育館の脇わきに移動すると、使われなくなって隅すみに放置されていたボロボロのマットの前に行く。


「こんな物でも、敷しいてれば死にはしないだろ」


　ぼくは近くの地面にマットを敷くと、さっそく宙返りの練習を始めた。


　なんども回転に失敗し、飛んでいる途と中ちゆうで頭から地面に落ちそうになる。そのたびにぼくは無様な受身をとりながら倒れ続けた。


「なんか……今ならギプスを外せば余よ裕ゆうで宙返りができそうな気がするんだけどな……」


　しかし廻先輩の課題はギプスをつけたままでの宙返りだ。ギプスをつけたままトレーニングすることも含めての課題だ。このままやる必要があった。


　黙もく々もくと練習を続け、何回受身をしたのかとっくの昔にわからなくなっていた頃ころ、星空を見上げながら少し休んでいると、どこからか木管系の演奏が聞こえてきた。素そ朴ぼくで温かな、心やすまる音……。


「鳴唐……さん？」


　確かに鳴唐さんのクラリネットだった。彼女の演奏を今さら聞き間ま違ちがえるはずがない。


　首を巡めぐらせると、この近くに音楽棟とうがあったことを思い出した。夜の演奏は音楽棟でやる決まりになっていたので、寮を出て来たのだろう。


「この調子なら明日には登校できそうだな」


　しかし相手は鳴唐さんだ。また無理をしすぎて倒たおれる可能性も大いにあった。


「ほんと、危なっかしいよな」


　苦く笑しようしながら音の流れてくる方へ目をやる。


「ぼくが心配してるの、気づいてる？」


　人の気持というのはやはり、中々伝わらないしわからないものなのだろう。


「ぼくもわからないことばっかりだけどね」


　まさか亜希先生からあんなことを注意されるとは思ってもいなかった。担任というだけあって見るところは見ている。


　ぼくはもう一度苦笑すると、再び宙返りの練習をやり始めた。








　ポルノ小説執しつ筆ぴつによる徹てつ夜やと五百回のジャンピングスクワットと前方かかえ込み宙返りの練習で、体はとうに限界を超こえていた。だが、まだやることが残っている。──ＦＢＩだ。


　夜もふけた頃だったが、女子寮りようの前に着くと来夏の部屋にはまだ明かりがついていた。


「蘭に会うの……ちょっと恐こわいな」


　自分のしでかしたことが原因とはいえ、気が重かった。


「素す直なおに謝るしかないよなぁ」


　ぼくは辺りに人がいないことを確かく認にんすると、フック付きのロープを来夏の部屋めがけて投げる。ロープをつたって窓までのぼると、成子が待っていてこちらへ笑え顔がおを向けてきた。


「丈ちゃん。戻ってきてくれたんですのね」


　蘭に怒おこられることばかり考えてのぼってきたので、少し気分がやわらいだ。ぼくは成子の言葉に頷うなずくと、室内に入る。


「私の部屋もずいぶんと敷しき居いが低くなったものだな。いや……この場合は窓か？」


　来夏はカメラをいじりながら無関心そうにつぶやいていた。


「なにしに来たのよ？」


　仮囲いの中から、蘭が出てくる。軽けい蔑べつしているかのような冷たい瞳ひとみ。まくしたてるように怒られるよりずっと痛つう烈れつだった。だが、ここで引くわけにはいかない。ここで引いたらぼくはもう鳴唐さんに顔向けできない気がした。


「途中で投げ出しちゃったりしてごめん！　もう一度ＦＢＩに入れて欲しいんだ!!」


　冷たい瞳を向けたまま答えない蘭。部屋の中を重い沈ちん黙もくが包んでいた。


「ぼく、鳴唐さんを助けたいんだ!!」


　蘭はぼくの言葉を鼻で笑う。


「謡江ちゃんとあれだけ楽しそうにしておいてよく言うわ」


「ＦＢＩは鳴唐さんを助けるためにあるんだろ？　謡江のことは関係ないじゃないか」


「他ほかの女にうつつを抜ぬかされてまた腑ふ抜ぬけたことをされたら困るから言ってるのよ」


「なら大だい丈じよう夫ぶさ。才能テストで忙いそがしくて、謡江とはしばらく会うつもりはないんだ」


「ふん。どういう風の吹ふき回し？　あんたみたいな奴やつが謡江ちゃんみたいにかわいい子と仲良くできる機会なんて、そうないわよ」


「ぼくにとってやっぱり携けい帯たい電でん話わは大切な物だったし──ＦＢＩの掲かかげる目標も大切なことだって気づいたんだ」


「まったく減らず口ばっかり叩たたいて──」


「蘭お姉さま、もう充じゆう分ぶんじゃありませんか。丈ちゃんの気持、おわかりになったでしょ？」


　成子が微笑ほほえんで蘭を見ていた。蘭は言葉の勢いを削そがれ、不満そうに「まぁ、合格ね」と言うと、気を取り直したようにこちらを見つめてくる。


「本来なら組織を裏切った者には相応の末路があるのがパターンだけど、変態ポルノ作家ひとりどうこうなったところで地球に優やさしくないゴミが増えるだけだわ。ちゃんと心を入れかえたようだし、もう一度ＦＢＩのメンバーにしてあげる」


　成子は蘭の台詞せりふを聞き「蘭お姉さまったら、丈ちゃんがちゃんと謝ったら許すつもりでしたのよ」と笑った。


「成子！　余計なことは言わないの!!」


「ごめんなさい。でも、これであの計画が完かん璧ぺきなものになりますわ」


「あの計画？　そういえば前もそんなことを言ってたような……」


　蘭はぼくを見ると明らかに含ふくみのある笑みを向け「知りたい？」と聞いてくる。


「知りたいもなにも知らないとＦＢＩに参加しようがないし……」


「ふふっ、仕方ないわねぇ。そんなに知りたいの？　そりゃ知りたいでしょうねぇ」


　……なんだか蘭が変なテンションだ。ちょっと、話の先を聞くのが恐くなってきた。


「丈途がどうしても知りたそうだから教えてあげるけど、覚かく悟ご決めなさいよ？」


「……やっぱり聞かなくてもなんとかがんばってみるからその話は──」


「あの計画とはすなわち、ロボ吹音ちゃん計画よ!!」


「ロボ……吹音ちゃん？」


「政財界のあらゆるところにクラッキング不正なデータ操作をしかけて、ロボット開発をしている研究機関に対して一いつ斉せいに圧力をかけたの。国家レベルでロボ吹音ちゃんの開発にあたるよう、この間プロジェクトチームを組ませたところよ」


「国家レベルって……」


「あたしのおかげで技術革新が起こるんじゃないかしら。期間が限られてるからみんな命を賭かけてこのプロジェクトに臨のぞんでくれるわ。もちろん、国家レベルでね」


「あの……もしかしてぼく、かなり危険なことに首を突つっこんでしまいましたか？」


「大丈夫よ。あたしのクラッキング、今までばれたことないし。親以外にはね」


「え……昔からこんなことやってたんですか？」


「今さらなに言ってるのよ。なんであたしが携帯電話すら持てないくらいにインターネット制限がかかってるか、考えたことある？」


　そんな偉えらそうに言われても……。しかもそのインターネット制限、全然意味ないし!!


「あんたさっき、吹音ちゃんを助けたいって言ったわよねぇ？」


　なぜだろう。そう言って微笑む蘭を見て、ぼくは悪あく魔まと契けい約やくを結んでしまったかのような錯さつ覚かくを起こしてしまった。


「蘭、試験委員会よりやってること酷ひどいと思うよ、多分……」


「なに馬ば鹿かなこと言ってるのよ。あんな人道に外れた先せん輩ぱいたちと一いつ緒しよにしないで。それよりあんた、ロボ吹音ちゃんの魅み力りよくを最大限に引き出すために、牡丹先輩を口説き落とすための最高のシナリオを作りなさい!!」


　そういえば、蘭が前に『いっそ吹音ちゃんのコピーでもいればいいのになぁ』とつぶやいていたことを思い出した。あのときはあり得ないことだと流していたが……本当に実現させようとするだなんて……。


「ちなみにそのロボ吹音ちゃんだけど、どんな機能があるの？」


「吹音ちゃんボイス再現機能！　吹音ちゃんのかわいい仕草再現機能！　吹音ちゃんの天然っぷり再現機能！　さらにエア・クラリネット機能と、その際に本物の吹音ちゃんの録音演奏を再生する機能！」


　……そんなもの国家レベルで作らせるなよ……。


「ロボ吹音ちゃんの制せい御ぎよプログラムの一部は成子にモーションキャプチャーをつけてデータをとって作成中よ。才能テストにあった『作成したプログラムを五百円で売る』もクリアできるし、成子がモーションキャプチャーをつけて色々演技しているところを見れば、あたしの記き憶おく力でバッチリ演技の妙みようを盗ぬすめるわ。それであたしの『他校の演劇部の公演でヒロインを演じ、公演を成功させる』もクリアって寸法よ」


「へぇ。うまいこと考えたもんだね」


「ま、あたしはロボ吹音ちゃんの制御プログラム、一千万で売るけどね」


「──って蘭お姉さま、ちょっと待ってください！　私、一千万だなんて聞いてませんわ!!」


「だって今決めたもの」


「もしプログラムが売れなかったら、私の大切なファンレターが消炭になってしまいますのよ!?」


「大丈夫よ。ロボ吹音ちゃんのために今、国中が総力をあげてるんだから。そのプログラムの一部が一千万だなんて安いくらいだと思わない？」


「売れなかったらどうするんですの!?」


「売れる物を作りなさい。そもそも売れなかったらロボ吹音ちゃん計画が止まっちゃうんだから、気合入れなさいよ」


「そんな……」


　成子は瞳ひとみいっぱいに不安をのぞかせ、言葉を失ってしまった。いつも元気にみんなを励はげましていた成子のそんな姿を見ていると、本当に不ふ憫びんに思えてくる。


「あのさ、蘭のクラッキングでどこからか予算を出してあげれば？」


「そんなことしたら犯罪じゃない!!」


　……え？　だって蘭、今まさにクラッキングでロボ吹音ちゃんを──。


「自分の利益のためだけにその力を間ま違ちがった方向へ使うのはハッカー精通者精神に欠けるわ。厳に慎つつしむべきよ」


「じゃあそのプログラムを五百円で売れば──」


「どこの馬鹿がロボットの制御プログラムを五百円で売るのよ！　一千万だなんて超ちよう良心的な値段でしょ!!」


　……駄だ目めだこりゃ。


「丈ちゃん……」


　成子の助けを求めるような視線を前に、ぼくは力なく首を横に振ふっていた。


「丈途は必殺シナリオができるまで無理してＦＢＩに顔を出さなくていいわ。ロボ吹音ちゃんが届くまでは成子に牡丹先輩の見張りを頼たのむから」


「わかったよ。でも成子が先輩を口説くわけじゃないのに、来夏がよく部屋を貸してるね」


「『横よこ恋れん慕ぼで国こく賊ぞくになるなんて醜みにくい！』って、今じゃＦＢＩそのものが撮さつ影えい対象みたい」


「……ロボ吹音ちゃん計画って、確かに横恋慕で国賊だ。ぼくたち、大だい丈じよう夫ぶなのかな……」


　ぼくは不安で胸いっぱいになりながら来夏の部屋を出た。


　それから自分の部屋に帰り、机の前に座って原げん稿こう用紙を取り出す。さっそくロボ吹音ちゃんのシナリオを書こうと思った。


　だが、なぜだろう。しばらく悩なやんでも中々書き出せなかった。やる気は満々なのだが──。


「あっ！　ぼく、なぜか鳴唐さんのポルノを書けないんだった!!」


　……まずい。これ以上ＦＢＩに迷めい惑わくをかけたら、今度こそ蘭から本気で怒おこられてしまう……。








　ロボ吹音ちゃんシナリオを書けぬまま、数日が過ぎてしまった。筆は走らぬが体のキレは増し、ついに五輪養成ギプスをつけたままでの前方かかえ込み宙返りができるようになる。


　放課後になると廻先輩に会いに体育館へ向かった。中に入ると、なぜか床ゆかに座りこんだまま背を丸めている廻先輩を見つける。


「今日は体調でも悪いんですか？」


「うるせー！　集中してるんだから邪じや魔まするなよ!!」


　……心配しただけなのに、思いっきり怒ど鳴なられてしまった。


　こちらからは先輩の背中しか見えないが、よく観察してみると腕うでを動かしてなにかの作業をしていることに気づく。


　ぼくは恐おそる恐る先輩の前へ回ってみた。すると、そこにはくしゃくしゃに丸められた何枚もの原稿用紙が散乱していた。


「丈途。お前、よくこんな面めん倒どう臭くさいことを仕事にしてるな」


「まぁ面倒かどうかは人それぞれだと思いますけど……。ぼくなんてここ最近ずっと体を鍛きたえてて、正直うんざりですよ」


「鍛えてる？　そういえばお前、ここになにをしに来たんだ？」


「前方かかえ込み宙返り──」


「遅おそい！　俺の原げん稿こうが相当たまってるぞ！　全部添てん削さくしろよ!!」


　……やっとの思いで宙返りができるようになったのに……また怒鳴られた。


「って先輩、なんで小説書いてるんですか？」


「書くって前に言っただろうが！」


　……そういえば廻先輩、確かにそんなことを言ってたような……。本当に書いてたんだ。普ふ段だんは小説なんて読みもしない人なのに、きっと大変だったろう。人に言うだけ言って自分ではなにもしない先輩かと思っていたけど……。


「ぼく、廻先輩のこと、ちょっと誤解してました。ごめんなさい」


「はぁ!?　お前、俺をなんだと思ってたっていうんだよ!!」


「いや……それを詳しよう細さいに話すことはきっとお互たがいの未来にとって有意義ではないというか著いちじるしい不利益が生じるというかそこは大人の対応として流して頂けると──」


「ごちゃごちゃうるせー！　だったらはじめから言うな！　いいからさっさと前方かかえ込み宙返りをして俺の原稿を添削しろ!!」


「……はい」


　廻先輩はやっぱり廻先輩だった。ぼくはこれ以上怒らせないよう、黙だまってその場を駆かけ出す。


　ギ、ギ、ギ。


　ギ、ギ、ギ。


　ギ、ギ、ギ。


　五輪養成ギプスが奏かなでる軽かろやかな音。ぼく自身は死ぬ気でダッシュしているのだが、出るスピードは小走り程度が限界だった。


　トップスピードに入った瞬しゆん間かん、ぼくは筋肉が限界を迎むかえる前に全力で踏ふみこみ、全身のバネを使って跳ちよう躍やくする。


「ふんっ！」


　体をかかえ込むような姿勢を作り、一気に回転する。──回りきれる！　そう確信したのとほぼ同時に回転し終え、あっという間に技わざが終しゆう了りようした。


　ここまでくるのにずいぶんと苦労したが、できてしまえば一いつ瞬しゆんのことだった。


「まぁ、一点だな。信じられないくらい醜い技だったぜ」


「そんな……。これじゃ駄だ目めなんですか？」


「点数はついた。お前が今やった前方かかえ込み宙返りに対しての点数だ」


「へっ？」


「合格だって言ってんだよ。約束通りドラグレスクを教えてやる」


「──オッス！　ありがとうございます!!」


　ぼくは嬉うれしさのあまり、大声で一礼していた。


「ふん。お前も体育会系らしくなってきたじゃないか。その調子で励はげめよ」


　……しまった。なんか、思わずやってしまった。このまま廻先輩の体育会系ノリを押しつけられても困るな……。


　ぼくは自分の行動を激しく後こう悔かいし始めていた。












「せ、先輩……そんなに激しく舐められたら……んっ……」


　先輩は僕の胸に這わせた舌先を絶え間なく動かし続ける。体育会系にふさわしい段違いの体力と、男らしい顔に似合わぬ繊細な責め……。教室に夕闇がせまる中、僕はもう、漏れる喘ぎをおさえられずにいた。


「敏感な奴だな。数式の書きすぎで欲求不満にでもなってたのか？」


　先輩はそう言うと僕のシャツを完全に脱がせ、眼鏡に手をかける。


「先輩、眼鏡は……外さないでください」


「どうしてだ？　こっから先はもう、加減なんてできないぜ。壊れちまうかもな」


「だって……眼鏡を外したら、先輩の顔が見えなくなっちゃうじゃないですか」


「かわいい奴だ」


　不意に重なってくる熱い唇。鍛え抜かれた体に強く抱きしめられ、息がつまってしまった。


「んふっ……潰れちゃいますよ……」


「おっと悪りぃな」


　先輩はそう言って僕を軽々と持ち上げると、机の上に寝かせた。そして──












「待て待て待て待て……ちょっ……これ、明らかに十八禁でしょ!?」


「お前の小説、こんな感じだったろうが。多少生ぬるいところは俺流にアレンジしたがな」


　ぼくは廻先輩の原げん稿こうをもう一度読み返してみた。


　……確かにぼくの文体と似てるな。意外と才能あるんじゃ……ＢＬポルノだけど。


「で、どうなんだ？」


「こんなの全然ポルノグラフィーじゃありませんよ！」


「……こんなの？」


　ぼくの言葉に反応して廻先輩のこめかみに青筋が立つ。


　や、やばい！


「こんなセンセーショナルで扇せん情じよう的な小説、敷しき居いが高すぎて読者が怖おじ気けづいてしまいます！」


「言ってる意味が微び妙みようによくわからんが……詳くわしい添てん削さくは後回しにした方がよさそうだな」


　廻先輩はそう言うと立ち上がり、拳こぶしをバキバキと鳴らし始めた。


「そろそろ練習を始めるか。その五輪養成ギプス、ついに外すときがきたぜ。お前の真価を見せてもらおうじゃねぇか」


　廻先輩はぼくのギプスに手をかけ、ベルトをすべて外した。


「体が……すごく軽い！」


　ただ手を動かすだけで、ほんの一歩進むだけで、今までの自分と明らかに違ちがうものを感じた。


「だてに五輪の名を持つギプスじゃねぇんだ。いいトレーニングになったろ？」


　廻先輩に対して不信感を抱いだいたこともあったが、結果だけ見れば運動音おん痴ちのぼくを短期間で育てるにはいい方法だったのかもしれない。


「ちゃんと考えてくれてたんですね」


「ふん。後こう輩はいの面めん倒どうを見るのもまた、先輩の務めだ」


　それからぼくたちはふたりで体育倉庫へ向かった。中に入ると廻先輩は跳ちよう馬ばの前に行き、一いつ緒しよに運び出すように言う。仕し掛かけ部屋にあった物と同じ形の跳馬だ。


「旧型だからずいぶんとホコリをかぶっているが、跳馬は跳馬だからな」


　廻先輩と一緒に跳馬を運び、跳躍板やマットなどをセッティングする。


「とりあえず二回宙返りをいっとくか？」


「はぁ!?　無理でしょ!?」


「一回宙はできたろ？　ドラグレスクは三回宙に半ひねりまで入ってるんだ。ちんたらするんじゃねぇよ。つかごちゃごちゃ言ってんじゃねぇよ。さっさとやれ」


　素すでまくしたてる廻先輩……。こんな無む茶ちやを平然と言えるところがさすが体操の天才だ。


「先輩、せめて補助くらいは──」


「は？　お前そんな甘ったれたこと考えてて、技わざを成功させられると思ってんのか？」


「……ごめんなさい」


　もう、やるしかなかった。一回宙くらいなら変な落ち方をしても受身をとれなくもなかったが、二回宙となるとそもそも自分の体がどんな状態で落ちているのかすら判断がつかない気がする。生きて明日もみんなの顔を見られればいいのだが……。


「よぉし！」


　ぼくは悲ひ壮そうなまでに元気な声を上げると、すべての不安を振ふり切るかのように駆かけ出す。


　ギプスを外して初めての全力疾しつ走そうだったが──速い。体が異様に軽く、まるで現実感がなかった。ギプスのバネから解放された直後ゆえの錯さつ覚かくだとは思ったが、それにしても──。


「やばっ！」


　気がついたら跳ちよう躍やく板が目の前にあり、反射的に変な位置へと踏ふみこんでしまった。


「うぉ……」


　踏みこんだ位置がまずかったため体が全然飛び上がらず──。


「ごぉふぐぅぅぅ!!」


　人生最高速度のダッシュの勢いそのままに、思いっきり胸から跳馬に激げき突とつしてしまった。


「ごふっ……ま、また……げふっ……レントゲンを……」


「変な声出すなよ。しかしお前はよっぽどレントゲンが好きと見える」


「ぼくだって……うぐっ……嫌いやですよ……」


「跳馬の基本からやり直しだな」


　──やり直しもなにも、ぼく、なにひとつ教えてもらってないんですけど！


　もはや廻先輩から通常の手順で物事を教えてもらうことをあきらめていたぼくは、黙だまって呼吸を整えながら跳馬の脇わきに横たわっていた。


「──どうして、どうして黙ってたの!?」


　体育館に女の子の声が響ひびく。誰だれかぼくと同じ理り不ふ尽じんな指導に我が慢まんできなくなったのだろうか。


「さっき寮りよう母ぼさんから教えてもらったの。吹音、守衛さんが助けてくれたと思ってて……」


　そういえばぼくは何度か学園の敷しき地ち内で倒たおれたまま朝を迎むかえたことがあったが、守衛さんは一度も助けてくれなかった。最近ではもう、助けてもらえない前提でしか学園内で倒れられなくなって──って、吹音!?


　ぼくは慌あわてて起き上がると、体育館の入口からこちらへ視線をそそぐ鳴唐さんを見つけた。


「ど、どうしてこんな所に？」


「あなたが吹音を助けてくれたんでしょ!?　何度も学校で会ってるのに、吹音……」


　鳴唐さんは体育館の入口に立ったまま言葉につまってしまった。真面目まじめな彼女のことだ。今までぼくにお礼を言わなかったことを気に病やんでいるのだろう。もしかしたら、ここで鳴唐さんと普ふ通つうに話せばぼくらのわだかまりは消えたのかもしれない。だが、ぼく自身が胸を張って鳴唐さんと話せるようになるまではそうすべきでないと思った。ぼく自身が今まで逃にげていたものをすべて清算するまでは、彼女と向き合えないと思った。


「偶ぐう然ぜん見つけただけなんだ。普通は助けるだろ？　気にすることないよ」


「でも吹音、あなたに酷ひどいこと言っちゃったもん……。こんなに練習がんばってるのに──」


「なら話は早いよ。ぼくは練習で忙いそがしいんだ。集中させてくれ」


「それは……」


　鳴唐さんはぼくの冷たい態度に恐きよう縮しゆくし、黙りこんでしまう。彼女はそれでもなんとか口を開くと「ありがとう」とだけつぶやいて体育館を駆け去ってしまった。


　……多分、今の状じよう況きようって、仲直りしようとしてた鳴唐さんをぼくが不ふ機き嫌げんに追っ払ぱらったような感じなんだろうな……。下手へたしたら、一方的に嫌きらってるように思われちゃったかもな……。


「なんだ？　お前が女にモテるだなんてそうないだろ。いいのか？」


　廻先輩は心底不思議そうにつぶやいていた。


　そんな、心の底から心配気味に断言されると思うところがなくもなかったり──じゃなくて、ぼくは倒れている鳴唐さんを見て決めたんだ。逃げずにがんばるって。だから、ぼく自身が彼女に顔向けできるようにならないと、仲直りだなんてできるわけがない。ぼくは……鳴唐さんに怒おこられたときのぼくは……本当に情けない奴やつだったんだ。


「跳馬の基本、早く教えてください」


　ぼくはレントゲンで痛む胸を押さえつつ、助走の開始位置に向かった。


「丈途くん……」


　またしても聞こえた女の子の声。今度は一体なんだと思って顔を向けると、体育館の入口に謡江が立っていた。


「謡江……どうしてここに？」


　謡江はぼくの質問もろくに聞こえていないようで、なぜかこちらと体育館の外を交こう互ごに見入っていた。不思議に思ってその様子を眺ながめていると、謡江の手に巻かれていた包帯がなくなっていることに気づく。


「謡江、手が治ったんだね。よかっ──」


「なんで……なんであの子と……？」


　謡江のつぶやきが聞こえ、彼女の視線の意味にやっと気づいた。


　──鳴唐さんだ。


「丈途くん、私が邪じや魔まだったら、そう言ってくれればよかったのに……」


　謡江は涙なみだをこらえるように手を握にぎりしめると、止める間もなく体育館から走り去ってしまう。


「邪魔とか、そういうんじゃ──」


　ぼくは呆ぼう然ぜんと口を開けたまま、体育館の入口を眺めて立ち尽つくしていた。


「お前……裏で一体なにをやってるんだ……」


　廻先輩の声も話半分にしか聞こえない。


「まさか、小説のモチーフにすると言って数々の女子を食いものに──」


「違ちがいます!!」


　今はただがんばりたいだけなのに、どうして話がややこしくなるのだろう。








　それからの数日は体操の練習も仕事のポルノ小説も順調に進んだ。ＦＢＩのロボ吹音ちゃんシナリオだけはしっかりと筆が止まっていたが、国家レベルのロボ吹音ちゃん製作プロジェクトにも多少の遅おくれが出ているらしく、締しめ切きりがのびて助かっていた。


　鳴唐さんは一度倒れた後も昼休みのクラリネット練習を続けていたが、この間そのことが保健の先生にばれてしまって止められた。おかげで今はお昼になるとどこかもどかしそうにしながらもきちんと食事をしている。


　ぼくが鳴唐さんと話すことはなく、謡江とも近ちか頃ごろは話さず、びっくりするほど周りが静かになっていた。


　ぼくは最近、昼休みも体育館に行って跳ちよう馬ばの練習をしている。だが今日は大会に向けて最終調整をする体育会系の人たちがいるらしく、昼の体育館使用は部外者禁止になっていた。


　仕方なく、ひとりで昼ご飯を食べようと席を立つ。


「久しぶりにふたりで食べないか？」


　本当に、凄すごく久しぶりに律が口を開いた。


　ぼくは慌あわてて向き直ると「も、もちろんだよ！」と口が回らない感じで答えてしまう。


　律はそんなぼくに突つっこむことなく黙だまって席を立つと、学食に向かって歩き始めた。


「未練ね」


　隣となりの席に座る蘭がため息まじりに言う。


「未練？」


　蘭は聞き返すぼくの声を無視すると、妹たちのもとへ行って昼食の相談を始めてしまった。


「……なんだよ。なんなんだよ一体」


　学食に着くと律が食券機でパスタを選んだので、ぼくも同じくパスタにする。


　ふたりして席につき、ふたりして黙って箸はしでパスタを食べ始めた。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　律が洋食を箸で食べていると違い和わ感かんが凄い。普ふ段だんならぼくが即そつ行こうで笑いにもっていくところだが、今日はどう考えても無理だった。今この場はまるで、通つ夜やのような雰ふん囲い気きなのだ。


「……律がカトラリー食器セツトを取り戻もどしたら、記念にカツ丼どんをナイフとフォークで食べてみない？」


　恐おそる恐る軽い冗じよう談だんで様子をうかがうも、律は黙ったままパスタを食べ続けている。


　──思いっきりすべったし！


　自分の愚おろかなおこないを死ぬほど後こう悔かいすると、会話をあきらめて黙もく々もくとパスタを食べ続けた。


　あと少しでぼくのパスタがなくなろうかという頃ころ、律がぼそりと口を開く。


「僕たち、どこで間ま違ちがっちゃったんだろうな」


　本当に、これ以上ないくらい絶望的な響ひびき。


　律……。そこまで思いつめて……。


「謡江とのことは……あの……」


「謡江がさ、丈途のことを本当に楽しそうに話すんだ。この間、デートのことも聞いた」


　……もうそこまで知っていたのか。


　ぼくが答えに窮きゆうしていると、律が話を続ける。


[image: ]


「僕は、丈途の気持がはっきり決まるまで待つよ。丈途の決断を……受け入れるよ」


　律は椅い子すから立ち上がると、食べかけのパスタに視線を落とした。


「グランマに怒おこられちゃうな。でももう……無理だ」


　彼はそう言うと、唐とう突とつに食堂を駆かけ出てしまう。


　向かいの席に置かれたパスタはまだ、半分以上も残っていた。








「はぁ～」


　ぼくは跳馬を流し見ると、なんとなく助走を始める。


「ふえ～」


　走るうちに速度は上がり、トップスピードに入ると同時に跳ちよう躍やく板が足元にくる。その瞬しゆん間かんぼくは一気に踏ふみこみ、跳躍した。


「んしょっ」


　跳馬に手をついて一回宙。その勢いのまま空中でもう一度回って二回宙。それを回り終える頃には着地し、その場に綺き麗れいに静止した。


「むへぇ～」


　天てん井じようを見上げ、本日何度目になるのかわからないため息をつく。


「……技わざはまぁ、許してやろう。一応の形にはなってるからな。だが、そのふざけた態度はなんだ！　体操をなめてるのか貴様!?」


　そばにいた廻先輩がいきなり怒ど鳴なってぼくの頭を叩たたく。抗こう議ぎしようとすると先輩はぼくの服をつかんで強ごう引いんにスタートラインまで引っ張り「次は三回宙！」と声を張り上げた。


「無理ですよ！　昨日やっと二回宙ができるようになったところでしょ！」


「神聖なる体育館をそれだけのため息で汚けがして技をやれるなら、いっそ三回宙半ひねり──ドラグレスクに挑ちよう戦せんしてもらおうか？」


「……ごめんなさい。まずは三回宙をやらせて頂きます」


「喋しやべる間も惜おしい。やれ」


　跳馬を見み据すえながらも、ぼくは昼休みに律と話したことを思い出していた。あの後から律は再び話さなくなり、ぼくは放課後になった今でもあのときのことを引きずっている。


「先輩。恋れん愛あいって難しいけど、友情も難しいんですね」


「……はぁ？」


「いえ、すみません。先輩に聞いたぼくが悪かったというか追いつめられすぎてたった今かなり血迷った発言をしてしまったというか──」


「いいから早く飛べ！」


　業ごうを煮にやした先輩にお尻しりを蹴けられ、その勢いのままぼくは駆け出し跳ちよう馬ばを続けるのであった。




６　敵か味方か!?　ぼくらの最終兵器














　──ねんねんころりよ　おころりよ。


　──坊やはよい子だ　ねんねしな。





　俺の横で寝る女が、その美声で歌っていた。温かく包むような歌。アイドルと見まごう美貌と、いつも下げているハートのペンダントが印象的だった。


「もう行っちゃうのね」


「そろそろ時間なんだ」


「あなた、いつも私をおいてどこかへ行っちゃう。私が邪魔だったら、そう言って……」


　女は不意に俺を抱きしめてくる。互いに一糸まとわぬゆえ、熱い体の感触がそのまま伝わってきた。女の柔らかな胸も、しなやかな腕も、今は俺を抱きしめるためだけにここにある。


「私、私……あなたのためならすべてを捧げられるのに……」


　そのことは充分知っている。だからもう、これ以上は聞きたくなかった。俺は女の口をふさぐように唇を重ねると、その均整のとれた体に手を回す。顔だけでなく、声も、体も美しい女。


「んふっ……や……行かないで……」


「どうしてそんなことを言うんだ？　もう、充分愉しんだだろ？」


「私、あなたが欲しいの」


　女は俺を繫ぎ止めるようにきつくきつく抱きしめてくる。だが女の細腕では限界があった。俺は意地悪く女の腕を引きはがすと、女が動けないようその腕ごと抱きしめる。そして自分が好きなように舌を這わせ始めた。耳元からうなじへ、肩先から胸の上へ……。


「あなた、いっつもそうよ……。自分の気分だけで私を抱こうとするのね……」


「べつに悪いことだなんて思ってないぜ」


「……子守唄。私、子守唄を歌うから、このままここで一緒に眠りましょう？」


「お前の歌は好きだが……悪いな。まだ仕事が残ってるんだ」


　女の瞳から涙が溢れていた。俺はそれを拭うように舐めると女と唇を重ね、舌にまとわりついた涙を味わわせて返すように女と舌を絡め始めた。












「丈途、ついに刻ときが来たわよ。私たちの……いえ、この国の希望がついに誕生したのよ！」


　蘭は秘密基地に設置してあるパソコンの前で拳こぶしを握にぎりしめ、興奮気味に画面をのぞいていた。来夏や成子がこちらへ来て、不思議そうにパソコンへ目を向ける。


「この国っていうのは言い過ぎだけどね」


「馬ば鹿か言わないで！　あたしのおかげでどれだけの技術革新が成されたことか！　あたしの役に立ててついでに世界に誇ほこれる技術が生まれたんだから、こんなにいいことないじゃない!!」


「……蘭のおかげというより蘭のクラッキングに踊おどらされたかわいそうな技術者の皆みなさんのおかげだし、世界に誇れる技術より蘭の私し欲よくが優先順位の上にあるのはおかしいし──」


　蘭はぼくの話など聞かず、キーボードに弾だん丸がんタッチを食くらわせて作業を再開する。


「丈ちゃん、どうしたんですの？」


「ついにロボ吹音ちゃんが完成したんだってさ」


　成子は「きゃあ」と口元を押さえると、ぼくの手を取って笑え顔がおを向ける。


「ついにやりましたわね」


「成子こそおめでとう。あのプログラム、一千万で売れたんだってね」


「はい。ロボ吹音ちゃんの完成に貢こう献けんができてよかったですわ。でも、私だけ先にテストが終わってしまって……なんだか申し訳ないですわ」


「なに言ってるんだよ。ロボ吹音ちゃんの仕草、期待してるからね」


「私の動きが組みこまれてると思うと、なんだか複雑な気持ですわ」


　成子はパソコンの画面に目をやると、はにかんで笑っていた。


「それはそうと丈途。必殺シナリオはちゃんと完成させたんでしょうね？」


　不意に弾丸タッチをやめた蘭が、こちらをじっと睨にらんでくる。


「ロ、ロボ吹音ちゃんの完成が遅おくれるって話だったから、今はクオリティーを上げてる段階というか、決して筆が止まっているわけではなく、あくまでクオリティーを上げてる段階なんだけど、もしかしたら筆が止まってたのと同じくらいの時間がかかる可能性があるから、できればあと数日は待って欲しいというか──」


「じゃあ完成している分でいいから今読ませてよ」


「いや……不完全なものを読者にお届けするのは作家の信義に反する行こう為いかと思われ──」


「じゃあ明日の朝までに完成させてよ」


「その……できればあと三日くらい欲しいというか、完成度の低いシナリオで牡丹先輩を口説けなかった場合のリスクを考えると三日待ちもやむなしというか──」


「あんた、本当にちゃんと書いてるんでしょうね？」


　蘭に凄すごまれ、言葉につまってしまった。


　実はロボ吹音ちゃんのシナリオ、まったく進んでいないのだ。鳴唐さんのポルノだと思うとどうしても書けなかった。その理由もわからないまま才能テストに向けた体操の練習だけが進み、実は今、ドラグレスクができるまであと一歩というところまできていた。今日ＦＢＩに顔を出したのは、才能テストの攻こう略りやくにめどがついてきたからなのだ。


「蘭お姉さま。ロボ吹音ちゃんの最終調整はここでやるわけですし、明日の夜までなら待てるんじゃありませんか？」


「……それもそうね。じゃあ明日の夜までに必殺シナリオを持ってきてちょうだい」


「明日の夜っていうのもちょっと厳し──」


「これ以上延ばすつもり？」


　蘭に再び凄まれ、もはや逃にげようがなくなってしまった。


「……がんばらせて頂きます」


　言うや否いなやぼくはダッシュで窓辺まで行くと、ロープを握って飛びおりるように来夏の部屋を出る。そのまま自分の部屋まで急いで向かい、机の前に座った。


「やばいな……他ほかの人のポルノなら今すぐにでも書けるんだけど……」


　ぼくはまっさらな原げん稿こう用紙の前で額に汗あせを滲にじませ、シャープペンシルを握りしめていた。


　……なにかいい方法を考えなくては。ただでさえＦＢＩは一度辞やめてまた入ったところなのだ。これ以上失態を重ねれば蘭からなにを言われてなにをされるかわかったものではない。平然と国家レベルの危険な橋を渡わたる百合ゆり百合お姉さまの蘭を怒おこらせれば男のぼくなんて一体どんな制裁を受けるか──。


「そうだ！　よく考えたら牡丹先輩、百合だ！」


　その瞬しゆん間かん、ぼくの中に閃ひらめくものがあった。こうなれば後は早い。シャープペンシルを握り直すと、一気に原げん稿こうを書き進めた。








　次の日、夜になって来夏の部屋に行くと、白いガウンを着た鳴唐さんがなぜかいた。


「鳴唐さん、一体こんな所でどうしたの？」


「ここ、吹音のお部屋だもん」


「え？　ここって来夏の部屋だけど……」


「今日からここ、吹音のお部屋になったの」


「だってここには写真を現像するための部屋もあるし、鳴唐さん、住みづらいでしょ？」


「いいの。吹音、コンセントがあればどこでも充じゆう電でんできるから」


「充電？　一体なんの話を──」


「なにを真面目まじめに押問答している。一時的に置いてるだけだろ」


　ベッドに寝ね転ころがっていた来夏が、あきれたようにこちらを見ている。


「置くって一体……」


　ぼくは意味がわからず鳴唐さんに目をやると、彼女は改めるようにこちらへ一礼した。


「はじめまして。あなたは確か……芥川丈途さんですね。吹音、別名をロボ吹音ちゃんっていいます。今日からよろしくお願いします」


　その台詞せりふを聞いて、ぼくは啞あ然ぜんとしてしまう。言葉を失ったまま何度も目の前の鳴唐さんを確かく認にんしてしまった。


「本人……だよね？　また寝ねぼけてるとかそんな感じなんだよね？」


「今夜ロボ吹音が届くと聞いていただろ。そいつは正しよう真しん正しよう銘めいのロボ吹音だ」


　どう見てもロボットには見えない……。どう見ても本人だ……。


　ぼくはもう一度確かめるように目の前のロボ吹音ちゃんを見つめた。


「……さすが国家レベル」


　こんな所で恋れん愛あいのいざこざに使ってしまっていいのだろうか。これはかなり革新的な発明のような気がするのだが……。


　仮囲いの中から蘭が出てきて、自じ慢まんげにロボ吹音ちゃんの頭を撫なでた。


「素す晴ばらしいと思わない？　吹音ちゃんボイスも吹音ちゃんのかわいい仕草再現機能も天然っぷりのプログラムも完かん璧ぺきよ。そして極きわめつきがこれ！」


　蘭は背に隠かくしていた片かた腕うでを前に出すと、その手に持っていたクラリネットを見せた。


「まさか……」


　ぼくがつぶやくと、蘭は不敵に微笑ほほえんでロボ吹音ちゃんにクラリネットを渡す。


「吹音、夜は音楽棟とうで吹ふけって先生から言われてるの……」


「大だい丈じよう夫ぶよ。先生のオッケーはあたしがもらったから。試ためしに吹いてごらんなさい」


　先生のオッケーをもらったというのは噓うそだろうが、ロボ吹音ちゃんは素す直なおに蘭の言葉を信じ、クラリネットを構えるとおもむろに演奏を始めた。


　──流れてきたのは素そ朴ぼくで温かな、まさに鳴唐さんの演奏だった。ここまでリアルだと、もうロボ吹音ちゃんが鳴唐さんとしか思えなくなってくる。


「超高音質スピーカーによる吹音ちゃんの演奏再生とエア・クラリネットの合せ技わざよ。これはもう、どう見ても本人でしょ」


　本人すぎて調子が狂くるう。というかぼくは今、本人と仲直りするためにがんばっているのだが、そのがんばりの結果が出るまでは仲直りするチャンスがあってもあえて仲直りしないでいるため、どう見ても本人のロボ吹音ちゃんは見ているだけで微び妙みような気持になる存在だ。


「あの……シナリオは一応できたから、ぼくはこれで帰ってもいいかな」


　蘭にシナリオを渡すと、そそくさと窓辺へ向かいロープを握にぎる。


「ちょっと待ちなさい！　今ロボ吹音ちゃんに覚えさせるから、あんたも見ていくのよ。シナリオが失敗作だったらこの場で書き直してもらわなきゃいけないんだから」


「いや、ロボ吹音ちゃんを見ていると、ぼくの心が色々と微妙な感じになるんで……」


　蘭はぼくの言葉を聞き、意味ありげに笑った。


「最近の吹音ちゃん、なんだかふさぎこんでておかしいから、あたしの妹たちが心配して話しかけたことがあったの」


「へ、へぇ……。で……どうだったの？」


「知りたい？」


「それは……」


「教えてあげようにも、必殺シナリオの完成度が気になってまだ話せそうもないわねぇ。ロボ吹音ちゃんの演技を見てシナリオのできを確認しないと、話してあげる余よ裕ゆうなんて今のあたしにはまったくもってないわねぇ」


「……わかったよ。見ていけばいいんだろ」


　ぼくはあきらめてその場に腰こしをおろし、ロボ吹音ちゃんがシナリオを覚え終わるのを待った。


　やがて演技が始まると、みんなそれを食い入るように見つめ──。


　…………………………………………………………………………………………………………


　…………………………………………………………………………………………………………。


「あ、あたしの吹音ちゃんが～!!」


「す……凄すさまじい人格崩ほう壊かいっぷりですわ……」


　蘭と成子が呆ぼう然ぜんとロボ吹音ちゃんを眺ながめ、立ち尽つくしていた。


「……あれ？　なんかまずかった？」


　ぼくが不思議そうに言うと、蘭がこちらにつめ寄ってきて胸むなぐらを力いっぱいにつかんだ。


「まず過ぎるでしょ！　あれのどこが吹音ちゃんなの!?　あれのどこが必殺シナリオなの!?」


「ちょっと聞いてくれ！　ぼく、考えたんだ!!　牡丹先輩って百合ゆりだろ!?　なら──」


「もうこれでいいんじゃないか？　わざわざ鳴唐っぽいシナリオでなくとも、これはこれであの先せん輩ぱいは喜びそうじゃないか」


　ベッドに寝ね転ころがっていた来夏は面めん倒どうそうに言うと、ひとりで部屋を出て行ってしまった。


　室内に、なんとも言えない微妙な空気が漂ただよう。


　……これ、ぼくのシナリオのせいなのかな？　でも、牡丹先輩を口説くのにこんなに適したシナリオはないと思うんだけど……。


「丈途のアホシナリオ、もう修正とかなんとかそういうレベルじゃないわね……。吹音ちゃんの絵のコンテストは週明け締しめ切きりで、明日が金曜。もう最後の週末に入っちゃうから牡丹先輩だって本気で吹音ちゃんを狙ねらいに行くわ。今さら新しいシナリオを待って審しん査さしてたら作戦の用意が間に合わないし……。この際あきらめて、このアホシナリオのままでいくしかないわね。あたし、ロボ吹音ちゃんのできに賭かけるわ！　アホシナリオを抜ぬきにして、ロボ吹音ちゃんの完成度に賭けるわ!!」


　……大おお真面目まじめに作ったシナリオなのに、酷ひどい言われようだな……。


「明日の夜、ラストミッションを決行するわよ！　みんな覚かく悟ごしておきなさい!!」


　力強く言う蘭と、息を呑のむように頷うなずく成子。その様子を黙だまって眺めていると、不意に蘭が目だけで笑ってこちらを見つめてきた。


「そういえば本物の吹音ちゃんだけど、あたしの妹たちが心配して話を聞こうとしたとき、一いつ瞬しゆんだけあんたの方を見て『嫌きらわれちゃった……』ってつぶやいてたそうよ。丈途はＦＢＩで吹音ちゃんのためにがんばってるっていうのに、ずいぶんすれ違ちがってるのねぇ」








　全力疾しつ走そうで飛ぶと跳ちよう馬ばに手をついて一回宙、その勢いのままさらに体を回して二回宙、最後は床ゆかに激げき突とつする恐きよう怖ふと戦いながら死ぬ気で三回宙をして体を半分ひねり──着地！


「やった！　ついにドラグレスクができましたよ!!」


　ぼくは思わずガッツポーズを作り、廻先輩を見ていた。


「ふん。まだまだ未熟だが、確かにドラグレスクだったな」


　先輩はそう言うとぼくに近づき、思いっきり背中を叩たたく。


「よくやった!!」


「げふっ……」


　誉ほめられたのは嬉うれしいが、先輩の馬ば鹿か力ぢからで背中を叩かれ息がつまってしまった。今ぼくの背中にはきっと、先輩の手形が赤々とついていることだろう……。


「試合に備えて今日はしっかり寝ねておけよ」


「試合？」


「お前馬ば鹿かか??　仕し掛かけ部屋の攻こう略りやく期限が迫せまってるだろ。明日の早朝に立ち会ってやるから、さっさと挑ちよう戦せんして攻略しろってことだよ」


　それ、試合じゃなくて試験ですから……。


「返事は！」


「オッス!!」


　ほとんど条件反射で答えてしまった。才能テストが始まってからというもの、どんどん体育会系になってゆく自分が悲しい。


　とはいえ今夜はあまり寝ることはできないだろう。なぜなら──。








「行くわよ。ラストミッション、開始!!」


　蘭の声とともにぼくらは来夏の部屋を出る。みんな胸に「ＦＢＩ」と刺し繡しゆうされた特製の赤いツナギを着ていた。蘭がロボ吹音ちゃんとともに発注していたラストミッションのためのユニフォームだ。赤色なのは、鳴唐さんを象しよう徴ちようする色だかららしい。


「しかしド派手な色だな……」


　ぼくはすぐに通つう気き孔こうへと入り、姿を消した。男のぼくでは女子寮りよう内ないで自由に動けないからだ。


『ついに最後のミッションですのね』


　無線に成子の声が入る。


「鳴唐さんの挑戦する絵のコンクールはもうすぐ締切りだし、牡丹先輩も本気で鳴唐さんを狙ってくると思う。今までＦＢＩに邪じや魔まされ続けてきた鬱うつ憤ぷんもあるだろうしね」


『私、見張りをしていて、いつ吹音さんが襲おそわれてしまうかハラハラしておりましたもの。もうロボ吹音ちゃんに賭けるしかありませんわ。できれば牡丹先輩には永遠にロボ吹音ちゃんと幸せになって頂きたいものです』


「……科学の粋すいが、国家レベルのプロジェクトが、そうやって全力で無む駄だに使われるんだね」


　ぼくは成子と無線で喋しやべっている間に指定されたポイントに到とう達たつした。今回の主役はあくまでロボ吹音ちゃんだ。ぼくも成子も、脇わき役やくとしてシナリオを盛り上げていけばそれでよかった。ちなみに来夏は……もちろんミッションが始まる前にぼくらの前から消えていた。


『丈ちゃん。ラストミッション、絶対に成功させましょうね』


「もちろんさ。それが──ＦＢＩだろ？」


『頼たのもしいですわ』


『──ふん。丈途もようやくＦＢＩらしくなってきたわね』


　無線に蘭の声が入った。ぼくが応答する前に、蘭はたたみかけるようにして言葉を継ぐ。


『丈途、成子。もうすぐ目標が現れるわ』


『了りよう解かい。主屋久成子、目標を恋こいへ誘いざないます』


「こちらも了解。芥川丈途、目標の恋を演出します」


　無線が飛び交かった直後、牡丹先輩が廊ろう下かに現れる。その様子を通気孔から眺ながめていると、時を同じくして成子が現れて先せん輩ぱいに話しかけた。


「牡丹先輩……成子は先輩と結ばれなかったですけど……その……だからこそ、先輩の恋を応おう援えんすることに決めましたの！」


「あら、どうしたのぉ。あたしの恋ってどういうこと☆」


「成子、先輩のことならなんでも存じております。だから今日、おふたりの気持、せめて成子の手で結びたいと思いましたの！」


　成子が喋り終えると、廊下の角から閃学園の制服に身を包んだロボ吹音ちゃんが現れた。それを見て、牡丹先輩が驚おどろいた顔をする。


「吹音ちゃ～ん。わざわざお出で迎むかえ？」


　その瞬しゆん間かん、ぼくは通気孔から潮しお騒さいの音を流し、海の匂においを漂ただよわせ始める。


「牡丹先輩……吹音、今までずっと気持を素す直なおに言えなくて……ごめんなさい」


「あらぁ？　一体どうしたのぉ？」


「吹音……あんまり喋るの上手じゃないから……ちゃんと伝えられるか不安で……」


　恥はじらうように言葉をつむぐロボ吹音ちゃん……。牡丹先輩はそれを見てロボ吹音ちゃんの言わんとすることに気づいたのか「きゃあ[image: ]」と声を上げると、そっとロボ吹音ちゃんの赤あか髪がみに手をそえる。


「大だい丈じよう夫ぶよぉ。あたしたちの間に言葉なんていらないの。だってあたしたち、ずっと通じ合ってたんですものね[image: ]」


「牡丹先輩……」


　波の砕くだける音が辺りに響ひびき渡わたる。次いで、ぼくは一ひと際きわ強く海の香かおりを辺りにふりまいた。そう──ここは今、青春の浜はま辺べ!!


「吹音の気持、曲に託たくしたんです。聞いてもらえますか？」


「もちろんよっ♪」


　潮騒の中、そっとクラリネットを構えるロボ吹音ちゃん。超高音質スピーカーから響いてきたのは素そ朴ぼくで温かな──とは全然違ちがう、クラリネットによる超絶早弾きだった!!　エア・クラリネットに至ってはもはや神かみ業わざとしか言いようのない──弾だん丸がんタッチ!!


「ロボ吹音ちゃん、恐るべし……」


　当然ながらこの演奏、下手へたなバンドが奏かなでるヘビーメタルより何倍も激しく、そして熱い!!


　ロボ吹音ちゃんはやがて曲を吹ふき終えると、指先を静かに顔の高さに掲かかげた。


「──先輩、吹音の指技、興味ありませんか？」


　艶えん然ぜんと微笑ほほえむロボ吹音ちゃん……。だがその瞳ひとみには挑ちよう戦せん的な輝かがやきを宿し、先輩を射い貫ぬくように見つめていた。正直、男のぼくでもぞくりとするほどの視線──。


「これが本当に鳴唐さんの台詞せりふだったら……凄すごい展開だな」


　自分でシナリオを作っておいてなんだが、息を呑のんでしまった。ぼくの計算では鳴唐さんの性格に蘭の百合ゆり要素を組み合わせることで凄すさまじいギャップが生まれ、その意外性が牡丹先輩のハートを直ちよく撃げきするはずである。


「ふ、吹音ちゃん……一体どうしちゃったのぉ？　なんか今日、変よぉ??」


「吹音はいつも本気なの。本気で先輩に指技を使っちゃうの。弾丸タッチで責めちゃうの」


「えっ……？」


　牡丹先輩が顔を赤らめ、声を失っていた。そんな牡丹先輩を前にロボ吹音ちゃんは挑戦的な視線をより一層強くし、先輩に近づき、あごに手を這はわせて自分の方を向かせる。


「吹音ちゃん……あたしのこと、本気で責めちゃうの？」


「もちろん本気なの」


「その……優やさしくして……ね？」


　牡丹先輩はロボ吹音ちゃんの制服の端はしを握にぎると、瞳を閉じて唇くちびるを少しだけ前に突つき出す。


　……キ、キス待ち体勢!?


「さすがギャップ攻ぜめだ。ギャップのアピールは恋れん愛あいの基本だからな。でもロボ吹音ちゃんのギャップぶりは──まだまだこんなもんじゃない!!」


　ぼくは思わず手に汗あせ握にぎり、口の端はしを上げる。


「さぁ、やるんだロボ吹音ちゃん！　キスだなんて生ぬるい！　ただのカップルだなんて無難なところに収まるんじゃない！　なぜならぼくらはＦ・Ｂ・Ｉなんだ！　この恋愛で主導権を握る必要がある！　今こそあの口説き文句で牡丹先輩を──落とすんだ!!」


　ぼくの言葉に反応したのか否いなか、ロボ吹音ちゃんは牡丹先輩に顔を近づけると、そっと耳打ちをする。


「──牡丹先輩、吹音の妹になって欲しいの」


「──えっ!?　い……妹ぉ!?」


　キス待ち体勢だった牡丹先輩はいきなり目を見開き、ロボ吹音ちゃんをまじまじと見つめた。


「そうなの。吹音、牡丹先輩の面めん倒どうをみたいの」


「め、面倒って……」


「牡丹先輩のお姉さまとして、これからがんばっていきたいの」


　牡丹先輩は雷かみなりに打たれたかのようにその場で痺しびれ、立ち尽つくしていた。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　辺りには、潮騒だけが流れている。


　…………………………………………………………………………………………………………


　…………………………………………………………………………………………………………。


「ふ、ふ、吹音ちゃ～～～～～ん!!」


　牡丹先輩は感激のあまり、涙なみだを流してロボ吹音ちゃんに抱だきついていた。本当にお姉さまとして認めたのかそれともロボ吹音ちゃんの健けな気げな主張に心打たれたのか、そのどちらでもいいと思った。とにかくこれで、牡丹先輩はロボ吹音ちゃんと幸せな日々を送ってくれる。


　通つう気き孔こうからふたりを見守っていると、成子がぼくの下に来た。


「……それにしてもこのシナリオ、強きよう烈れつでしたわ」


「いや……同い歳にまで『お姉さま』って慕したわれている蘭の百合要素を盛りこめば、対百合用の必殺シナリオができるんじゃないかって思ったんだけど……」


『──ちょっと待って！　あれ、あたしがモチーフだったの!?』


　蘭の無線が入ってきた。ぼくは無線を入れたまま成子と話していたらしい。


「蘭お姉さま、今さらですわよ。私は最初から気づいておりましたわ」


「そのまんまだからぼくも蘭は気づいてるのかと思ってたよ」


『どこがそのまんまなのよ!?』


「どこって……ねぇ？」


　成子に目をやると、顔を赤らめてうつむいてしまった。


「ほら、成子なんて恥はずかしすぎてなにも言えなくなっちゃったし」


　それを聞いて蘭が慌あわてたように無線を入れる。


『ちょっと！　あたしがなにか悪いことでもしたって言うの!?』


「悪いって言うか、凄すぎ？」


　ぼくが思わず答えてしまうと、蘭は低く震ふるえる声で無線を入れてくる。


『丈途……ちょっとそこで待ってなさい。直接会って言いたいこととかやりたいこととか色々あるから』


　……や、やばいかも。


「成子、ぼく、ちょっと逃にげるから！」


　慌てて言って通気孔の中を移動しようとすると、成子はぼくを無視してロボ吹音ちゃんのそばへ向かった。そして寝ねぐせの一束を握ると、意味深げな笑いをこちらへ向け、なにかのレバーを動かすがごとく「ガコンッ！」と寝ぐせを下げる。


　……ガコンッ？


「モード、吹音ヨリ侍サムライヘ移行。コレヨリ我ガ主アルジニオ仕ツカエスル」


　……え？　な、なにを言ってるんだ??　ロ……ロボ吹音ちゃん??　しかも、侍って??


　ロボ吹音ちゃんは自分に抱きついていた牡丹先輩の首の後ろに手刀を打ち、いきなり気絶させた。そして牡丹先輩の服をなにやらごそごそと探さぐり──一本の鍵かぎを取り出す。


「ちょっと、ロボ吹音ちゃん！　一体なにをやってるんだよ!?」


　ロボ吹音ちゃんはぼくの声を無視すると、その場をいきなり駆かけ出した。


「待ってってば!!」


　なぜか泰たい然ぜんと動かない成子を脇わき目めに、ぼくは通気孔から飛び降りて慌ててロボ吹音ちゃんを追う。しかし追っている途と中ちゆうでいきなり蘭とはちあわせてしまった。蘭は会うなりぼくの胸むなぐらをつかむと、怒ど濤とうの罵ののしりを始める。


「あんたがあたしのなにを知ってるっていうのよ！　あんなアホシナリオであたしを表現したつもりなの!?　っていうかあのアホシナリオのどこら辺をあたしだと思ってるわけ!?」


「い、いや、基本的には全部……じゃなくて、なんか、ロボ吹音ちゃんが──」


「ぜ……全部ですって!!」


　蘭はぼくの首を力の限り絞しめ「あんた隣となりの席で今までなにを見てたのよ!?　作家のくせに人を見る目がどれだけ節穴なのよ!?」などと文句を言いまくる。おかげでロボ吹音ちゃんをしっかり見失ってしまった。


「ぐるじいです……どいうが、ロボ吹音ぢゃんが暴走じで……」


「はぁ!?　暴走!?」


　ぼくの首を絞めていた蘭の手がやっと離はなされ、咳せきこんでしまった。


「今追ってたんだ……。ロボ吹音ちゃん、先せん輩ぱいが持ってた鍵を取って走り出しちゃって……」


「そういう重要なことは先に言いなさいよ!!」


「だって蘭、いきなりぼくの胸ぐらをつかんだり首を絞めたり──」


「──きゃぁぁっ!!」


　廊ろう下かの先で女の子の悲鳴が聞こえた。ぼくと蘭は顔を見合わせ、急いで声のもとまで走る。


　行き着いた先は──鳴唐さんの部屋だ。ちょうど今、パジャマ姿の鳴唐さんを抱かかえたロボ吹音ちゃんが部屋の中から出てくるところだった。


「あの鍵、鳴唐さんの部屋のスペアキーだったのか!?　牡丹先輩、いつの間にそんな物……。油断も隙すきもないっていうか……相変わらずとんでもない先輩だな」


　ロボ吹音ちゃんに抱えられた鳴唐さんは、こちらに視線を送って驚おどろいていた。


「なんでまた女子寮りように……」


　鳴唐さんはそこまで喋しやべると、急に言葉を濁にごしてしまう。


　……ぼくに嫌きらわれてるって思ってるからか……。


　だがぼくはまだ、鳴唐さんと仲直りすることはできない。ぼくはまだ、やらなければならないことが残っている。ここはひとつ、鳴唐さんの天然ぶりに賭かけてごまかすしかない！


「その……これは夢なんだ。ぼくが女子寮にいるのも、夢だからなんだ」


「……え？　これ、夢だったの？　そういえば、吹音と同じ顔の子がいるんだけど……」


「夢だからさ。だってそうだろ？　現実にそんな子がいるわけないじゃないか」


「そっか……夢かぁ……」


　鳴唐さんはロボ吹音ちゃんをまじまじと見つめる。するとロボ吹音ちゃんが「……夢？　あ、吹音、忘れてた」と言い、本物の鳴唐さんに息をふっと吹ふきかけた。その瞬しゆん間かん、鳴唐さんがいきなり眠ねむりに落ちてしまう……。


「な、なんだよあの機能!?　ちょっと蘭!!　ぼく、聞いてないんだけど!?」


「あたしだって知らないわよ！　あんな機能あたしは頼たのんでないわ!!」


　そのとき、誰だれかの足音が近づいてきた。ぼくは今、思いっきり女子寮に侵しん入にゆうしている状態だ。見つかったらまずいと思い、反射的に蘭の陰かげに隠かくれて足音の方を見る。


「……なんだ。成子じゃないか。びっくりさせないでくれよ」


　成子はなぜか、ぼくの言葉に反応しない。


「そういえば成子、さっきロボ吹音ちゃんになにをしてたの？　あの後からロボ吹音ちゃんがおかしくなったような気がするんだけど……」


「──ふふふふふっ──」


　低く、低くあざ笑うかのような声。一瞬、それが成子から漏もれているものだとわからなかった。それくらい、普ふ段だんの成子とは違ちがう声だった。


　成子はぼくらを無視してロボ吹音ちゃんの前に行くと、今度は肩かたを震ふるわせて高笑いを始める。


「ふははははっ。ロボ吹音ちゃん、でかしたぞ！」


　ハスキーボイスというより、もはや男の声としか言いようのない声……。一体、どうしてしまったというのだろうか？　一体、なにが起こっているというのだろうか？


「蘭お姉さま、色々とご指導して頂いて感謝しておりますわ」


　完全に男の声のままで成子が言うと同時に、ロボ吹音ちゃんの瞳ひとみから強きよう烈れつなフラッシュが放たれる。瞬間的に目がくらんだ後にもう一度成子を見ると──そこには男子の制服を着た成子……いや、成樹がいた!!　舞ぶ台たいで役者が一瞬にして変身するがごとき変り身の速さだ。


「ふははっ。ふははははははっ！　ふははははははははっ!!」


「な……成子？　一体どうしちゃったって言うんだよ!?」


「その名で呼ぶな！　下げ郎ろうめ!!」


　げ……下郎!?


「貴様ら、まだ気づかぬのか？　ＦＢＩのシナリオはとっくの昔に我が計画へと取りこまれていたのだよ」


「計画……だって？」


「そうだ。宿敵丈途よ！　オリエンテーション大会のときは貴様の卑ひ怯きような裏工作で敗北を喫きつしたが、今度はそうはいかん！　吹音ちゃんを防衛する一年生の会──ＦＢＩは今後、この成樹がひとりで続けていく!!」


「な、なんだって!?　どうしてそんなこと……」


「そ、それを言わせる気か！　考えるまでもなく理由はわかるだろ!!」


　成樹はやけに恥はずかしそうに言うと、鳴唐さんに目をやって黙だまってしまった。


　……ど、どういうことなんだ？　さっぱり意味がわからない……。どうも鳴唐さんと関係がありそうだが……。


　ぼくは成樹の鳴唐さんに対する行動を思い返してみた。──確か、オリエンテーション大会の決戦が終わったあと、鳴唐さんの演奏を誉ほめてたな。ＦＢＩでは鳴唐さんのことについてやけに真しん剣けんに話してた気がする。蘭が鳴唐さんの部屋に監かん視しカメラをつけようとしたときも猛もう烈れつに反対してたし……よく考えたら色々な場面でＦＢＩの活動に積極的で、鳴唐さんに対して真面目まじめだったな。まるで鳴唐さんのことを想おもっているかのように──。


「──って、あれ？　まさか成樹……鳴唐さんのことが好きなの!?」


　ぼくの驚おどろきの声に、成樹は「いちいち声に出すな！」と頰ほおを赤く染めてしまった。


　……そんな……いや……えぇぇ!?　ぼく、全っっっ然気づかなかった!!


「ねぇ、あたしの妹になったのはなんだったの!?　まさか噓うそだったって言うの!?」


　蘭が混乱する気持そのままに、必死の声で問いかけていた。


「さきほど言いましたでしょ？　『色々とご指導して頂いて感謝しております』って。蘭お姉さまのおかげですのよ？　こうやってロボ吹音ちゃんに裏モードを仕込めるほどのクラッカー破壊者に成長できましたのは」


　成樹がモロに男声のままで成子的台詞せりふを喋っている……。悪あく趣しゆ味みな奴やつだ。というか、なんて酷ひどい裏切りなんだ！　成子……いや、成樹め……。しかもわざわざこんな演出をして登場するだなんて……超ちよう・超・超うざいし!!


「成……樹。コ・ロ・ス・わ」


　蘭がゆっくりと成樹のもとへ向かってゆく。静かだが、さきほどぼくの首を絞しめていたときとは比べものにならない殺気がみなぎっている。


　蘭が成樹の目の前まで来ると、不意にロボ吹音ちゃんが鳴唐さんを床ゆかに置き、一歩前へ出る。その刹せつ那な──。


　シュッ……。


　一瞬の風鳴りが、一瞬の煌きらめきとともに過ぎ去った。そして、蘭のツナギに一筋の短い切れ目が入っていた。


「きゃぁぁぁぁ!!」


　驚いてロボ吹音ちゃんに目をやると、クラリネットの端はしを持っている姿が見えた。そのクラリネットの端から、煌めく刃やいばが伸のびている……。


　あ、あのクラリネット、隠かくし刀になってたんだ!!　慌あわてて蘭を確かく認にんすると、ツナギの切れ目からのぞく白い肌はだに傷ができている様子はない。刃は体にまで届いていなかったようだ。


「てやんでぃ～！　我が主に刃は向むかう不届き者めぃ！　このクラリネット侍ざむらいの吹音様が成敗してくれるぅ～」


　ロボ吹音ちゃんは大きく見み得えを切ると、力強く刀を構え直す。


　──なんという時代劇！　成樹、こんな演技までプログラムしてたのか!?


「クラシック流秘剣、スタッカート突つきぃぃぃ！」


　ロボ吹音ちゃんは蘭に向かって神速の連突きをする。


　蘭は慌ててこちらへ飛び退のき、ロボ吹音ちゃんと一いつ旦たん距きよ離りをとった。


「な、なんなの、一体……。あたしもう、なにがなんだか……」


　蘭はいきなりのことに頭が真っ白になっているようだった。無理もないだろう。ぼく自身、だいぶ混乱している。


「それにしても成樹、殺陣たてまで覚えさせてたなんて……」


　ぼくの言葉を聞いて成樹は得意気に腕うでを組み、また高笑いを始めた。


「宿敵丈途よ！　オリエンテーション大会のときはウィーンへのクラス旅行をとられたが、今度はそうはいかん！　今、我が手元にはプログラムを売って得た五百万があるのだ！　これがなにを意味するかわかるか!?」


「……え？　五百万だって？　ロボ吹音ちゃん用のプログラム、一千万で売れたはずだろ??」


「くっ……それは……指導料としてそこの女に取られて……」


　成樹の視線を追うと、蘭にたどり着いた。


「……蘭。そういうのってハッカー精通者精神に欠けるんじゃないの？」


「ただの指導料よ……。あたし、がんばって色々教えたんだもん……」


　蘭はばつが悪そうに顔をそらすと、そのまま黙りこんでしまった。


「──とにかく、我が手元に五百万があるということは、なにを意味するかわかるか!?」


　成樹がこちらを見て猛烈に聞いてくる。


　……うざいなぁ。言いたいことがあるならさっさと言えばいいのに……。


「さぁ。よくわからないね」


　ぼくがぶっきらぼうに答えると、成樹はまたまた高笑いを始めた。


「ふははははっ。そうか、わからぬか。想像力が貧困な奴めぃ！　五百万はなぁ……吹音さんとふたりきりのウィーン旅行を楽しむために遣つかうのだ!!」


　……えぇ!?　鳴唐さんをまたウィーンに連れて行こうって言うのか!?　それ、ちょっとありがたみがないだろ……。しかもその考え、なんか執しゆう念ねん深ぶかいっぽいし……。


「明朝一番の飛行機に乗るまでは誰だれにも邪じや魔まはさせん！　クラス旅行ごときではできなかった、吹音さんのためだけのウィーン旅行をプレゼントするのだ!!」


　得意満面の笑えみで言う成樹を見て、不意に、ぼくの中でなにかが切れた。


　……ごとき、だと？　クラス旅行ごとき……だと？


　あの無む茶ちや苦く茶ちやだったオリエンテーション大会の思い出が、頭の中を一いつ瞬しゆんにして駆かけ巡めぐる。はじめの頃ころはクラスもバラバラで、ぼくひとりで駆け回って、それに気づいてくれた律や蘭が力を貸してくれて、やっとクラスがまとまって、そして、そして、最後に鳴唐さんが勇気を出してステージに上がってくれて優勝したあの大会……。そうやって手にしたぼくたちのウィーン旅行を……成樹、お前はごときと言うのか!!


　ぼくは思わず成樹に向かって駆け出していた。今のぼくはもう昔のぼくではないのだ。廻先輩とのトレーニングで確実に強くなっている。いくらロボ吹音ちゃんがいようとも──。


「クラシック流秘剣、両断カンタービレぇぇぇ！」


　光こう刃じん一いつ閃せん。思わず飛び退いたぼくのツナギに、綺き麗れいな裂さけ目ができていた。体には……ギリギリ刃が届かなかったらしい。


　……やべぇ。鍛きたえてなかったら、避よけ損そこねてお腹なかが裂けてたりしたかも……。


　これでは成樹に近づくことすらできない。急いで踵きびすを返すも、ロボ吹音ちゃんの追つい撃げきが避さけきれぬ間合いで迫せまり来る。


「──刃は物もの相手に素す手でで行く馬ば鹿かがいるか」


　声が聞こえた瞬間、ぼくとロボ吹音ちゃんの間にブラジャー姿の女が割りこみ、クラリネットの刀を止めた。


　って、ブ、ブラジャー!?　しかも白色のブラジャーだ!!　ついでにかわいいクマさんの柄がらまで付いてる!!


「おい、丈途。早く逃にげろ！」


　こちらを向いたブラジャー姿の女は──来夏だった。シャツを腕に巻き、それで絡からめるようにしてロボ吹音ちゃんの刃を止めていた。シャツを腕に巻いているためブラジャー姿をさらしているらしい。スレンダー系の来夏の胸は、大きいということはないが形が整っていて──。


「早く逃げろと言ってるだろ！　人の胸をじろじろ見るな!!」


「べ、べつに胸なんて見てないしっっ！」


「今明らかに視線が釘くぎ付づけだったろうが!!」


「か、勘かん違ちがいしないでくれよ！　みんなに聞こえるだろ!?」


　見回すと、蘭、成樹、そしてロボ吹音ちゃんでさえ、こちらに生暖かい視線を送っていた。


　……だっていきなりブラジャーが現れたら……見る気がなくても見ちゃうよ、そりゃ……。


「えぇい！　これが我が宿敵とは情けない！　ロボ吹音ちゃん、成敗してしまえ!!」


　ロボ吹音ちゃんは成樹の命を受け、来夏のシャツから刀を抜ぬこうとする。


「そうだ、来夏！　ロボ吹音ちゃんの寝ねぐせのどれかがレバーになってるんだ！　それを動かせば多分モードが変わって──」


「甘いぞ丈途！　一度侍さむらいモードに変わったら戻もどる術すべなどないわ！　お前のように卑ひ怯きような奴やつはすぐそう考えるだろうと思ってな、変へん更こうがきかないようプログラミングしておいたわ!!」


　……まずい。このままでは鳴唐さんが無む理り矢や理りウィーン旅行に連れて行かれてしまう……。


「おい、成樹！　だいたいお前、明日の飛行機でウィーンに行くって……鳴唐さんの才能テストを台無しにする気か!?　締しめ切きりは週明けなんだぞ!!」


「ふん。ＦＢＩのメンバーから色々聞いたよ。テストで取られた思い出の音楽アルバム……。邪魔この上ない存在だな。過去の思い出など綺麗さっぱり捨て去った方がいい。その方が、吹音さんは新しい幸せに心から浸ひたれる」


　成樹は床ゆかに横たわる鳴唐さんに目をやり、ふっと笑っていた。


　……なんか今、すっごくむかついたんだけど……。


　ぼくはまた怒いかりがこみ上げ、成樹に向かって駆け出そうとした。その瞬間、来夏がこちらに向かって蹴けりを入れてくる。


「ごぉふぅっっ！　な、なんで……」


「逃げろと言ってるだろ！」


　来夏は次いでロボ吹音ちゃんに蹴りを入れて距きよ離りをとった。


「行くぞ！」


　来夏の声でぼくも蘭も走り出す。


　みんなで駆け去る中、来夏は高笑いする成樹をブラジャー姿のまま撮とりながら走っていた。


「はははっ！　偏へん執しゆう的な愛を押しつけて狂くるう男……醜みにくいぞ!!」


　……来夏、女の子としてもうちょっと色々考えた方がいいよ……。


　ぼくは逃げながら、パジャマ姿でスヤスヤと寝ね息いきを立てる鳴唐さんに目をやっていた。


「鳴唐さん……」


　待っててくれ、絶対に助けるから。鳴唐さんが最近どれだけがんばっていたか、ぼくはよく知ってるんだ。絶対に……絶対に絵のコンクール、中ちゆう途と半はん端ぱにはさせないから！








　中庭に行くと、来夏と蘭はすでに芝生しばふに座って待っていた。ぼくは途と中ちゆう、さる事情で全身打だ撲ぼくを食くらったせいで体中がボロボロになっており、ふたりより到とう着ちやくが遅おくれた。


「二階から飛び降りた程度なら死にはしないと思っていたが……しかし無様な恰かつ好こうだな」


「来夏がいきなりぼくを窓の外へ蹴け落おとしたせいだろ!!」


「守衛が廊ろう下かの角から現れたんだ。お礼こそ言われても、文句を言われる筋合などない」


「……それはそれはありがとうございました」


　ぼくはため息をつくと、みんなの近くに座った。ツナギに入った短い切れ目から白い肌はだをのぞかせたまま黙だまりこんでいる蘭。ロボ吹音ちゃんの刀で裂けたシャツをそのまま着こみ、脇わき腹ばらが丸見えなのも気にせず座っている来夏。


　……ちなみに来夏に至ってはブラジャーがちら見えしている状態なのだが、あまり見てしまうとまた突つっこまれてしまうのでぼくは意図的に視線をそらすのに必死だ。


「……成樹コロス成樹コロス成樹コロス……」


　蘭のつぶやきが耳に入り、悪お寒かんが駆かけ巡めぐる。妹に裏切られたことがよほど許せないのだろう。もしかしたら、妹だと思っていたのにやっぱり男でしたというオチにキレているのかもしれない。


　……演技力、だよな。ぼくも完全に成子が男だって忘れていた。


　来夏はカメラをいじりながらいつも通りの声を出す。


「ところでこれからどうするつもりだ？　成子……いや、成樹はやはり魅み力りよく的な被ひ写しや体たいだった。私はＦＢＩの行く末をカメラで追いたいんだが──ゆえに多少の協力くらいならするぞ？」


「でも、どうやって鳴唐さんを助けようか……。普ふ通つうに戦ってもロボ吹音ちゃんには勝てる気がしないし……」


「牡丹先輩を口説こうとしたときみたいにシナリオでも作って、成樹たちに演じてみるか？」


「そうだねぇ……シナリオで成樹たちに隙すきでも作れたらいいんだけど……」


　最近シナリオの失敗続きで、ぼくはしっかりと自信をなくしていた。本業のポルノ小説は不特定多数の人に届けるものなので賛否両論あっても気にはしなかったが……ただひとりのためだけのシナリオとなると、確実に心を射止めなければ意味がない。


「牡丹先輩であれだけ失敗しちゃったもんなぁ……。なんか、シナリオを作っても成功する気が全然しないよ」


　──もう少し人の気持がわかるようにならないと、いい小説を書けないわよ。


　ふと、亜希先生に言われた台詞せりふが頭をよぎる。


「ぼく、まだ全然人の気持をわかってないんだろうなぁ……。こんなとき亜希先生がいたら、いいアドバイスをしてくれそうなんだけどなぁ……」


「じゃあ電話すればいいじゃない」


　成樹コロスをつぶやき続けていた蘭が、急にこちらを向いた。


「どうやって亜希先生に電話するんだよ」


「あたし、連れん絡らく網もうに載のってた先生の携けい帯たいの番号を覚えてるわ」


「そっか。そういえば連絡網なんてあったね。それにしてもさすがの記き憶おく力っていうか、連絡網まで覚えてるなんて凄すごいな」


「連絡網っていう問題じゃなくて……亜希先生、素す敵てきじゃない？」


　わかる。わかる……が、蘭が言うと違ちがう意味が含ふくまれていそうでリアクションに困る。


　ぼくは曖あい昧まいに頷うなずいて来夏から携帯を借りると、蘭がそらんじる先生の携帯の番号に電話した。


「亜希先生！　ぼく、極ごく上じようのポルノを書かなきゃいけないんです!!」


　開口一番に用件を伝えたが、電話口からはなんの反応もなかった。


「……亜希先生？」


「……多分、丈途くんよね？」


「あ、そうです」


「電話の表示でちゃんと確かく認にんしたんだけど、これ、来夏さんの携帯からかけてるわよね？」


「えぇ」


「あなた……来夏さんになにをしたのっっ!!」


　鼓こ膜まくが破れるかと思うくらいの大声だった。みんなにも聞こえたらしく、蘭がクスクスと笑う中で来夏は「食べられましたぁ～」とわざとらしい大声を出す。


「……今『食べられました』って聞こえたわ」


「食べてませんっ！」


「……どこにいるの？」


「学園の中庭ですよ」


「……警察と学園の守衛さんに連れん絡らくを入れるから、今さら逃にげても無む駄だよ。塀へいの中で大人しくおつとめを果たしてきなさい」


「だから来夏にはなにもしてませんってば!!」


　それからぼくは亜希先生の誤解をとくために延々と無実を訴うつたえ続けるはめになった。


　そして小一時間ほどが経たち──。


「まぁいいわ。来夏さんが無事なことはわかったから、早く用件を言いなさい」


「だから、極上のポルノを書かなきゃいけなくなったんですってば！」


「……また私にセクハラしようだなんて、いい度胸ね」


「そうじゃなくて、とにかく、たったひとりの人の心を射止めるための極上のポルノを書く必要ができたんです!!」


「たったひとりの人ねぇ……。それじゃあ答は簡単よ。あなたがその相手を本気で口説くつもりで書けばいいの。それならあなたはきっと相手のことを本気で考えるでしょ？」


　ぼくが相手を……本気で口説く？


「上辺の言葉じゃ、人の心は動かないわよ」


　──そうだ。ぼくの今までのシナリオは、全部上っ面つらだけのものだった。全然、心の底からまったく本気で口説くつもりなんてなかった。相手のことを真しん剣けんに考えもせず、ただテクニックだけで乗り切ろうとしていた。


「人の気持をわかりたいなら、ちゃんと本気で向き合いなさい。それで……あなたは二十歳はたちを過ぎてもそのエッチな小説でずっとみんなを感動させなさい。もちろん、天才作家の芥川竹人としてね」


「──はい！」


　ぼくは先生にお礼を言って電話を切ると、今言われたことについてさっそく考え始めた。


　相手を本気で口説くつもりで書く……。だが、どうやって成樹を口説けばいいのだろうか。それこそ脳内ではめくるめくＢＬ世界が展開されて──。


「無理無理無理無理……。ＢＬがまずないのに、それが成樹とか絶対にないし！　あいつ超ちよううざいし!!」


　まいったな……。これじゃシナリオの書きようがないな。どうやって鳴唐さんを助けようか。ロボ吹音ちゃんの戦せん闘とう力を考えると正面から戦っても絶対に負けるし……。ロボ吹音ちゃんさえいなければ簡単なのだがそうもいかないし……。そもそもこんな事態になったのもロボ吹音ちゃんを作ったからだし……。鳴唐さんを模したロボ吹音ちゃんですべてをどうにかしようとしたからだし……。見た目から性格まで鳴唐さん的なロボ吹音ちゃんができればすべてがうまくいくと思っていたからだし──。


「そうだ！　簡単なことじゃないか！　ぼくは……鳴唐さんを口説く!!」


「はぁ!?　なにとんでもないこと公言してんのよ!?」


　蘭が呆あきれたように言ってこちらを見ていた。


「違う。鳴唐さん……つまりロボ吹音ちゃんをぼくのシナリオで口説くんだ！　そうすれば成樹を簡単に倒たおせるし、ウィーン旅行だって防げるじゃないか」


「なるほど。うまいこと考えたわね。でも、それは……」


「どうしたの？　ロボ吹音ちゃんのプログラムは本物の鳴唐さんの人格を模して作ってあるんだろ？　鳴唐さんを口説けるシナリオを作れば、ロボ吹音ちゃんを口説けるじゃないか」


「……やっぱりそのシナリオ、駄だ目めよ！」


「なんでさ？」


「そのシナリオ、あたしが本物の吹音ちゃんに対して演じるのっ!!」


　……は？


　ぼくの啞あ然ぜんとした顔を蘭は真剣に見み据すえ、さらに熱弁を続ける。


「あたし、才能テストのおかげで演技の勉強はバッチリだし、わざわざロボ吹音ちゃんに対して演じなくても吹音ちゃんを口説いてあたしと吹音ちゃんはもうどう見てもラブラブで成樹もあきらめるしかないって感じになっちゃえばウィーン旅行するだなんて馬ば鹿かな考えも失うせるだろうし吹音ちゃんも助かるしなんだったら吹音ちゃんはあたしと幸せになれるわけだし成樹にはロボ吹音ちゃんと幸せになってもらえばすべてが解決するわけだし──絶っっっっっ対にあたしが本物の吹音ちゃんに対して演じるのっっ!!」


　……長い割に実りのない話だった。


「一応、それも選せん択たく肢しには入れておくよ」


　ぼくは蘭に言いつつ、それだけは絶対に選択肢に入れないと誓ちかってシナリオ作りに入った。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　──って、あぁもう!!　だからぼく、鳴唐さんのポルノって書けなかったんじゃん!!　まいったな……。やっぱり成樹とのＢＬポルノで──って、いやいやいやいや、それは無理!!


　でも、なにか変だった。なぜか、鳴唐さんを口説くシナリオを書けそうな気がしていた。


「──本気で口説く、か。ポルノだとかなんだとかなくして、一度、大おお真面目まじめに口説くシナリオを作ってみるか」


　そうだ。多分ぼくは、ポルノを書こうとしていたから鳴唐さんを描えがけなかったのだ。純じゆん粋すいに、ただ一心にシナリオを作ろう。


　本気で、真っ向から気持を伝えようとすれば──書ける。そういう確信があった。それはきっと、不器用で、いろんなことが苦手で、でもいつでも真っ直すぐに進む鳴唐さんが相手だからだと思った。








　鳥のさえずりが聞こえた。そろそろこの山も、草木も、生いき物ものたちも、目覚めのときだ。学園の生徒たちはまだほとんどが寝ねている時間だろうが……。


「空が白んできたわね。結局、丈途のわがままを通すなら議論は時間の無む駄だだったけど」


　蘭が泣きはらした目をそのままに、いくらか怨うらみのこもった視線をこちらへ向ける。


「いや、鳴唐さんが百合ゆりだったらもちろん蘭に演じてもらったんだけどさ、普ふ通つうに考えたらやっぱりこうなるでしょ？」


　ぼくは何度目になるかわからない説明をさらに繰くり返したが、とても聞いてくれているとは思えない蘭の態度に徒労感を覚える。


「吹音ちゃんが百合じゃないって誰だれが決めたのよ。丈途……覚えてなさいよ」


　……もう、ご機き嫌げん取るのはあきらめよう……。


　ぼくは木こ陰かげから、この中庭を二分するように斜ななめに流れる小川を見つめた。


「しかし今どき『果はたし状』だなんて、お前も馬鹿だな」


　来夏は呆れたように言い「成樹に渡わたしたとき、ちょっと恥はずかしかったぞ」とつぶやく。


　ぼくがシナリオを作っている間、来夏には成樹を捜さがして果し状を渡してもらっていたのだ。


「仕方ないだろ。本気のシナリオなんだからさ」


「本気の結果がそれだから馬鹿だと言ってるんだ。というか、決けつ闘とうの場所まで馬鹿だ」


　来夏は中庭の中央にかかる橋へと目をやった。


　──そう。あの橋が決闘の場所。もうすぐ成樹があそこに現れるはずだ。しかし、あいつが自分で直接手をくだすはずがない。決闘相手はロボ吹音ちゃんに決まっているだろう。


　ぼくがシナリオのイメージトレーニングをしていると、中庭の向こうから橋のたもとを目指す人ひと影かげが現れた。成樹と、ロボ吹音ちゃんと、ロボ吹音ちゃんに抱かかえられたまま眠ねむっている鳴唐さんだ。


「行くぞ！」


　ぼくは自分自身を鼓こ舞ぶするように言うと、歩みを進める。来夏と蘭が立会人としてその後に続いてきた。


　ぼくたちと成樹たちは橋をはさんで反対の位置に立ち、互たがいに止まる。


「ふははははははははっ。宿敵丈途よ。貴様、我われに果し状を送りつけるとはいい度胸だな」


「成樹。一応聞いておくけど……鳴唐さんに変なことしてないだろうね？」


「この下げ郎ろうが！　すぐそういう妄もう想そうに行き着く辺りが貴様の程度の低さを表しているのだ！　この成樹が吹音さんに対して失礼なこと……するはずがないだろ!!」


「……ずっと眠らせたままいきなりウィーン旅行に連れて行くのは失礼じゃないのか？」


「ふははははははははっ。ロマンスだよ、ロマンス。ある朝吹音さんが目を覚ますと、そこは憧あこがれのウィーン。そして隣となりには、吹音さんを心より慕したうこの成樹……。ふたりの恋こいはそうやって始まりを迎むかえるのだ！　素す晴ばらしいロマンスだと思わぬか!!」


「……凄すごい妄想の爆ばく発はつだな……。ある意味ぼくより凄いよ……。もういいや、さっさと決闘を始めようか」


「ふん。貴様ごとき、我が直接手を下すまでもないわ！　ロボ吹音ちゃんで充じゆう分ぶんだ!!」


　……言うと思ってた。成樹って絶対に自分で戦うタイプじゃないって思ってた。でも、よし。これでシナリオ通りだ。


　ぼくが橋の中央まで進むと、ロボ吹音ちゃんが鳴唐さんを成樹の脇わきに横たえ、同じく橋の中央まで進む。


「始めぃぃぃぃぃぃぃ!!」


　頼たのんでもいないのに成樹が勝手に決闘開始の合図を出した。


　……ほんと、うざっ。


　ぼくがそう思うと同時に、ロボ吹音ちゃんがクラリネットからいきなり刃やいばを抜ぬき放って居合い斬ぎりをしてくる。


「──わっ！」


　ぼくは慌あわてて避よけ、本気のシナリオを開始しようとした。その瞬しゆん間かん──。


「クラシック流秘ひ剣けん、スラー・スラッシュぅぅぅ！」


　ロボ吹音ちゃんは一度刀をクラリネットに収めると、今度はジャンプしてこちらに飛びこみつつ再度居合い斬りをする。


「うおっっ！」


　ぼくはその攻こう撃げきをなんとかすんでのところでかわす。しかし──まずい。このまま長引かせるとシナリオどころではなくなりそうだ。


　ぼくは少し強ごう引いんにシナリオへ突とつ入にゆうしようと瞬時に計画を変える。ジャンプの着地で動きの止まったロボ吹音ちゃんに一気に近づき──抱だきついた。


　そして大きく息を吸うと、ありったけの気持をこめて想おもいを伝える。


「鳴唐さん、話を聞いてくれ！　ぼくは、ぼくは……ポルノ御ご殿てんを建てたいんだ!!」


　…………………………………………………………………………………………………………。


　みんな、ぼくのいきなりのカミングアウトに大口を開けて固まっていた。


「──ポルノ小説で、性せい描びよう写しやで、稼かせいで稼いで稼ぎまくって、男たちのリビドー性衝動で築いた財を手に、いつか無人島を買い取ってそこにポルノ御殿を建てて、世界中の美女ばかり集めた言語道断のハーレムを作りたいんだ!!」


　…………………………………………………………………………………………………………


　…………………………………………………………………………………………………………。


　みんなの開いた大口が、もはやふさがりようのないくらいに極限まで開ききっていた。


「──でも、鳴唐さんがいれば、鳴唐さんがそのポルノ御殿に来てくれれば……ぼくは世界中の美女をポルノ御殿から追い出す！　ぼくは……鳴唐さんだけでいい!!」


　ロボ吹音ちゃんは次の攻撃に移ろうとしているのか、ぼくの腕うでの中で大暴れしている。だがぼくは五輪養成ギプスで鍛きたえた力で、なんとか……なんとか押さえつけて話を続ける。


「──ぼく、鳴唐さんから教えてもらったんだ。手加減抜きの真っ向勝負。ぼく、ずっと勘かん違ちがいしてたんだ。鳴唐さんのいいところって独特の雰ふん囲い気きだったりクラリネットだったり……そういうところだって勘違いしてたんだ。でも、違った。一番魅み力りよく的なとこ、ぼく自身が鳴唐さんから教わってたのに……今まで気づかなかったんだ」


　──ここからが大変だった。これは本気のシナリオだ。本気なら、本気でやるなら、絶対に外せないことがある。


　ぼくはロボ吹音ちゃんの肩かたに手を置くと、こちらを正面から見てもらった。


　──そう。正面切っての直球告白。これは絶対に外せない。だがこの体勢が意味することは──無防備。


　ぼくはロボ吹音ちゃんが動かす刀より先に言葉をつむぐため、必死に口を動かした。


「鳴唐さんのいいところは、誰だれよりも一いち途ずなところなんだ！　だから、ぼくはもうハーレムなんていらない！　鳴唐さんがいれば、鳴唐さんと一いつ緒しよにずっと一途で生きていけるんだ!!　だから、だからぼくと──ぐっ……」


　ロボ吹音ちゃんは無む慈じ悲ひに刀を振ふるい、ぼくの脇わき腹ばらにしたたか打ちつけてきた。


　失敗だ……。そう思って崩くずれ落ちる中、ふと、ひとつの疑問が頭に浮うかぶ。


　──刀なのに、打ちつけてきた？


　ぼくは倒たおれたまま、自分の脇腹に手をやった。


　……切れてない。強い痛みはあったが……切れてない。


「峰みね打うちよ。主の命は『決けつ闘とうに勝つこと』だもん。吹音、あなたのこと斬きれだなんて、言われてないもん」


　ロボ吹音ちゃんは素す早ばやく成樹のもとへ駆かけ寄ると、脇に横たえられていた鳴唐さんを持ち、橋の反対側に立つ蘭と来夏へ向けて勢いよく投げ渡わたす。


「「──えぇ!?」」


　蘭と来夏は驚おどろきの声を重ねながらも、なんとかふたりで鳴唐さんを受け止めた。ただし、ふたりとも鳴唐さんのクッションになって地面に体を打ちつけていたが……怪け我がはなかったようだ。


「ありがとう。吹音、あなたの言葉、本当に嬉うれしかった。作られて今までそんなこと言われたことなかったから、作られて今まで吹音のこと誰もそこまで考えてくれなかったから、本当に本当に嬉しかった。ありがとう……。でもその言葉、吹音じゃなくて……本物の鳴唐吹音さんに言ってるんだよね？」


　ロボ吹音ちゃんは瞳ひとみを潤うるませながらも、微笑ほほえんでこちらを見ていた。


「吹音、ロボットだからやっぱり主あるじの命めいには逆らえないの。だから……吹音を壊こわして。吹音、主の命がないと自害もできないの。でも、これ以上あなたを傷つけたくない……」


「ロボ吹音ちゃん……」


　ぼくたちの会話を聞いて、成樹が震ふるえていた。もちろん、感動してではない。どう見ても怒いかりでだ。


「えぇぇい！　所しよ詮せんはロボットか！　決闘に勝ったからそれでいいなどとは、なんと融ゆう通ずうのきかないプログラムだ！　ならこう命令すればいいんだろ！　宿敵丈途を……亡なき者にせよ!!」


　……おいおい、その命令、冗じよう談だんじゃないぞ……。


　ぼくは脇腹の痛みをこらえてなんとか起き上がると、こちらへ駆けてくるロボ吹音ちゃんと向き合った。


　ちょっと……避けられる気がしないな……。


　死を覚かく悟ごした瞬間、こちらへ向かって男の怒ど鳴なり声が響ひびいてくる。


「丈途！　テメェ、俺との約束を破りやがったな!?」


「──廻先輩!?」


　ロボ吹音ちゃんとはちょうど反対側からこちらへ猛もう烈れつダッシュしてくる廻先輩……。しまった！　今日は早朝から先輩に立ち会ってもらって才能テストを受けるんだった!!　鳴唐さんを助けることで頭がいっぱいで……完全に忘れていた!!


　ロボ吹音ちゃんの攻こう撃げきも廻先輩の強きよう襲しゆうも避けられそうになかった。どうしようかとぼくがあたふたしている間にもふたりはこちらへどんどん近づき──。


「すみませんでしたっ!!」


　とりあえず身も蓋ふたもなく土下座して謝ってしまった。その瞬間「ガキィィィン!!」とぼくの真上で激しい衝しよう突とつ音が鳴り響く。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　そっと顔を上げると、廻先輩の足がロボ吹音ちゃんの手をピンポイントで蹴けったまま止まっているのが見えた。廻先輩は刀を避けるために刀を握にぎるロボ吹音ちゃんの手を狙ねらったらしい。しかし互たがいの力が拮きつ抗こうしてしまったようで、ともにその場で固まっていた。


「うっおぉぉぉぉぉぉぉ!!」


　廻先輩は絶ぜつ叫きようとともに強ごう引いんに足を動かし、振り切りざまにロボ吹音ちゃんの頭へと蹴りをねじこんでぶっ飛ばしてしまう。


　──チュドォォォォン!!


　廻先輩にぶっ飛ばされたロボ吹音ちゃんは、その衝しよう撃げきで炎えん上じようしていた。


　……強えぇぇぇぇ。


「廻先輩……ありがとうございます」


「そんなことはいいからさっさと仕し掛かけ部屋に来い！　お前、性しよう懲こりもなくまた先輩を待たせやがって……腕うで立たて伏ふせ千回!!」


「無理ですよ!!」


　ぼくはそのまま廻先輩と腕立て伏せの回数について延々と押問答してしまった。


　そうこうしている間に炎上していたロボ吹音ちゃんが炎ほのおの中でゆっくりと立ち上がる……。


「先輩……まだ戦いは終わっていなかったようです」


「らしいな」


「あの、ぼく、彼女と戦うのは心が痛いので、代わりに戦って頂けると嬉しいんですが……」


「はぁ？　どう見てもお前が起こしたゴタゴタだろうが。よくわからんが、テメェの尻しりはテメェで拭ふけ！　それでさっさと仕掛け部屋に行くぞ!!」


　……なんとなく、そう言うと思っていた。最近ずっと一緒にいたせいか、廻先輩の思考回路がわかってきた……。


　ぼくはあきらめてロボ吹音ちゃんの方を向く。ロボ吹音ちゃんは小川に入って炎を消していた。そして小川から上がると、まだ体の所々がくすぶる中、無表情なまま一筋の涙なみだを流してこちらを見つめていた。


　──戦いたくないんだ。


　ぼくは、ロボ吹音ちゃんを前に動けなくなってしまう。


「……言ったでしょ。吹音を壊して」


　鳴唐さんの声で言われる、悲しい台詞せりふ……。


「やれ」


　不意に、廻先輩が冷たく言い放った。


「先輩はなにも知らないから──」


「知らんが、あいつがお前に壊して欲しいと言った。だから、やってやれ」


「でも、そんな簡単にわりきれませんよ……」


「侍さむらいで例えるなら切腹の際の介かい錯しやくだ。お前に慈じ悲ひがあるなら、これ以上あいつに苦痛を味わわせるな」


　ぼくは、ロボ吹音ちゃんが流す一筋の涙に目をやる。


　……苦痛……。


　そうだ。ここまで人に近く作られたのに、命令に逆らえない苦しみ……。ロボ吹音ちゃんが望むなら、ぼくがどうにかしてあげないといけないんだ。


　さっきの爆ばく発はつを聞きつけたのか、早朝だというのに中庭には生徒たちが集まってきていた。視線を巡めぐらせると──こちらを心配そうに見つめる律と謡江の姿が目に入る。


「丈途、ドラグレスクの破は壊かい力であいつを楽にしてやれ！」


　廻先輩がロボ吹音ちゃんを見み据すえたまま声を張り上げた。


「ド、ドラグレスクですか!?」


「格かく闘とう技ぎ界では有名な話だ。『破壊力＝体重×スピード×握あく力りよく』。だがお前に握力はない。硬かたい拳こぶしを作ることなど不可能だ。しかしドラグレスクで踏ふむ踵かかとなら硬さに申し分ないだろ」


「ほんとですか!?　っていうかドラグレスクって体操の技わざでしょ!?　破壊力って……」


「お前の全体重にドラグレスクの回転パワーを掛かけ、踵の硬さを上乗せすることで破壊力は飛ひ躍やく的に増す！　コークスクリューブローならぬコークスクリューアタック。お前の全体重にあらゆる要素を掛け算して放つ、龍の一撃ドラグレスクだ!!」


　龍の一撃って……。確かに破壊力はありそうだが──。


「そもそもあれって攻撃として使うと、狙い所が凄すごく難しくありませんか??」


「仕掛け部屋の着地点もあんなもんだ！　早くやれ！　できなきゃどうせ試験も落ちる!!」


　……うわぁ。またそんな体育会系論理でごり押しして……。


　ロボ吹音ちゃんに目をやると、悲しそうな声でこちらに語りかけてきた。


「吹音……奥義を使っちゃうよ？」


　声のニュアンスとは裏腹に、刃やいばを構えたままどんどんこちらへ近づくロボ吹音ちゃん。今はちょうど、橋の斜ななめ先にいた。


　やるなら──今だ。


　今なら橋の欄らん干かんを跳ちよう馬ばがわりにして手をつき、技を決められる。


　ぼくはいまだ眠ねむり続けている鳴唐さんに目をやると、迷いを振ふり切るように全力疾しつ走そうした。


　──ごめん。ＦＢＩの最後の仕事、やってくるね。


「ＦＢＩ成樹の暴走は、ＦＢＩこのぼくが止める!!」


　ぼくはジャンプして橋の欄干に手をつくと、一回宙、二回宙と続ける。


「クラシック流奥義、マエストロ・ワルツぅぅぅ!!」


　ロボ吹音ちゃんがぼくを迎むかえ討うつようにその場で乱れ斬ぎりを始めた。


　ぼくは三回宙目を終わらせ、体を半分ひねることで紙一ひと重えに刃をかわし──龍の一撃ドラグレスクを見事決める。


　踵から伝わる、機構の破壊……。


　ロボ吹音ちゃんはその場に崩くずれ、動かなくなってしまった。


「ロボ吹音ちゃん!!」
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　ぼくはロボ吹音ちゃんを抱かかえ起こし、自分で壊こわしたというのに思わず意識を確かめてしまう。


　──弱々しい動きで、ロボ吹音ちゃんがこちらに微笑ほほえんできた。


「あの言葉の続き……いつか本物の鳴唐吹音さんに言ってあげてね」


　そう言うと、ロボ吹音ちゃんの瞳ひとみから光が消え、今度こそ本当に動かなくなってしまった。


「──ロボ吹音ちゃん!!」


　ぼくは必死にロボ吹音ちゃんを揺ゆすったが、もうなんの反応もなかった。


「ごめん……ＦＢＩだなんて始めちゃったばっかりに……」


　騒さわぎを聞きつけて集まった生徒たちが見守る中、ぼくはロボ吹音ちゃんを抱だきかかえ、瞳から涙なみだを溢あふれさせていた。








「──成樹。あたしの指導、まだまだ足りなかったらしいわね」


　蘭が成樹の前へ行き、拳をバキバキと鳴らしていた。


「ら、蘭お姉さま、なんでしたら今すぐにでも成子に戻もどりま──ぐげぇぇ！」


　成樹は蘭から思いっきりみぞおちを殴なぐられてしまう。中庭に集まっていた生徒の中に蘭の妹たちもいたらしく、蘭が成樹に鉄てつ拳けん制裁を加える様子を見て助すけ太刀だちに入っていた。成樹は今、女の子数人に囲まれて延々と殴られたり蹴けられたりしている。


　ぼくはロボ吹音ちゃんの横で放心し、その様子をじっと眺ながめていた。


「丈途くん、大だい丈じよう夫ぶ？」


　謡江がぼくのそばにきて、心配そうに顔をのぞきこんだ。騒ぎを聞きつけて急いで出てきたらしく、謡江はパジャマ姿のまま上からカーディガンだけ羽織っていた。


　ぼくは傷だらけのうえに泣きはらしてしまって、絶対に大丈夫そうでない顔をしているはずだ。黙だまっていると、謡江は戸惑ったようにロボ吹音ちゃんの方へ目をやった。


「このロボット……まるであの子みたいだけど……」


　謡江は言いながら、来夏のかたわらでスヤスヤと眠り続ける鳴唐さんを見た。


「……守ろうとしてたのに、逆に傷つけちゃったんだ。ぼくにとってはどっちも鳴唐さんさ」


「丈途……くん？」


　頰ほおに残っていた涙を拭ぬぐうぼくを見て、謡江は呆ぼう然ぜんとしている。


「──丈途。ドラグレスクができるようになったんだね」


　律が、シルクパジャマ姿でぼくの前に来る。


「さっきの技はよくできた方かい？」


「そうだね。渾こん身しんの一撃って言うんじゃないかな」


「そうか。でも今の動きを計算すると……」


「計算すると？」


　その瞬しゆん間かん、律は謡江とぼくを見比べ、急に黙りこんでしまった。


「……律？」


「謡江。丈途の怪け我が、早く診みてやりなよ」


　律はそれだけ言うと、静かに去ってしまった。


「律……」


　やはりまだ、いつも通りには話してくれないようだ。


　遠ざかる律を見つめていると、謡江がぼくの怪我を診ながら「一体なにがあったの？」と聞いてくる。


「ごめん……。ロボ吹音ちゃんのことは、自分の胸にそっとしまっておきたいんだ」


「それって……」


　ぼくは視線を鳴唐さんに移し、一いつ瞬しゆん、また瞳に涙が滲にじみそうになった。それを見ていた謡江は「吹音……吹音っていうのね、あの子」と口の中でつぶやく。


「私、今覚えたわ」


　謡江の瞳に、強い決意のようなものが映った。


　一体どうしたのか聞こうとすると、ふと、蘭たちに責められ続ける成樹のことを思い出す。


　……まだ終わっちゃいなかったんだ。あいつに一発食くらわせないと、ＦＢＩは終われない。


　ぼくは痛む体をおして立ち上がり、成樹のもとへ足を踏ふみ出す。


「丈途くん！　今手当してあげるから、無理しないで!!」


　謡江の叫さけびも手で制し、一歩一歩踏みしめて成樹へと近づく。


　蘭や妹たちがぼくに気づいたらしく、こちらに目をやって動きを止めていた。


　蘭たちの合間から、ぼくを見て顔を引きつらせている成樹が見える。


「や、やぁ丈途くん。僕たち色々あったけど、きっとこれからは仲良く──」


「成樹ぃぃぃ!!」


　手加減抜ぬきの一発を、成樹の頰にめりこませた。一いつ拍ぱくの間をおいて、成樹はそのまま気を失って倒たおれてしまう。


「拳こぶし一発、漢おとこの青春だな」


　近くでぼくを見ていた廻先輩が、やけに満足そうに頷うなずいていた。








　ロボ吹音ちゃんの騒ぎが一通り収まると、ぼくは廻先輩と一いつ緒しよに仕し掛かけ部屋へ向かって跳ちよう馬ばに挑ちよう戦せんする。もう疲つかれきっていたが、気合を入れれば技わざは大丈夫そうだ──って、これ、廻先輩が言いそうな論理だな。


　ぼくは全力でダッシュすると跳ちよう躍やく板を踏みこみ、跳馬に手をついて一回宙、二回宙、三回宙、そして体を半分ひねって着──ん？


　着地しようとした瞬間、床ゆかがあるはずの場所になく、かわりに穴ができていた。ぼくはいつの間にか、部屋の下の空間へ真っ逆さまに落ち始めている。


　──この部屋の下、ライオンがいるし!!


　ぼくは死ぬ気で手を伸のばすと、なんとか床の縁ふちをつかんだ。


　……危なかった。さすがに今の体力だと、部屋の下に落ちたらいくら気合を入れようと這はい上がるのは無理だった……。


　部屋に戻ると、携けい帯たいが置かれた台の脇わきから巨きよ大だいなグローブが飛び出し、ぼくを室外へ向かって殴り飛ばす。


「でもこれはもう、予測済みさ」


　ぼくはグローブをガードして痛みを最小限に抑おさえ、きちんと仕掛け部屋の外に着地していた。


「──って廻先輩！　ドラグレスク、駄だ目めだったじゃないですか!!」


　そばにいた先輩に抗こう議ぎすると、いきなり頭を叩たたかれる。


「ドラグレスク自体は成功だったろうが。あとはお前の鍛たん錬れん次し第だいだ」


　そんな……。これからさらに練習を続ける必要があるなんて……攻こう略りやく期限に間に合うのだろうか。このままでは鳴唐さんとの思い出の記念写真を失ってしまう。それに、鳴唐さんと仲直りする機会まで失ってしまう……。


　ぼくがその場に立ち尽つくしていると、廊ろう下かの奥からパジャマ姿の律が歩いてきた。


「律くんじゃないか！」


　廻先輩が嬉しそうに声を上げる。律はそれに軽く一礼してこちらを見み据すえてきた、が──。


「律くん、どうした？　俺を追ってここまで来たのか？　今日は休日だしな。よし、俺も体操の練習や丈途の試験は切り上げるから、一緒にお出かけでもするか！」


「いえ、僕は丈途に用があって──」


「あんな奴やつほっといていいから。ドラグレスクだって中ちゆう途と半はん端ぱだし、これから練習をやり直させるところだからさ」


「やっぱりドラグレスク、あれじゃ駄目だったのか……。丈途──」


「じゃあ律くん、これから一緒に寮りように帰って、ふたりでお着き替がえでもするか！」


「──先輩！　ちょっと黙だまっててください!!」


「……ご、ごめんなさい」


　廻先輩は律から怒おこられ、しゅんとして謝っていた。


　……ぼくには絶対に見せない姿だよなぁ……。


「丈途、一体どうやって技の練習をしたんだ？」


「どうやってもなにも、廻先輩がやってるのを見てまねただけだよ」


「漢おとこなら〝見て盗ぬすめ！〟だからな!!」


　先輩はついさっきまでしゅんとしていたくせに、律と喋しやべり始めた途と端たんに元気になる。


　……先輩、体操の練習、おかげでぼくは凄すごく大変だったんですけど……。


　律は仕掛け部屋の中を確かく認にんすると「やっぱり技の綺き麗れいさか……」とつぶやく。


「どういうこと？」


「……丈途にとって携帯って、そんなに大切な物か？」


　律の、真っ直すぐな瞳ひとみ。どうしてそんなことを今聞くのだろうか。わからなかったが、律の瞳を見ていると、中途半端には答えられない気がした。


「思い出が、つまってるんだ」


「丈途の思い出か……。僕はまだ、良くも悪くも思い出じゃないんだろうな」


「……律？」


　律は迷いを振ふり切るように「感情にも定理があればいいのにね」と笑った。久しぶりに見る、律の笑え顔がお……。


「律、一体どういう──」


「さっき中庭でやったドラグレスク、技がかなり雑だったことに気づいてるかい？」


「え？　そ、そりゃまぁ……自分がうまいだなんて思ってないけど……」


「僕の指示に合わせて、もう一回技をやってくれないか」


　ぼくがいぶかしげに律を見ると、彼は完全にいつもの調子に戻もどって冷静に説明を始める。


「回転系の技わざは慣性モーメント・角速度・角運動量といったバイオメカニクス的な変数をきちんと理解してやることが重要なんだ。今の丈途の技には──数学的美しさがない」


　……体操で数学的美しさとか言われても……。


「その通りだ！　さすが律くんだ！　俺が見こんだ漢おとこだ!!　確かに感性モネモネや核かくドーンや核うんとドーンが重要だ!!」


　……廻先輩、言えてませんよ……。


「丈途、難しいことは言わない。とにかく──僕の計算を信じてくれ」


「わかった！」


　ぼくは助走開始の位置に立つと、全力疾しつ走そうを始める。


「──踏ふみきったら低めの姿勢で跳馬に入る！　足先を真上へ上げたあと空中に飛んだら膝ひざを中心に上体を引き上げつつ一回宙！　その勢いのままかかえ込み姿勢で二回宙！　三回宙！　そして半ひねりを加えて──着地!!」


　着地ポイントは入口から見て携けい帯たい電でん話わの置かれた台の向こう側だ。ドラグレスクは最後に半ひねりを加えるため、着地したときに進行方向と逆を向いて立つことになる。そしてぼくの目の前には今、携帯電話があり──その向こうには律たちが見えた。つまり──。


「成功だ!!」


　ぼくは叫さけんで携帯電話を手に取る。


　よかった……。これで鳴唐さんに胸を張って会える。そして、やっと仲直りができる。




７　ようこそぼくらの純愛














「先輩、やっとテストが終わりましたね」


「そうだね。でも……なんでそんな不機嫌な顔をしてるの？　テストで失敗したとか──」


「ふざけないでください！　私……先輩が謝るの、ずっと待ってたんですからね!!」


　彼女はなぜか頰をふくらませると、怒ったように言う。


　僕は今、彼女から呼び出されて学園の端にある茂みに来ていた。テスト中はデートをできなかったため、てっきり寂しくて呼んだのかと思っていたが──。


「先輩、私と一緒にテスト勉強してくれるって言ったくせに……同じ学年の友達とばっかり勉強してたじゃないですか!!」


　──そういうことだったのか。彼女のふくらませた頰も、怒った声も、急にかわいく思えてきた。彼女が年下ということもあって、余計にそう思える。だが──。


「謝ってもらうだけなら、わざわざこんな場所で会わなくてもいいよね？」


　僕は不意に彼女を抱き寄せると、制服のスカートの中に手を入れてショーツに指を這わせた。


「あっ……先輩……んふっ……」


「僕としたいならしたいって、素直に言えばいいじゃないか」


「……先輩の馬鹿。ちゃんと……んっ……あ、謝ってください」


「ごめん。今からおわびしなきゃ」


　僕はショーツに押し当てた指を丹念にすり動かし、おわびがわりに彼女を何度も喘がせる。


「んっ……あっ……先輩、ねぇ……あの……」


　彼女は言葉の先を言わず、僕に物欲しげな視線だけ送ってきた。さきほどまで怒っていたとは思えないほど恍惚とした表情……。なにをして欲しいのかは明らかだったが──。


「ちゃんと言ってくれないと、どうして欲しいのかわからないよ？」


「……先輩の、いじわる……」


「ほら、言ってごらん？」


「その……先輩のここ……ください」


　彼女はそう言って僕の股間に手を這わせてきた。どこか不慣れな、遠慮がちな触り方……。テスト勉強は一緒にできなかったが、どうやら僕が教えるべきことはまだ残っていたらしい。


　僕は彼女のショーツの一点に指先を強く押し当てると、ねじこむように動かしてみせる。


「やっ……せ、先輩……焦じらさないで……」


「焦あせるもんじゃないよ？　まだたっぷり残ってるんだから。僕らの楽しい学園生活はさ──」












　小規模な市民ホール。入っているお客のほとんどが高校生で、ちらほらいる大人たちはおそらく出演者の親だろう。


　幕が上がると、いかにも舞ぶ台たい衣装らしい装そう飾しよくの多いドレスをまとった蘭が現れた。血で血を洗うような抗こう争そうを繰くり返している両家の子が恋こいに落ちてしまい、悲しいすれ違ちがいの末にどちらの家の子も死んでしまう悲劇の物語。蘭はその中で、ヒロインを演じている。


　持ち前の記き憶おく力と鍛きたえた演技力で蘭は悲劇のヒロインを熱演していた。


「こうやって見れば普ふ通つうの女の子なのにね……」


「この舞台を楽しむには、ぼくらは本人を知りすぎてるよ」


「知ってるからこそ、普通の女の子としての蘭を観みれて楽しかったりするかもよ？」


「僕はどっちでもいいね。カラオケ大会で疲つかれたんだ。楽しいかどうかは、僕が公演中に寝ねないかどうかで決まりそうだよ」


「じゃあ、律が寝なかったら蘭も才能テストに合格ってことだね」


　律は軽く笑うと、手にしたカトラリー食器セツトを愛いとおしげに眺めていた。


　──今日は日曜日。ぼくが携帯電話を取り戻もどしたのは昨日の話だ。律は今日の午前中に麓ふもと街まちで開かれていたカラオケ大会で優勝し、才能テストに合格していた。その足でふたりして蘭の公演を観に来て、今ここにいる。


　鳴唐さんは今いま頃ごろきっと牡丹先輩と仲良く絵の仕上げをしているだろう。コンクールの締しめ切きりは明日だ。当日消印が有効なので、鳴唐さんは月曜の午前中に特別の休みをもらい、郵便局に絵を持っていく予定である。それまでに描かき上げなければいけないのだが、ロボ吹音ちゃんの一件でスケジュールがギリギリになってしまった。おかげで牡丹先輩も不純なことを考える余よ裕ゆうなどないほどつきっきりで鳴唐さんの指導をするはめになっている。


「作品さえ提出できれば、鳴唐さんはきっと優勝できるよ。あんなにがんばってたんだから」


　ぼくは微笑むと、舞台で愛の言葉をささやく蘭に目を向けた。


「あなたしかいないの。家族のこともなにもかも関係ないわ。私……あなたが好きなの!!」


　現実世界の蘭もあれくらい情熱的な台詞せりふを言えれば、きっと男子にモテるだろうに……。


　ぼくがそんな風に感じたほどの熱演のおかげか、公演は大成功だった。蘭は才能テストに合格し、めでたくオモチャの指輪を取り戻していた。








　月曜になって登校すると、鳴唐さんは予定通り麓街の郵便局へ行き、午前中の授業を欠席することになっていた。絵が間に合ったのだ。ぼくは胸をなでおろし、授業を受け始める。


　昼休みになると、ぼくは校門から伸のびる坂の上に立っていた。そろそろ鳴唐さんが麓街から戻ってくる頃ころなのだ。


　不意に、救急車のサイレンが鳴り響ひびく。校門の開く音がして、救急車が学園内に入ってきた。生徒の誰だれかが急病にでもなったのだろうか？


「──患かん者じやは何週間も隠かくれん坊ぼうで隠れっぱなしだったらしいぞ！」


　救急車がぼくの脇わきを通り過ぎたとき、救急隊員の喋しやべる声が聞こえた。


　……隠れん坊？


　どこかで聞いた気のする話だったが、よく思い出せない。しかし何週間も隠れていただなんて……まさか雑草でも口にして食いつないでいたとでもいうのだろうか。


　この学園の生徒たちはいまだに計り知れないと思った。そういえばロボ吹音ちゃんの一件のあと、成樹も全身打だ撲ぼくで救急車に運ばれていたが……どうなったのだろう。


　ぼうっと考えていると、今度は校門から水墨校長が歩いてきた。


「丈途くん。才能テスト、合格おめでとう」


「……よく知ってますね。ありがとうございます」


「忍しのぶの一文字、よくぞ体現した」


「忍……ですか」


「きみは大切な物のために耐たえ難がたきを耐えたのだ。それがいつか、きみの不ふ遇ぐうのときを救う手助けになれば嬉うれしい」


　校長は笑うと「今どきは携けい帯たい電でん話わがないと困ることも多いからな」と去っていった。


　……ぼくが取られた物まで知ってるし……。


　耐え難きを耐えたのは、携帯電話のためと言うよりきっと──。


「桜の記念写真、だよな」


　たった一枚の写真を取り戻すために、ずいぶんと苦労した気がする。たった一枚の写真をめぐって、ぼくはずいぶんいろんな想おもいを重ねた気がする。


　才能テスト、ＦＢＩ、ロボ吹音ちゃん……。


「よく考えたら、全部鳴唐さんのことばっかりだったな……」


　いろんな想いも、結局は鳴唐さんを中心に回っていたのだ。


「もしかしてぼく、今回も鳴唐さんのことで結構必死だった？」


　……そうだ。よく考えたら、まったくもってそうだ。でも、そんなの、ひとりの女の子のためにそこまでするなんてまるで──。


「丈途くん。私、サイン本を取り戻したわ」


　声のした方を向くと、いつの間にか謡江が立っていた。


「あ……おめでとう。でも謡江、どうしてこんな所に？」


「丈途くんがいるからよ」


「ぼく、誰にもここにいること教えてないんだけど……」


「だって吹音さんがもうすぐ帰ってくるんでしょ？」


「……え？　それがわかった理由なの？」


「私……丈途くんに嫌きらわれたくなかったから才能テストの間は遠えん慮りよしてたけど、もう、やるって決めたの」


「……へ？」


　言葉の意味を聞こうとすると、校門から鳴唐さんが歩いて来るのが見えた。


「あっ、お帰り！」


　手をあげると、鳴唐さんは戸と惑まどったようにこちらを見つめてくる。


　──そうだ。まずは仲直りをしないと！


　ぼくは鳴唐さんに駆かけ寄ると、携帯電話を取り出して桜の記念写真を見せた。


「ほら、鳴唐さんが半泣きのまま撮とられちゃった写真、ちゃんと取り返したよ。ぼくはもう、ずるくないだろ？」


　笑って言うと、鳴唐さんは桜の記念写真を見つめてまた半泣きになってしまった。


「吹音、嫌われちゃったのかと思ってた……」


「ちゃんと仲直りしたかったんだ。この写真、鳴唐さんに送りたいんだけどいいかな？」


「うん！」


　鳴唐さんは半泣きの瞳ひとみを拭ぬぐうと、携帯電話を取り出してメールを打ち始める。


　──そう。鳴唐さんはぼくの携けい帯たい番号やアドレスを知っていたのに、ぼくは彼女の連れん絡らく先さきを知らなかったのだ。ぼくが連絡先を教えた後で鳴唐さんから連絡先を聞こうとしたとき、彼女はさっさと帰ってしまったのだ。普ふ通つうに考えたら……かなりへこむ話である。


『一いつ緒しよにがんばったんだよね？』


　気がつくとメールが届いていた。顔を上げると、鳴唐さんが微笑ほほえんでこちらを見ている。ぼくは慌あわてて『一緒にがんばった！』とメールを打ち、桜の記念写真とともに送り返す。


「写真、ありがとう！　吹音も絵のコンクールで優勝できるよう、がんばるね!!」


「もう充分がんばっただろ？　あとはいい結果を信じて待つだけさ」


「そっか。……あ、絵を携帯電話のカメラで撮ってたから、送るね」


　鳴唐さんが携帯電話をいじっていると、謡江がこちらに歩いてきてぼくのサイン本を鳴唐さんに見せる──って、えぇ!!　その本の表紙、淫みだらなナースなんだけど!?


　ぼくは慌てて鳴唐さんの目をふさいだ。しかし謡江は見えもしない本を鳴唐さんの前に突つき出したまま喋しやべり始める。


「私、丈途くんのサイン本を取られてたの。でも、必死に勉強して取り返したわ。私……あなたに負けないから!!」


　それだけ言うと謡江はその場を駆け出し、校舎の方へ戻もどってしまった。


　……今、もしかしてなにかの修しゆ羅ら場ばが──？


「ふははははははっ。宿敵丈途よ、我はまだ墜おちぬぞ!!」


　校門から、全身に包帯を巻いたミイラ男が松まつ葉ば杖づえをついて歩いてきた。ミイラ男に知合いなどいなかったが、ぼくのことを宿敵とか呼んでいるし、そもそもこのうざい声をそう簡単に忘れられるはずもなく、すぐに誰だれか察しがつく。


「成樹！　お前さっさと病院に帰れよ！　どう見ても抜ぬけ出してきてるじゃないか!!」


「ふははははははっ。こんな軽傷でこの成樹が吹音さんをあきらめると思ったか!!」


　……ちょっとうざかったので、ぼくはつい腹が立ってしまい、成樹のそばまで行って「そうか、軽傷でなによりだったね」と思いっきり肩かたを叩たたいて話しかけた。


「ぐぎげえぇぇぇぇぇぇ!!」


「あれ？　意外と重傷だったの？　ちょうど学園に救急車が来てるから、一緒に乗せてもらえばいいんじゃない？」


　ぼくは親切そうな笑えみを浮うかべつつ、今度はさっき叩いたのとは逆の肩を思いっきり叩いて話しかけ、駄だ目め押しをした。


「どぎげえぇぇぇぇぇぇ!!」


　叫さけぶ成樹を放置して、ぼくは鳴唐さんのもとへ戻ろうとした。そのとき、携帯になにかの着信があることに気づく。見ると、鳴唐さんからまたメールが届いていた。


『吹音の絵です』


　メールと一緒に送られてきた写真には、かわいらしいが変に弱そうな蛇へびの絵が写っていた。


「……なんで蛇なんて描かいたの？」


「蛇？　違ちがうよ。それ、体操してるあなた。吹音、ちょっとだけ見たことあるの」


　……え!?　ぼく!?　っていうかこれ、まさか……ドラグレスク!?


　鳴唐さんは絵の写真を驚おどろいて眺ながめるぼくを見て、少し恥はずかしそうに赤らんでいた。……ちなみにこの絵、後日結果を聞いたらしっかりと優勝していたから凄すごい……。というか、芸術ってわからん!!


「桜の記念写真、本当にありがとうね──丈途くん」


　そう言って、鳴唐さんは満面の笑みを浮かべていた。


　丈途……くん？


　今……まさか……ぼくの名前……呼んでくれた？





　──あの言葉の続き……いつか本物の鳴唐吹音さんに言ってあげてね。





　ロボ吹音ちゃんの言葉が、頭をかすめる。


　ぼくは今、感じたことのないほど強い胸の高鳴りを覚え、なぜだか息がつまりそうになっていた。






あとがき







『Ｒ－15』でポルノシーンを書きすぎて、本編のネタが尽つきる前にポルノシーンのネタが尽きてこのシリーズが終わるんじゃないかとそろそろ不安になってきた伏見ひろゆきでございます。お久しぶりの方もはじめましての方も、グッドラック幸運を！


　──だなんて変なこといきなり書くと担当さんから怒おこられそうなので「ぼくのポルノに対する情熱を甘く見ないで頂きたい!!」とか言っておきます。一巻のあとがきでも書きましたが、重ねて言うと私の担当編集者は女性です。あ……今気づきました。私がセクハラで訴うつたえられて『Ｒ－15』が出なくなる可能性も高そうです。読者の皆みな様さま、短い間でしたが●×■……。


　そんな不安材料満まん載さいの中、藤真様にはまたしても素す敵てきなイラストを描えがいて頂き感謝の至りでございます。当然、藤真様への発注は「太っておらず瘦やせ過ぎない感じで、詳しよう細さいはお任せ致いたします」といった投げっぱなしジャーマンでした。最近技わざに磨みがきがかかってきましたね、私。


　ちなみに本書で来夏と丈途が過去に色々あったような会話をしますが、それは雑誌「ザ・スニーカー」の二〇〇九年八月号に載のった「純白パンティーの罠!?」の中で起こったことです。しかしそれをお読みになっていない方でも本書を楽しめるよう書いておりますので、ご安心を！　次巻もなにげに冬あたりには出るはずですので、乞こうご期待して頂ければ幸いです!!
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Rあーる-15じゆうご


こんにちは、ぼくの初はつ恋こい





伏ふし見みひろゆき
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